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序章　家族の再生






　大陸の西、海の覇は王おうと称せられるクルセージュ王国。その王宮最上階にある風通しのよい広い室内に、元気な赤ん坊の声が鳴り響ひびいている。

　小さな体に窓から吹き込む海風が直接当たらないよう気き遣づかいながら、国王デュランダール・サイラス・ド・クルセージュは相そう好ごうを崩くずした。

「おお、なんと力強い鳴き声だ。これはきっと、余以上に強く立派な王になるに違いないぞ」

　国内外で『残ざん虐ぎやく王おう』と畏おそれられる筋きん骨こつたくましいクルセージュ王が、こんな表情をすることは非常に珍めずらしい。特に古い部下たちが見たら仰ぎよう天てんしそうな笑顔で、デュランダールは大役を務つとめてくれた妻を労ねぎらった。

「感謝する、プレアーナ。そなたは余に、またしても新しい幸福を教えてくれたな」

「まあ、私などが、デュラン様にお教えできることなど何もありませんわ」

　大きな寝しん台だいに横たわった王おう妃ひプレアーナは、二人きりの時にだけ呼ぶ愛称を使って謙けん遜そんしてみせる。いつもは結ゆい上げている長い金きん髪ぱつが無む造ぞう作さに落ちかかった様が、実に美しい。

「とぼけるな、余の女神。そなたは余に、心から人を愛することを教えてくれたではないか」

　クルセージュを含ふくめ、隣りん国ごくであるシルディーンにも深く根を張った教義〈翼つばさの祈いのり〉。その教団との戦いに明け暮れていたデュランダールの人生に、彼女は初めての安らぎを与えてくれた。

「そして今、人の親となる喜びを教えてくれた」

　プレアーナは何も答えず、静かに微笑ほほえむ。海風が彼女と、彼女によく似た赤子の髪かみを揺ゆらした。

「──余は、王である。だから、そなたに謝罪はせぬ」

　これまで何度も繰くり返してきた言葉を、今一度デュランダールは口にした。プレアーナは、やはり黙だまって微笑んでいる。

「その代わり、改めて誓ちかおう。デュランダール・サイラス・ド・クルセージュは、そなたとユベル・セティル・ド・クルセージュを世界一幸せにしてみせる」

　しかし、続く夫の言葉には、はっと眼を見張った。

「……あなた……ユベルの、そのミドルネームは……」

「……気に障さわったか？」

　人を人とも思わぬ『残虐王』。そんな彼には似つかわしくない、気持ちをうかがうような問いかけに、プレアーナはゆるりと首を振る。

「いいえ……」

　穏おだやかに答えておいてから、彼女は不意に悪戯いたずらっぽい口く調ちようになった。

「でも、気に障ったことがひとつだけありますの」

　白い指先が伸び、海を征ゆくことも多いデュランダールの日焼けした腕うでにそっと触ふれた。

「どうせ誓うなら、あなたも含めた私たち三人で幸せになると、そう誓っていただきたいですわ。だって私たちは、家族ではないですか」

　ややあって、デュランダールも片手にユベルを抱だいたまま、もう片方の手で妻を抱き締しめた。

「──ああ、そうだ。プレアーナ、この世で最も美しく優しく賢かしこい我わが妻よ。余はそなたとユベルと、誰だれよりも幸せな家族となるのだ」

　その声が少し震ふるえて聞こえたのは、海風のせいだったのだろうか。プレアーナは何も言わず、誰よりも強い夫の体をそっと抱き返した。

　デュランダールの腕の中で、ユベルはきゃっきゃと機き嫌げんの良い声を上げ始めた。











第一章　夫婦の形はそれぞれに






　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　その最さい北ほく端たんにある黒い森のそのまた奥に、「アズベルグの暴君」こと領主カシュヴァーン・ライセンが住まう屋や敷しきがある。国教〈翼つばさの祈いのり〉を挑ちよう発はつするような、翼持つ怪かい物ぶつだらけの漆しつ黒こくの館やかたは、さながら邪じや教きようの神しん殿でんだ。

　実際カシュヴァーンは信心深いこの地で生まれ育ったにもかかわらず、不信心を公言してはばからない。「死神姫」を公然と娶めとったことがとどめになり、何度も騒そう動どうに巻き込まれたりもしたが、現在教団との関係は比ひ較かく的てき良好である。

　ただし、カシュヴァーンが紆う余よ曲きよく折せつを経へて信しん仰こうに目覚めたという訳ではない。〈翼の祈り〉側の体制にも変化が起こっているため、多少態度が軟なん化かしたというだけの話だ。両親との確かく執しつに由来する反発は根強く、あからさまな軽けい蔑べつが礼儀正しい無視に切り替わった程度のことである。

　だが最近の彼を知る者は、遠い眼をしてつぶやく──あいつは「死神姫」教の狂きよう信しん者しやと化している、と。







　磨みがかれた黒い床ゆかを、長ちよう靴かの底が叩たたく音だけが響ひびいている。窓の外を滑すべり落ちていく春の夕日が、漆黒と深しん紅くで統一された室内を褪あせた茜あかね色いろに輝かがやかせていた。

「──どうして俺が怒っているのか分かっているな？　アリシア」

　恒こう例れいの見回りから戻って来た直後、屋敷の広間を旋せん回かいするようにゆっくりと歩き回っているのは領主、〈強きよう〉公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセン。黒くろ髪かみに黒ずくめの服ふく装そう、傷つけられた左眼を覆おおう眼帯まで黒くろ革かわで統一した青年は、いまだマントも外はずさないまま険悪な空気を発している。

「はい……」

　夫に詰きつ問もんされ、しゅんと肩かたを落とす小こ柄がらな少女はアリシア・ライセン。亜あ麻ま色いろの髪と眼鏡めがね以外に特とく徴ちようのない地味な容姿だが、「死神姫」という物ぶつ騒そうな二つ名と数々の噂うわさは、今やこのシルディーン王国だけでなく近きん隣りん諸国にも広く流る布ふしている。

「本当に、申し訳ありませんでした。私が、一緒に見回りに出たいなどとお願いしたばかりに……」

「全くだ。お前を連れて行ったのは間ま違ちがいだった」

　皆みなまで言わせず、重々しく吐はき捨てたカシュヴァーンの声はひどく苦い。

「どうしてお前は、自分の愛らしさについてもっと自覚しないんだ」

「……あのー」

　それまでひたすら状じよう況きようを見守っていた金きん髪ぱつの青年が、控ひかえめな声を投げかける。だが執しつ事じであり、兄弟のように育ってきたトレイスの言葉も、今のカシュヴァーンには届かない。

「いいかアリシア。お前の可か愛わいさは、最も早はや罪だ」

「そうですか？」

　アリシア自身はきょとんとしながら聞き返したが、カシュヴァーンはぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて叫さけんだ。

「あの野や郎ろう、何が『結婚して二年近くも経たてば、そろそろ旦だん那なひとりでは飽あきてきたのでは？』だ……!!」

　その眼まな裏うらに蘇よみがえっているのは、つい先ほど妻と共に領内を見回ってきた時の情景である。昔からカシュヴァーンに対して二ふた心ごころを抱いだいている様子だった男だん爵しやくが、夫の前で堂々とアリシアに色目を使ってきたのだ。

「メイドの血を引く成り上がり」と、特に旧来の貴族層に受けの悪いカシュヴァーンである。だが定期的な見回りを欠かさないなどの本人の努力にくわえ、元領主家のディネロや、今やシルディーン女王となったエルティーナが彼を支持したことにより、じわじわと評価は上がっていた。前国王ゼオルディスに偽いつわりの謀む反ほんの嫌けん疑ぎをかけられて国外追放されたことへの同情と、国外勢力を率ひきいて戻ってきた逆転劇も人々の心に響いたようだ。

　だからこそ、一層カシュヴァーンを疎うとましく思う者もいる。しかし表立って突っかかると逆に非難されかねないので、「アズベルグの暴君」と呼ばれる男最大の弱点を突こうとしてきた訳である。

「ええ、私がカシュヴァーン様に飽きるなんてありえませんわ。だってカシュヴァーン様はお金持ちで寛かん容ようで優しい、私の愛する理想の旦那様ですもの」

　没ぼつ落らくした名家で生まれ育ったアリシアなので、最愛の夫を褒ほめる場合も「お金持ち」は絶対に譲ゆずれない。だが「特別」なただひとりを想う贅ぜい沢たくを知ってからは、カシュヴァーンが追放され、領地も爵しやく位いも失った時すら愛が揺ゆらぐことはなかった。

「そ、それに……旦那様はひとりだけで、十分ですわ」

　夕日を浴あびてまぶしいほどにかっこよく見える夫から眼を逸そらし、アリシアはほんのりと頰ほおを染そめた。

　ただでさえ、眼鏡をかけていても視力が怪あやしいアリシアだ。しかし柱とカシュヴァーンを見間違えては彼を傷つけていたのも昔のこと。日に日にかっこよくなっていく夫の姿はいつも白い光に包まれていて、見えづらいぐらいだが、おかげで他人と見間違えることはない。

　しかも、毒草「肥ひ料りよう要いらず」でさえ平気なアリシアだが、カシュヴァーンの存在を感じるだけで「おなかが痛」くなる。実際は薄うすい胸の奥のほうが甘く締めつけられる感覚なのだが、それを与えてくれるのは、最愛の怪物王子様だけ。

「カシュヴァーン様ったら日に日にますます恐おそろしく、すてきになられるので、私……ちょ、ちょっと、おなかがいっぱいになりすぎるぐらいですもの……」

　長く引き離されていた反動か、正式に再婚してからのカシュヴァーンの愛情表現は非常に直接的で、いっそ傲ごう慢まんなほどだ。あれこれ思い出してしまい、ますます赤くなるアリシアを見てカシュヴァーンはくくっと喉のどを鳴らした。

「腹がいっぱい？　噓うそをつけ。お前の腹が、その程度で満たされるものか」

　暴君そのものの表情で笑ったカシュヴァーンが、距きよ離りを詰つめてくる。その全身が直視できないほどの輝きを発しているように感じ、アリシアは早くも「おなかが壊こわれ」てしまった。

「い、いえ、だってカシュヴァーン様、ちょっと、その、やりすぎなぐらいで、すっかり満腹に」

「仕方がないだろう。わがままで贅沢なお姫様に飽きられないよう、俺も必死なんだ……」

「あの、カシュヴァーン様、盛り上がっているところ申し訳ありませんが！」

　これ以上ここで盛り上がられると困ると思ったのだろう。トレイスが、たまりかねたように割って入ってきた。

「先ほどの男爵は、確かにきわどい発言をなさいましたが、それはあくまで流言飛語を信じていたからであって……本物のアリシア様を間近で見た瞬しゆん間かん、『うわなんだこの貧ひん弱じやくな』、ああいえ、別の意味で失礼なことをおっしゃいましたよ……？」

「やはりお前には、首輪が必要なのかもしれないな、アリシア」

　気を遣つかいつつのトレイスの突っ込みは、また無視されてしまった。カシュヴァーンは妻の華きや奢しやな首筋を、指先でゆっくりとなぞっている。

「聞けばあのクソ前王陛へい下かは、俺もしていなかったようなことをずいぶんお前に強要したらしいじゃないか。監かん禁きん、首輪……そういうものは、この『アズベルグの暴君』にこそ相応ふさわしいだろうに」

　くすぐったさにぞくぞくしながらも、アリシアもとろんと瞳ひとみを潤うるませる。

「わ、私……、カシュヴァーン様になら、喜んで監禁されますわ」

　嫁とついできた当時、「屋敷の外に出るな」と言いつけられたことを思えば、はじめから監禁されていたようなものなのだ。といってもあの時は、結局カシュヴァーンの言いつけを全く守らずに呆あきれさせてしまったのだが。

「むしろ、私がカシュヴァーン様を監禁したいです。だってカシュヴァーン様ったら、相変わらずお忙いそがしくて、お食事もなかなかご一緒できないんですもの……」

　だから一緒に見回りに行きたいなどと、珍めずらしくわがままを言ってしまったのだ。

「それに、監禁して同じ部屋で過ごせば、お掃そう除じの手間も省はぶけますし、個別に食事の用意をしなくてもいい分経済的……」

　大好きな金の話を考えるうち、若じやつ干かんアリシアは冷静になってきた。妻の関心を引き戻そうと、カシュヴァーンがそっとそのあごを取る。

「俺はもう、お前という名の檻おりに囚とらわれて、っ、こら、死神!!」

　次の瞬間己おのれのあごすれすれに銀針に似た得え物ものを押し当てられたカシュヴァーンは、渋しぶい顔で「息子むすこ」を呼んだ。

「おー、ますます腕うで上げた？　にしても、あんたの嫁よめ限定の頭の悪さも相当罪深いと思うけどね、カシュヴァーンおにいちゃん」

　長めの銀の髪を翻ひるがえし、にやりと笑うのは小柄な少年。師を越える腕前を身につけた元暗殺者にして、ライセン夫妻の「息子」であるルアークだ。

「盛せい大だいにのろけてるとこ申し訳ないけど、そろそろ邪じや魔まさせてもらうね？　トレイスさんも宰さい相しよう閣かつ下かも困ってるからさぁ。お客さんをほったらかして、突っ込みづらい空気を作るのやめてもらえる？」

　眼にも留まらぬ早はや業わざで得物をしまったルアークが、ちょいと玄げん関かんを指す。

「宰相閣下？　ああ、ガーゼット……オーデル侯こう爵しやく!?」

　てっきり尊敬する「悪あく食じき大公」グラネウス・フィラル・ド・ガーゼットが来たのだと思っていたカシュヴァーンは、もうひとりの宰相を見つけて眼を丸くした。

「……久しぶりだな、ライセン」

　数人の従じゆう僕ぼくと共に、苦々しい表情で立っているのは金髪碧へき眼がんの華はなやかな美青年。グラネウスと二人で女王の宰相を務つとめるジスカルド・オーデル侯爵だった。







「まあ、オーデル侯爵様！　ご機き嫌げんよう」

　微笑ほほえみながら従僕に向かって挨あい拶さつするアリシアをよそに、カシュヴァーンは皮肉な笑みを浮かべる。その眼がん光こうは、妻へ向けたそれとは比べ物にならないほど冷たい。

「これは驚おどろきました。このようなあばら屋へ、しかもなんの前まえ触ぶれもなく宰相閣下が直接おでましになるとは」

「嫌いや味みはやめろ。私だって、このような気味の悪い屋敷へ好きでおでましになった訳ではない」

　昔からカシュヴァーンと仲が良くないジスカルドは、白しら々じらしい態度を取る主あるじを素そっ気けなく突き放す。

「あら、そうですか？　でも、『来たくなかった』という発言は、大体後の惨さん劇げきの前振りですわよね!!」

　安く手に入るから、という理由で恐きよう怖ふ小説を読み漁あさった結果、今ではその手の話が大好きなアリシアだ。ひとりで盛り上がる妻を見て、カシュヴァーンがはっとした顔になる。

「まさか貴公は、日を追うごとに美しくなるアリシアに会いたくて来たのでは……！」

「安心しておにいちゃん、たぶん違うよ」

「カシュヴァーン様、オーデル侯爵の審しん美び眼がんはまともです」

　ルアークとトレイスが素早く突っ込む。「……お前も審美眼はまともなんだよな……」と、悲しいぐらい絵を描かく才能がないトレイスを見つめてカシュヴァーンがつぶやけば、ジスカルドは意外な反応を示した。

「……美しいかどうかは別として、アリシア様に会いたいというのは理由のひとつではあるな」

　小さなため息を漏もらすその顔こそが美しいが、カシュヴァーンはぎょっとしたように動きを止めた。ルアークとトレイスも、あ然としている。

「き、貴様、何を堂々と……！」

「うっわ、どうしたのジスカルドおにいちゃん、とうとうあんたまでアリシア教の信者になっちゃったの？　全く、これ以上競争相手を増やさないでほしいんだけど」

「ルアーク、お前もどさくさに紛まぎれて何を言っているんだ！　あの、オーデル侯爵閣下、違いますよね、破は廉れん恥ちな意味ではありませんよね？」

　三者三様に狼ろう狽ばいする様を一いち瞥べつしたジスカルドは、もう一度ため息をついてから言い直した。

「安心しろ、私の女性の好みはそこの執事が言うとおりまともだ」

　そこで一瞬、奇き妙みような沈ちん黙もくが生まれた。女性の好みか、と乾かわいた声で己の言葉を反はん芻すうしたジスカルドに、アリシアを背に隠かくしたカシュヴァーンが怪け訝げんな顔をする。

「オーデル侯爵？」

「……なんでもない。だが……ライセン、貴様とアリシア様に、後で聞きたいことがある」

「……貴公が、俺とアリシアに？」

　ますます分からない、という反応を示すカシュヴァーンの向こう、憂うれいを漂ただよわせたジスカルドの姿をアリシアはやっとまともに視界に捉とらえた。そして、あることに思い当たった。

　名家オーデル家の当主であり、華やかで自信に満ちた高こう慢まんな美青年。過去にも一度、そんな彼が珍しく困こん惑わくも露あらわに、尋たずねてきたことがあったのだ。

「あの、オーデル侯爵様、もしかして」

「それよりも、まずはこちらだ」

　故意か偶ぐう然ぜんか、アリシアの発言にかぶせるようにして、ジスカルドが一枚の書状を従僕から受け取った。彼が広げてみせたそれを受け取ったカシュヴァーンは、ルアークと一緒に素早く内容を確かめる。

「へえ、女王陛下とクルセージュ国王陛下からのお呼び出しかぁ」

　意味ありげなルアークの目め配くばせに、カシュヴァーンも何食わぬ顔で応じた。

「そのようだな」

「お題目は、両国の親しん睦ぼくを深めるため、だって？　クルセージュの国王陛下には、去年の内乱収拾にも一役買ってもらったもん。とっても分かりやすい大義名分だね!!」

「なるほど」

　わざとらしくうなずいたカシュヴァーンから書状を受け取ったトレイスも、すでに事情を知らされているのだろう。この場で深く追つい及きゆうはしないが、思おも惑わくを知らないアリシアは素直にはしゃいだ。

「まあ、クルセージュの国王陛下がいらっしゃって、私たちもご挨拶できるのですか!?　嬉うれしいわ、一度ちゃんとお話ししてみたかったの!!」

　西の大国クルセージュは、かつてはシルディーンの仮想敵国だった。

　だがその国王であるデュランダールは、去年のシルディーン内乱の際にカシュヴァーンに兵を貸してくれた恩人だ。「残ざん虐ぎやく王おう」の異い名みようを持ち、〈翼の祈り〉の聖職者を国から追い出すなど、アリシア的に興味深い逸いつ話わも多い。

　また、デュランダールは愛妻家としても有名である。どうやらそこが、一番カシュヴァーンと意気投合できた点であるのだとか。

「『残虐王』が愛する王おう妃ひ様は、やっぱり『残ざん酷こく王妃』と呼ばれるような方なのかしら……」

　うっとり夢見たアリシアは、「残虐王」と「残酷王妃（仮）」の子供についてふと思い出した。

「ねえオーデル侯爵様。そういえばエルティーナ様は、本当にクルセージュの王子殿でん下かとご結婚なさるのですか？」

　クルセージュ王家には、幼おさない王子がいると聞いている。エルティーナは以前にも、両国の友好の証あかしとして彼との結婚を考えていると言っていた。

「……っ!!」

　途と端たんに、ジスカルドの表情が強こわ張ばる。カシュヴァーンたちも微び妙みような反応を示したが、アリシアは夫以外はよく見えていないこともあり、そのまま続けた。

「でもエルティーナ様は、オーデルもが」

「……さあ、どうだろうな。候補に入っているのは間違いないが」

　横合いから手を伸ばしたカシュヴァーンは、慣れた手つきでアリシアの口元をふさぐ。無言のジスカルドをちらりと見てから、

「だがな、アリシア。女王陛下のご結婚も一大事ではあるが、俺たちにも一大事……というか、つけを払う時が来たんだ」

　今度はアリシアの表情が凍こおった。

「つけを、払、う……？」

　小柄な体が、ふらりとよろめく。

「あっ、おい、大丈夫かアリシア!?」

「どうしたの、まるでいいとこの病弱なお嬢じよう様さまみたいだよ!?」

　慌あわてたカシュヴァーンとルアークに左右から抱かかえられたアリシアは、アズベルグ家に預けっぱなしのコゼットのように弱々しくつぶやいた。

「い、嫌いやですわ……怖こわいことをおっしゃらないで下さい、カシュヴァーン様……」

「そうだな、お前にとって何よりの恐怖は、金を払うことだものな……」

　よしよし、と亜麻色の頭を撫なでてやったカシュヴァーンは、少しだけ考え込む素そ振ぶりをした。

「……なあアリシア。一応聞くが、お前、しばらくクルセージュに行こうと言ったらどうする？」

　唐とう突とつな発言に、さっきまでふらふらしていたアリシアの顔がぱっと輝く。

「それは……もちろん、ぜひ一緒に行きたいですわ!!」

　あっという間に元気になったアリシアは、興奮した口く調ちようで西の大国クルセージュについて語り始めた。

「だってクルセージュはシルディーンと違って、国土の多くが海に面していると聞きますもの……!!　南のほうの、海をあまり恐れない方々との海路を使った貿易もさかんだそうですわね。特に珍しい香こう辛しん料りようは、同じ重さの金より高く売れるとか……すてき!!」

〈翼の祈り〉の教えにより、シルディーン人は海との関わりを忌いみ嫌きらう。

　しかし大陸の西の端はしにあり、国土が縦長のクルセージュは海に面している部分が広いため、海と関わらずに生活するのは難しいのだ。デュランダールが〈翼の祈り〉を追い払うことができたのは、地理条件と教義のずれも一いち因いんだろう。

「でも海には、海かい賊ぞくという危険な方々が出しゆつ没ぼつするそうですわよ。山賊みたいなカシュヴァーン様とどっちが強いのかしら!!　あっそれと、私幽ゆう霊れい船せんというのを一度見てみたくて」

「聞くまでもなかったな。お前が未み踏とうの地に行きたがることは分かっていた」

　いつまでも盛り上がっていそうなアリシアの頭を軽く押さえて制したカシュヴァーンは、遠くを見る眼をする。

「クルセージュにまで、お前の愛らしさを伝えるつもりはないんだが……しかしまた長く離れているなど耐たえられない、難しいところだ……」

「ソウデスネー」

　最早突っ込む気も失せた、という面おも持もちで虚うつろな相あい槌づちを打ったトレイスが、無言のジスカルドを気まずげに見やる。

「あ、あの……、誠まことに申し訳ありません、オーデル侯爵閣下。お客様をほったらかして、夫馬ば鹿か、いえその、お見苦しいところをお見せいたしまして……！　立ち話もなんですし、席を設けますので、しばしお待ち下さい」

　カシュヴァーンを成り上がりと馬鹿にするジスカルドは、農民出身の執事であるトレイスにも当然いい顔をしてこなかった。やはり気が利きかないと、叱しつ責せきを覚かく悟ごして身を硬かたくするトレイスだったが、ジスカルドは小さなため息をついただけだった。

「……いや、気にするな。ライセン夫妻のやり取りは、私の参考になる」

　トレイスがきょとんとし、アリシアも眼鏡の奥の瞳をぱちぱちさせる。

「あら、まるでレネのようなことをおっしゃいますのね……？」

　レネとは北の小国ラグラドールで働く傭よう兵へい少女である。レネ自身は生きつ粋すいのラグラドール人ではないが、浅黒い肌はだを持つ彼らをジスカルドは「汚お泥でいの民」と蔑べつ称しようで呼び、露ろ骨こつに見み下くだしてきた。

　一方カシュヴァーンは、天敵の殊しゆ勝しような態度に心当たりがある様子だ。

「……ふうん、なるほど。〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉の件は、貴公が態度を改めねばならない規き模ぼの話のようだな」

「〈神具礼賛〉？」

　聞き慣れない、しかし何やら曰いわくありげな単語にアリシアが大きな反応を示す。カシュヴァーンはわずかにためらったものの、曖あい昧まいにごまかすことなく話を切り出した。

「──なあアリシア、先だってのシルディーンでの内乱について、クルセージュが軍を出してくれたのはなぜだと思う？」

　真ま面じ目めな夫の問いに、アリシアも真面目に応じる。

「ええと……カシュヴァーン様が領主の座に返り咲いた暁あかつきには、たくさんお金を差し上げるとお約束されたからでは？」

　クルセージュにとっても、シルディーンは仮想敵国だったはずだ。夫馬鹿のよしみだけで力を貸してくれるはずがないという、相変わらず即物的な回答に、カシュヴァーンは苦笑いした。

「見返りを期待して、というのは正解だな。だがあの方は、俺とお前に『神様退治』をしてほしいらしいんだ」

「え？」

　現実主義者のカシュヴァーンにしては珍しく、抽ちゆう象しよう的てきな物言いである。アリシアはますますきょとんとしてしまうが、カシュヴァーンは彼女好みの妄もう想そうを語っているようではない。

「クルセージュの国王陛下が、政治の場から〈翼の祈り〉を追い出したことは知っているな」

「ええ。それが、〈翼の祈り〉の方たちを焦あせらせた一因にもなったと……」

　アリシアの脳のう裏りに、幾いく度どとなく〈翼の祈り〉とぶつかった記き憶おくが蘇ってきた。

　そこに先ほどの「神様退治」なる物騒なひと言が重なる。

「まさかクルセージュで、〈翼の祈り〉の方々が何かなさっていますの？」

　かつては激しくカシュヴァーンとぶつかっていた〈翼の祈り〉だが、ソルラスカやナディールといった危険な野心家がなりをひそめた現在は、不信心を公言する「アズベルグの暴君」ともそれなりにうまくやっている。だが近隣数カ国に渡る影えい響きよう力りよくを持つ巨大宗教であることを考えると、現在の統とう括かつ者しやであるクロエに従わない者もいるだろう。

　アリシアの推理に、カシュヴァーンは首を振ってみせた。

「いや、〈翼の祈り〉内部がごたついたせいもあって、奴やつらは現在クルセージュから自主撤てつ退たいした状態らしいんだ。代わっておかしな動きをしているのは、別の神様なんだと」

　そして、改めて先ほどの単語を口にする。

「〈神具礼賛〉。死後の翼を約束する〈翼の祈り〉とは違い、あくまで現げん世せの利益りやくを標ひよう榜ぼうするそれはありがたい教えが、南の国から入り込んでいるんだそうだ。この辺の話をしに来たんだろう？　宰相閣下」

「……正解だ。どうせクルセージュ王に聞いていたのだろうが、無む駄だに勘かんはいいな、相変わらず」

　カシュヴァーンの問いかけに、ジスカルドは渋々とうなずいた。カシュヴァーンはといえば、「現世利益……！」と早くも興奮を隠せないアリシアに苦笑している。

「本当は、あまりお前に聞かせたい話ではないんだが……お前にも関係がある話だし、勝手に妄想をふくらませて爆ばく弾だん発言されるよりは……、いや、その」

　妻の容姿については眼が曇くもりっぱなしのカシュヴァーンだが、突とつ拍ぴよう子しのない行動にはいまだ苦笑いを禁じ得ない。ただし、「それもまた可愛い」としみじみ述じゆつ懐かいしては周囲の心を無にさせている。

「話をしておいたところで、結局アリシアの発言は八割方爆弾発言なんだけどねー。まあいいんじゃん、さすが俺たちの女王様ってことで」

　頭の後ろで腕を組み、ルアークは軽けい薄はくな笑い声を上げた。さり気なくひどいことを言われているアリシアだが、最大の懸け念ねんが消えた喜びもあり、全く気にしない。

「なんだかよく分かりませんけど、すてきなお話のようでほっとしましたわ！　だってカシュヴァーン様、つ、つけを払うなんて、恐ろしいお話をされるのですもの……私はてっきり、オーデル侯爵様が借金の取り立てにいらしたのかと……」

　びくびくしながら耳打ちしてきたアリシアに、カシュヴァーンは複雑な笑みを浮かべた。

「……困ったな」

「うん、『そうやって怯おびえた顔もたまにはいいものだ』とか思ってるんだろうけど、本当にお客さんの前ではやめてねおにいちゃん!!　話が進まないから!!」

　笑顔のルアークが、カシュヴァーンの首筋に視線の刃やいばを当てながら突っ込んだ。さすがにジスカルドが何か言うだろうと思ったようだが、彼は至って生き真ま面じ目めな表情でライセン夫妻を見つめている。

「怯えた顔も……、たまには、いい、ものだ……」

　しかもやり取りを帳面に書き留とめていた。

「えっ、ちょっと、ジスカルドおにいちゃんも本当にどうしちゃったの……？　宰相ってそんなに激務なの……？」

　ルアークが珍しく怯えていると、額ひたいに汗を浮かべたトレイスが戻ってきた。ジスカルドの不ふ興きようをかうまいと、大急ぎで支し度たくをしてきたらしい。

「皆様申し訳ありません、準備が調ととのいました！　大したもてなしもできず恐きよう縮しゆくですが、ささ、こちらへ……」

　これまでどおりのジスカルドであれば完全無視、さもなくば嫌味のひと言でも発しただろう。しかし現在の彼は、牽けん制せいするような視線を放つカシュヴァーンをちらっと見てからこう言った。

「……ありがとう、トレイス。頼む」

「ひゃっ!?　わ、私の名前を、覚えておいでで……あ、ありがとうございます!!」

　使用人、それも他家の使用人の名前を覚えているとは思わなかったらしく、動転したトレイスが思わず礼を述のべた。そのままあたふたと歩き出すトレイス、その後ろを黙だまってついて行くジスカルドを、カシュヴァーンも戸と惑まどいの眼で見つめている。

「……オーデル侯爵は、どうしたんだ？」

「すごいね、意外に天然なのは知ってたけど、今の色ぼけしたカシュヴァーンおにいちゃんより突っ込みどころ満まん載さいなんて、いたたたた」

　わざとらしい悲鳴を上げるルアークの耳を引っ張ったカシュヴァーンは、アリシアに「必要以上にオーデル侯爵としゃべるなよ」と注意しながら歩き始めた。







　ひととおりの打ち合わせも終わり、しばらくここに逗とう留りゆうすることになったジスカルドはトレイスの先導で二階の客室へと上がっていく。

　今回もジスカルドは、まだぎくしゃくしているトレイスに文もん句くを言う様子を見せない。それどころか、

「いくら『残虐王』の要望とはいえ、あのオーデル大侯爵閣下が、俺と一緒にラグラドール人に会いに行くとはなあ……しかも、王宮に招まねくために」

　階下の広間に残されたカシュヴァーンも、打ち合わせ内容を振り返りながら首をひねっている。地ち方ほう伯はく至上主義であり、肌の色が異なるラグラドール人を「汚泥の民」と馬鹿にし続けていたジスカルドからは考えられない態度だからだ。

　一方、順じゆん応のう性せいに定評のあるアリシアはジスカルドの変へん貌ぼうを素直に受け止めている。

「オーデル侯爵様も、ラグラドールのみなさんと仲良くして下さるようで嬉しいわ。ねえカシュヴァーン様、私もラグラドールへご一緒しますか？」

　うきうきとアリシアが尋ねると、カシュヴァーンは素早くこう答えた。

「いや、ラグラドールまでならそれほど時間もかからない。アリシア、お前はルアークと一緒にシルディーン王宮に行く準備をしておいてくれ」

「はいはい、どうせラグラドールの傭兵さんたちにアリシアの可愛さを教えたくない、とか思ってるんでしょ？　一回行ってるし、そもそもあの人たちの好みじゃないと思うけどなー」

　音もなくアリシアの真ん前に移動したルアークが、気取ったしぐさで彼女の手を取りながら意味ありげに微笑んだ。

「でもいいの？　俺とアリシアをここに残しちゃってさぁ」

　無む邪じや気きな少年としての振る舞いが目立つルアークであるが、見た目よりもずっと大人おとなびた一面を持っている。『お母さん』と慕したうアリシアの肩を抱だき寄せると、

「あんたがジスカルドおにいちゃんといちゃいちゃしてる間に、俺とアリシアがもーっといちゃいちゃしちゃってるかもよ？」

『息子』の挑発に、カシュヴァーンは一瞬瞳を細めた。『両親』がめでたく再婚して以降、ルアークはしばしば『恋こい敵がたき』として彼に接してくるのだ。

　ぴりりと場の空気が引き締まる。だがアリシアが不ふ審しんを覚える前に、カシュヴァーンは静かに両手を上げて、妻と『息子』の頭を優しく撫で始めた。

「『お母さん』と『息子』が仲良くするのは当たり前だろう？　俺の代わりにちゃんとアリシアを守っていてくれよ、ルアーク」

　ぽんぽん、と駄だ目め押おしのように頭を叩かれたルアークは、「おなかが痛い」に見舞われているアリシアをぎゅうぎゅう抱き締めながらくすぐったそうに笑う。

「やだー毎度ながらかっこいいー腹立つー!!　俺までおなかが痛くなっちゃう!!　ジスカルドおにいちゃんがいたら、ここも書き留め……」

　勢いで軽口を叩きかけたルアークは、寒さでも感じたかのようにぶるっと身を震ふるわせた。ジスカルドが真面目に書き取りを行っているところを想像したのだろう。

「まあ、あれだ。去年のようなことが今後起こらないためにも、オーデル侯爵がラグラドール人への偏へん見けんをなくしてくれるのはありがたい話だ。……そうだ、ありがたい話のはずだ。きっとそうだ」

　カシュヴァーンも無理やり自分を納なつ得とくさせているが、二階の客室を見上げる瞳にはまだ戸惑いが見え隠れしている。これまでのジスカルドの態度を振り返ると、どうしてもアリシアのようにはいかないようだ。

「が、がんばってねおにいちゃん！　あっそうだ、レイデンにも使いを出しておこうか？　向こうにも使者が出てるだろうけど、どうせなら時期を合わせて一緒に行ったほうがいいだろうし」

　気を利かせたルアークに、カシュヴァーンもうなずいた。

「そうだな、こっちにオーデル侯爵が来たということは、レイデンにはガーゼット侯爵閣下が行かれたのかもしれん」

　レイデン地方の領主ティルナード・レイデン伯はく爵しやくは、カシュヴァーンの元被ひ後こう見けん人にんである。彼の婚こん約やく者しやはアリシア付きのメイドだったノーラであり、もうひとりの宰相であるグラネウスの養女だ。関係性からして、妥だ当とうな判断だろう。

「内乱の際はレイデン伯爵様が旗振り役をして下さったのですし、きっと招かれていますわよね。うふふ、久しぶりにノーラに会えますわ、嬉しい!!」

「ああ、俺もレイデン、アズベルグの統とう治ちについて、ティルと話したいことがある。書しよ簡かんでのやり取りはしているが、実際に顔を合わせないと分からんことも多いしな」

「そうと決まれば、使いを出してくるよ。だから、ジスカルドおにいちゃんの相手はよろしくねっ！　トレイスさんに押しつけっぱなしはだめだよ!!」

　気を利かせたのが半分、ジスカルドと関わりたくないのが半分というところのようだが、とにかくルアークは姿を消した。

「あっ、こら！　……まあいい、どうせラグラドールに行くのは俺だし、主として俺が相手をしない訳にもいくまい……」

　途中で諦あきらめたカシュヴァーンの横で、アリシアは今後についてうっとりと思いを馳はせた。ジスカルドの奇妙な態度も気にはなるが、いい方向への変化であれば特に問題ないだろう。それよりも、〈神具礼賛〉がもたらす『奇き跡せき』のほうが気になって仕方がない。

「だって古今東西、様々な逸話にまつわる奇跡ですものね！　むしろ他の逸話を飲み込んでしまうぐらい、強力な……」

　青い瞳が、屋敷の裏庭に向く。今そこにあるのは、石造りの簡素な小屋だけだ。

　現在は「ライセンの石屋敷」などとも呼ばれるこの場所は、かつては「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」と恐れられていた。裏庭には禁足地である薔薇の廃はい園えんがあり、カシュヴァーンの母親であるマリアンヌ・ライセンをはじめ、トレイスの姉であるリリアなどたくさんの女性たちが咲かない薔薇の肥料として埋うめられていた。

　廃園自体は〈翼の祈り〉に焼き払われたので、すでに存在しない。そこに埋められていた人々は判別できる限り、カシュヴァーンの父であるレジオール・ハルバーストも含ふくめ、新たに用意された墓に埋まい葬そうされている。

「アリシア、どうした？　……さすがのお前も、やはりオーデル侯爵の変貌ぶりは怖かったか？」

　自分のほうがよほど怖そうにしながら、カシュヴァーンが聞いてきた。

「あ、……いえ、ごめんなさい。だって恋をなされば、眼も頭も悪くなるのは当然のことらしいですもの。だから……なんでもないんです」

〈翼の祈り〉の教えでは、生前善行を積んだ者は背に翼を与えられ、神の住まう至いと高たかき国へと導かれる。善行が足りなかった者は、水みな底そこの国へ沈しずみ永えい劫ごうの責め苦を受ける。

　死後の世界への恐怖を人ひと質じちに取った、その態度が気に食わないとカシュヴァーンは叫び続けていた。だが〈神具礼賛〉が謳うたう奇跡が、本当にあるのなら。

「恋？」

　幸か不幸かカシュヴァーンは、妻が口にした別の単語に気を取られたようだ。

「ええ、だって、恋をして眼と頭が悪くなっていらっしゃるから、オーデル侯爵様はいつもと違う態度をお取りになっているのでしょう？」

「まさか……お前に？」

　まさに恋で眼と頭が悪くなったカシュヴァーンが真顔で尋ねる。この場にルアークがいれば「おにいちゃん、もうそれはいいから」と鋭するどく突っ込むところであるが、生あい憎にく彼はいない。

「違いますわ、エルティーナ様にです」

「……女王陛下に？　ああ……」

　思い当たるところがあるのか、なんとも微妙にカシュヴァーンは笑った。

「まあ、そういう奇跡ならまだ、可能性はあるだろうが……〈神具礼賛〉の連中が標榜しているような奇跡なんぞはこの世に存在しないぞ、アリシア」

　一瞬気が逸れたようではあったが、やはりアリシアのわずかな態度の変化を読み取っていたらしい。実の父を手にかけた「アズベルグの暴君」の声は、ただ静かだ。

「……そう、ですわよね！」

　現実は物語とは違う。都つ合ごうのいい奇跡は起こらない。

「ああ。だから俺は、手に触れられるものしか信じない」

「きゃっ!?」

　不意に腰こしを抱かれ、引き寄せられた。危あやうく飛んでいきそうになった眼鏡を押さえれば、分ぶ厚あついレンズの向こうに夫の不敵な笑みがある。

「金で買った花嫁と、想いが通じた。この奇跡だけで、俺には十分だ。もうこれ以上は、何も望まない」

「カシュヴァーン様……」

　息がかかるほどの距離に、「おなかが痛」くてたまらない。甘い痛みに突き動かされるまま、アリシアは切れ切れにつぶやいた。

「私も……私を買って下さったのがあなたで、本当によかったと思います。お金持ちで寛容な、私の理想の旦那様……」

「金持ちはまだしも、結婚当時の俺を寛容と称せるのはお前ぐらいだと思うがな」

　細い腰を抱き、少しだけ苦く笑ったカシュヴァーンの唇くちびるが、額に落ちてきた。

「だが、本当にいい買い物をした。お前の叔お父じ上うえには心から感謝している。どんな形でも、お前と会えてよかった」

　あやすような口づけは、額から頰へ、鼻先へと降るように与えられるが、なぜか唇には降ってこない。優しい接せつ触しよく自体は嬉しい反面、少しもどかしくも思えた。

「どうした？　物足りなさそうな顔をして」

　わざとだったらしい。カシュヴァーンが、白々しく尋ねてくる。

「……えっ、そんな、私」

　真っ赤になってうつむいても、許してもらえない。人差し指の先で、すっと唇の合わせ目をなぞられた。
















「噓をつけ、ここに欲しいんだろう？」

「そんな……」

　頭の中でトレイスが「破廉恥！」と叫んでいる。アリシアも追従しようかと思ったが、ふと先ほどカシュヴァーンが口にした言葉が蘇ってきた。

　──奇跡なんぞはこの世に存在しないぞ、アリシア。

　そして彼はこうも言った。手に触れられるものしか信じない。

　生まれてこの方貧びん乏ぼう暮ぐらしが長く、手に入らないものは仕方がないと諦めてきたが、今幸せは眼の前にある。

　かつて一度、二人には長く離れ離れになっていた時期があったのだ。どんなに手を伸ばしても届かない悲しみは、欲しい時はきちんと意志表示することが何よりも大切だと教えてもくれた。

「……はい。欲しいです」

　恥はずかしさを堪こらえて、こっくりうなずく。

「私、本当に贅沢になってしまったんです。だから……唇に下さい、カーシュ様……」

「……馬鹿。そんなに我が慢まんができないとは、仕方のない奴だ……」

　カシュヴァーンは、どうやらもう少し焦じらして楽しむつもりだったらしい。予想以上に素直な要望を聞いて、仕掛けたほうが少し照れた顔になった。

「分かった。じゃあその代わり、約束だ。俺がいない間に、ルアークとも誰とも、あまりいちゃいちゃするなよ？」

「いちゃいちゃ……ですか？」

　ルアークときゃっきゃするのは日常茶さ飯はん事じなのだが、どこからがいちゃいちゃなのだろう。その境界を、カシュヴァーンが実地で教えてくれる。

「例えばこんな風に、唇と唇を合わせたり……」

「……ん、ぅ」

　突然の濃のう密みつな接触に、どきどきが止まらない。カシュヴァーンも一見余裕たっぷりだが、妻の率そつ直ちよくなおねだり効果がまだ続いているらしく、いつもより唇が熱く感じた。

「体に触れたり、髪を撫でたり……」

「は、ぁ……」

　左手が頰を撫で、右手が後こう頭とう部ぶに回って頭の形に沿うように優しく撫で下ろしていく。カシュヴァーンお気に入りの指通りのいい亜麻色の髪を梳すき、背中へ、腰へ。

「カーシュ、さ、だ、だめ」

「分かっている」

　少しかすれた声でささやくと、カシュヴァーンはゆっくりと妻から身を離した。

「安心しろ、この時間からこんなところで、これ以上はしない。俺も理解している、そろそろトレイスかルアークが引き返してくるだろう……全く、お前が可愛いことを言うから……」

　先の展開を読んでいるからこそ、ちょっとからかってやめるつもりだったらしい。責任転てん嫁かしてぶつぶつこぼしてから、未練を振りきるように軽くアリシアの頰に触れた。

「だから、物足りなさそうな顔をするな。オーデル侯爵の相手をする前に、少しお前の可愛さを補給しておきたかっただけだ」

「そ、そうですか……お役に立てて嬉しいですわ。私ならただですしね」

　甘い雰ふん囲い気きをぶち壊す、いつものひと言。それを聞いてカシュヴァーンは、どこかほっとした顔をする。

「そう、それでこそアリシアだ、きれいで強い俺のお姫様。だから……余計な気を回さなくていい。第一奴らの謳う奇跡が本当にあるなら、お前好みの話の大半が台なしになってしまうだろう？」

　普通のお姫様のように気を遣わず、能天気に笑っていてほしい。アリシアの怪物王子様は、そう言ってからかうように笑った。

「続きはまた夜にな。安心しろ、オーデル侯爵は一杯酒を飲ませればすぐひっくり返る。お前との時間はゆっくり取れる」

「はい……せっかく久しぶりに、早めにお帰りになったのですもの。名残なごり惜おしいですけど、お待ちしておりますわ」

　また素直にうなずくと、カシュヴァーンはこら、と少し怒った声を出した。

「だから、あまり可愛いことを言うなと言っただろう！　ああくそ、足音が聞こえてきたぞ。ということはルアークじゃないな……まさかオーデル侯爵……！」

　はっと振り向いたカシュヴァーンとアリシアの眼に、小走りに駆かけてくる明るい茶の髪の若者が映うつった。

「あっ、さっき、どなたかいらしたようなんですけど、もしかしてガーゼット侯爵ではないですか!?」

　客人の気配を察してやって来たらしき彼はリュク。紆余曲折を経て、ライセン家の押しかけ絵師となったリュクは、現在主夫妻と彼らに関わる人々を一堂に集めた「家族の肖しよう像ぞう」を描き直している最中のはずだが……

「ちょうど俺も煮に詰つまってて、新しい刺し激げきが欲しいなって思ってたとこであいたたたたたたたたあああああ!!　な、なんですかいきなり!?」

　問答無用で拳による刺激を受けた頭を抱え、リュクは涙眼でその場にうずくまった。

「やかましい、来るのがお前ならやめるんじゃなかった!!」

「え、え!?　なんの話……」

　いきなり怒られた意味が分からないらしいリュクであるが、カシュヴァーンも別に間の悪さだけに腹を立てている訳ではない。そもそもリュクは、平然と主人の前に顔を出せる状況ではないはずなのだ。

「全く、処しよ刑けいまでされかけてちょっとは懲こりたかと思えば……！　そんなに新しい刺激が欲しければいくらでもくれてやる。いいか、さっさと下絵だけでも終わらせてしまえ!!　でなければ今度こそ、実家に強制送そう還かん……」

　締め切りを守る才能だけはない絵師を打ちのめしたカシュヴァーンは、そこで取ってつけたように爽さわやかな笑みを浮かべた。

「なあリュク、お前、出身はレイデンだよな。ちょうどいい、ルアークがレイデン家への使者を探してくれているんだが」

「そ、そんな露骨な厄やつ介かい払ばらいには、さすがの俺も引っかかりませんよ!?」

「じゃあ今ここで死ぬか」

「絶望の二に択たく!!　いくらなんでも死ねはひどいです!!」

「なら全人類が滅めつ亡ぼうした後、お前ひとりだけ五百年ぐらい生きろ」

「に、二百五十年！　せめて二百五十年に!!」

　わめくリュクの声に、彼を無視して使者としての仕事を話すカシュヴァーンの声がかぶさる。次し第だいに大きくなっていく両者の声を微笑ましく聞きながら、アリシアもにこにこと横から口を挟はさんだ。

「ねえリュク、そういえばガーゼット侯爵様の新作は、あなたの挿さし絵えを待っているのだそうね。早く読みたいから、がんばって描いて！」

「うわあああああああああん!!」

　この後リュクの泣き声を聞きつけたトレイスとルアークもやって来たが、二人の存在が哀あわれな絵師の救いとなることはなかった。







　シルディーン王国中央部、四方を大貴族の領地に囲まれ、海を知らないエルナンド地方。

　建国の王の名を冠かんする土地に建こん立りゆうされた豪ごう奢しやな王宮の二階、数ある広間のなかで最も広い「光の翼の間」は、人種も国こく籍せきも様々な人々でごった返している。クルセージュ国王一家を招いての、豪ごう華か絢けん爛らんな舞ぶ踏とう会かいの真っ最中なのだ。

　女王エルティーナの弟、前王ゼオルディスの時代にも、雑多な人々で賑にぎわう舞踏会は幾度となく開かれてはいた。ただしそれは無む秩ちつ序じよな浪ろう費ひを楽しむだけのものであり、新たな国の在あり方を示そうと姉が開かい催さいしたものとは全く雰囲気が違う。

「……素晴らしいわ！　お料理とお酒と香水とお金の匂においがぷんぷんします!!」

　ラグラドールから戻って来たカシュヴァーンたちと一緒に、アリシアはわくわくしながら「光の翼の間」へと足を踏ふみ入れた。

「クルセージュ側からの援えん助じよもあったかもしれないが、我われらが女王陛下は辣らつ腕わんでいらっしゃる」

　淡あわい緑のドレスに身を包み、「あの方は三百万ゼダル」などと値ね踏ぶみしている妻の頭をそっと撫でながらカシュヴァーンがため息をつく。人目を考こう慮りよし、正せい装そうした上で眼帯もつけてきているのだが、無傷の右眼はひどく鋭い。

「とはいえ、だからこそ恨うらみをかうということもある。仮想敵国だったクルセージュと付き合うことにも、いい顔をしない連中もいるだろうしな……」

　長身のカシュヴァーンの陰かげに隠れるようにしながら、ルアークも小さくつぶやいた。

「そもそも女王自体好ましくない、っていう考えも根強いみたいだし。女王様に踏んづけられる快感、分からないなんてかわいそうだよねえ」

　貧乏暮らしの長いアリシアが金の匂いに敏びん感かんであるのと同じぐらい、困難の多い人生を歩んできたカシュヴァーンとルアークは争いの匂いに敏感だ。お互い癖くせが抜ぬけない、と苦笑いを交かわし合う「父おや子こ」の横で、カシュヴァーンの元被後見人も引きつった顔をしていた。

「すごいな……各地の名士が揃そろい踏みじゃないか」

　圧倒されたようにつぶやく茶色い髪の若者は、シルディーンの新時代を象しよう徴ちようする人物のひとり。地位に相応しくきちんと正装したレイデン地方の領主、ティルナード・レイデンである。ちなみにリュクは、カシュヴァーンたちが戻るまでに絵を描くと豪ごう語ごしたので、使者として彼らを迎むかえに行ってはいない。

「そ、そうですわよね……本当に、見事なお衣い装しようの方が、たくさん……宝石だけで何百万ゼダルかかっていますの、あの方……しかも、ああもさり気なく……」

　結ゆい上げた見事な赤毛と豊満な胸元を見せつけるように着飾った美女が、アリシアと似たようなことを言いながらしきりに周囲を見回している。アリシアの元メイドであり、現在はティルナードの婚約者であるノーラ・フィラル・ド・ガーゼットだ。

「どうした？　ノーラ。緊張しているのか？　大丈夫だ、僕がついてる」

　かつてのおぼっちゃんおぼっちゃんした態度が噓のように、ティルナードが力強く請うけ合った。しかし、ノーラは相変わらず浮かない顔だ。

「え、ええ……頼もしいですわ。そして、あの陰いん険けん眼鏡がいなくて本当に嬉し」

「ノーラ？」

「いえ、なんでも。がんばりますわ、せっかく摑つかんだ玉の輿こしなんですから……!!　負けるものですか、あんな陰険眼鏡に……!!」

　ノーラが敵対心を燃やす「陰険眼鏡」とは、ティルナードの執事兼けん教育係であるセイグラムのことだ。ただし本日はトレイス同様、使用人であるため会場入りはしていない。

「そうだ、その意気だノーラ。大丈夫、お前はこの僕が見込んだ女性なのだから！　セイグラムだって、お前の努力は認めているんだ」

　明らかに気負いすぎているノーラに、ティルナードがさらにはっぱをかける。

「今日来られる方々の、お顔と名前はもちろん覚えているな？　さあ、最後に復習しよう。本日はクルセージュからもラグラドールからもその他の国々からも、大勢のお客様がいらしている。レイデン家の奥方として、お前を認めてもらう絶好の機会なんだからな!!」

「うう、何百人いるのか……！　い、いえ、がんばりますわ……私は『アズベルグの暴君』を『死神姫』と争った女……がんばれるんですから……!!」

　ぶつぶつと繰くり返す様があまりにも鬼き気き迫せまって見えたのか、カシュヴァーンが横から口を挟んだ。

「ノーラ、あまり気合いを入れすぎるな。俺だって全員の顔と名前など覚えていない。どうせ挨拶がてら名乗るのだし、その時に頭に入れていけばいいんだ。大体こういうところで込み入った話などしないのだから、適当な話をしておけばなんとかなる」

「そうだよノーラ、ノーラの趣しゆ味みはアリシアと違って普通なんだから、話は合わせやすいでしょ？」

　まだカシュヴァーンの陰に隠れたままルアークも言えば、ノーラはアリシアをちらりと見て、

「か、肝かん心じんの奥様は……どうなんですの。確かに趣味は一般的とは言いかねますが、お金持ちに関しての記憶力はいいですものね、奥様は……」

「ノーラ」

　カシュヴァーンは「まあ……貫かん禄ろくの一千万ゼダル超え！」と興奮しているアリシアを優しい眼で見て、

「アリシアが、俺以外の人間の顔をまともに見分けられると思うか……？」

「慰なぐさめるかのろけるか、どっちかにして下さいます!?　わ、私のことだってちゃんと見分けられますわよ！　ねえ奥様!?」

　はじめこそアリシアのことは名ばかりの妻、自分こそがカシュヴァーンの愛人であると鼻息荒かったノーラであるが、現在はアリシアの親友だ。アリシアももちろん、と大きくうなずいた。

「ノーラはとってもきれいだし、他の人と比べて体に凹おう凸とつがたくさんあるから見分けがつきやすいもの！」

「……褒めてるんですわよね!?　ふ、ふん、まあ奥様と比べれば誰でも凹凸がありますわよ！」

　すっかりいつもの調子に戻ったと思いきや、ティルナードに向けた瞳には弱気な影があった。

「あの、最初だけでもいいですから、ライセン家の方々と一緒にご挨拶してはだめですか……？　や、やっぱり私は、メイド上がりですから……軽かろんじられることも多くて、その」

「まあ、ノーラ」

　いつにない親友の態度に、アリシアも我が事のような胸の痛みを感じる。実際、似たような経験は豊富にあるのだ。

「大丈夫、私だって昔はほとんど舞踏会になど呼んでもらえなかったし、呼ばれてもどなたもお話ししてくれなかったわ。でも、その分お食事はたくさんいただけてね」

「見み栄えっ張ぱりフェイトリン」と蔑さげすまれていた時代の話を始めたところ、ティルナードが困ったように微笑んだ。

「アリシア様もライセンもルアークも、ノーラを気遣って下さってありがとうございます」

　大人びた笑顔は、最早少年のものではない。様々な困難をくぐり抜けた、ひとりの青年のものだった。

「ですが、どうかノーラを甘やかさないでやって下さい。ノーラはもうライセン家のメイドじゃない。シルディーンの国土にその名を刻む、レイデン家の一員になるんです」

　同じ地方伯であるアリシアには、その重みは分からなくもない。ただ、しゅんと肩を落としているノーラが気の毒なだけで。

「……まあ、確かに地方伯の名前は価値あるものなんだろうが……」

　アリシアが地方伯の娘むすめだからという理由で買い取ったカシュヴァーンである。歯切れの悪い元後見人を、ティルナードは凜りんと見上げた。

「そして僕も、もうお前の被後見人じゃない。領主として、レイデン家の長ちようとして、セイグラムが選んでくれた主として、そして愛するノーラの夫として、独り立ちしなければならないんだ。そのためには、妻の力が必要だ」

　そのまなざしには、純じゆん粋すいな熱意と愛情しかない。ルアークが「ああ、言ってることは間違ってないんだけど……」と苦笑をこぼした。

「さあ、ノーラ、今夜はがんばろう。ひとりでも多くの方とお話をして、お前の顔と名前も覚えてもらうんだ。大丈夫、お前は世界一美人な僕の妻だ！　この僕を出会い頭がしらから馬鹿にし、セイグラムと対等にやり合えるお前は、これしきで挫くじけるような女じゃない。そうだろう？」

「え、ええ、がんばりますわ……結婚式まで……とにかく結婚式まで耐え抜けば……!!」

　これまで幾度となく、こういったやり取りを繰り返してきたのだろう。根負けしたようにうなずいたノーラの腕を取り、ティルナードはアリシアたちに頭を下げた。

「では、僕たちは他の方々にご挨拶を……ライセン？」

　いきなりぐっと手首を摑まれたティルナードは、そのままカシュヴァーンに引き寄せられて当とう惑わくした様子だ。

「ティル」

　無関係の来客たちに聞こえないよう、ごく小さな声でカシュヴァーンはささやいた。

「ところでお前、初夜のほうはうまくやれそうなのか？」

　それまでは絵に描いたような青年貴族然としていたティルナードの頰が、子供のようにかーっと赤くなる。

「……きゅ、急に変な話を始めるな、ばっちり決めるに決まってるだろ!?　お前こそアリシア様にあまり無理をさせるなよ、この破廉恥暴君!!」

「いや、悪かった。……俺の知っているティルだな、安心した」

　ひとりで納得したカシュヴァーンから逃のがれ、ティルナードはノーラの手を引っ張って人波に紛れていった。あっという間に二人を見失ったアリシアは、明後日あさつての方向に視線を投げながら眉まゆ根ねを寄せる。

「大丈夫かしら、ノーラ……」

　生まれ育ったアズベルグ地方を離れ、ひとりレイデン家で花嫁修しゆ業ぎよう中のノーラ。領地は隣となり合っているといえども以前のようには頻ひん繁ぱんに会えないため、不安そうな姿が気になって仕方がない。そこへ、

「ノーラたちが心配をかけているようだな」

「っ、ガーゼット侯爵!?」

　衣装の仕上がりが気に入らないから、と途中でいったん別れたグラネウスだ。カシュヴァーンとルアークが同時に驚きの声を上げるが、代わりにアリシアが不思議そうな顔をした。

「あら、お二人とも、ずっとお側そばにいらしたのにお気づきではありませんでしたの？　一千万ゼダル以上はかかっている、とってもすてきな衣装を着ていらっしゃるのに……」

「あ、さっきずいぶん興奮してたのは、ガーゼット侯爵を見かけたからなんだね……」

「貫禄の一千万ゼダル超え！」発言を思い出しているルアークの本日の衣装が気になるのか、着道楽のグラネウスは彼を興味深そうに眺ながめながら言った。

「安心してほしい。ティルナードは別に、セイグラムに洗脳されて別人格になった訳ではないのだ」

「私は作家では……いや、あなた方のように想像力豊かではないので、そこまで疑っている訳ではないですが……」

　カシュヴァーンはグラネウスの前でだけ一人称を変えるほど、彼を敬愛している。そのため実は作家であるグラネウスの想像がかっ飛んでいようが、服装がかっ飛んでいようが余計なことは言わず、「お衣装の飾りは茸きのこですか？　それとも脳のう味みむぐ」と嬉しそうなアリシアの口もちゃんと手でふさいだ。

「セイグラムの新にい妻づまいびりまでは予想していましたが、ティルは思った以上にはりきっていますね」

「あの子も……と言ったら失礼だな。ティルナードも、もちろん良かれと思ってのことなのだろうがね。しかし、ノーラのあの華やかな勝ち気さが段々失われているようで、私は心配だよ」

　白髪しらが交まじりのくすんだ金髪を払い、グラネウスは優ゆう雅がにため息をつく。全身不気味な茸もどきに覆われたような格かつ好こうではあるが、極きわめて思し慮りよ深い紳しん士しであり、娘夫婦の未来について思うところがある様子だ。

「うちのメイドである間は、むしろ社交の場が欲しいと嘆なげいていましたが……一足飛びにレイデン家の奥様ともなると、大変でしょうね」

　アリシアの生家とは少し違う意味であるが、ライセン家も他家との交流は少ない。そこから突然、地方伯としても名門のレイデン家に嫁げば戸惑いも多いだろう。

「ノーラ……」

　そういう話を聞いていると、ますます不安になってくる。アリシアは己の視力も顧かえりみず、色いろ鮮あざやかな招しよう待たい客きやくの中に見事な凹凸を持つ姿を捜してしまった。

「ティルたちの結婚式は、いつまで延期されることになりそうなのですか？」

　アリシアも気になっていた話題を、カシュヴァーンは小声でグラネウスに耳打ちする。

　内戦状態に入る直前にグラネウスの養女となったノーラは、その後は婚約、レイデン家の屋敷で同居、と順調に駒こまを進めていた。結婚式の日取りも決まり、ライセン夫妻も招待状を受け取っている。

　しかし、その後しばらくして、突然延期の報が入ったのだ。内戦の影響がまだ完全には消えておらず、招待客の出席率が芳かんばしくないというのがその理由だった。

「いつまでだろうな……レイデン家の当主となったティルナードの、初の大仕事だからな。少々気合いが空から回まわりしているのかもしれん」

　十八を迎えて成人し、カシュヴァーンの後見から外れたティルナードは、今や名実共に名家レイデン家の当主である。その門かど出でを大々的に祝おうとするあまり、妥だ協きようできなくなっているのだろう。

「マーベリックさんとかも、領地継けい承しようについてまだごたごたしてて、最初の日程じゃ行けないって返事してきたらしいしねぇ。俺たちだって、今から『神様退治』に行くとなると最初の日程じゃだめだったし。そういう意味では、延期してくれてありがたいんだけどさ」

　ルアークもカシュヴァーンの後ろでため息をついた。一時はゼオルディスの近きん侍じまで務めたマーベリック・クリストンは、激動の王宮暮らしに辟へき易えきしたらしく、女王の許可を得て処刑された父の所領を継承したのだ。

「急にいろんな日程が変わるとジェダさんがおたおたして、俺によく分かんない手紙を大量に送ってきたりするから、そろそろ決めてほしいところだけどねぇ」

　ルアークの『兄』ジェダはティルナードたちの護ご衛えいを務めているので、本日も姿は見えないが会場のどこかにはいるはずだ。

　対人経験が少ないジェダは元々周囲の影響を受けやすく、すでにセイグラムの忠実な僕しもべと化している。先ほどのティルナードの様子と合わせると、二人合わせて一セイグラムというところか。

「つまりノーラひとりで、二セイグラムに対たい抗こうしなければならない訳ね……」

「そいつは俺でも難なん儀ぎだな」

　アリシアの謎なぞの計算にカシュヴァーンが肩を竦すくめていると、

「さて、私は少しノーラの味方をしてこよう」

　おもむろに、グラネウスが口を開いた。反射的に何か言おうとしたカシュヴァーンを、静かな微笑みが押しとどめる。

「ティルナードはお前の後見を外れたかもしれないが、ノーラはいつまでも私の娘だ。男親はいくつになっても、娘に甘いものだろう？　私が一緒にいれば、ノーラに失礼な態度も取りにくいだろうからな」

「……そうですね。その格好で近づけば……いや、宰相であるあなたの息そく女じよであることを思い出して、無礼者が態度を改めることを望みます。私にとっても、ノーラは長く仕つかえてくれたメイドであり、妻の親友ですから」

　敬礼で応じたカシュヴァーンに微笑むと、グラネウスはゆったりとした歩調で歩き出した。さすが「悪食大公」、の声と共に、集まった人々が畏い怖ふともただの怯えともつかない表情で道を譲る。

「……女王陛下のこともそうだが、くだらんことで争えるのも平和の証しよう拠こか。やれやれ、俺としてはぶん殴なぐって終わりにできる勝負のほうが、いっそ楽な気もするけどな……」

　政治的配はい慮りよもできなくはないが、根本的な性格上拳での解決を得意とするカシュヴァーンである。一難去ってまた一難、という状況に即そつ効こう性せいのある解決策を見み出いだせず、なんとも歯がゆそうだ。

　暴君らしくない表情の夫を笑顔にしてあげたくて、アリシアが一番高くておいしい料理を探そうとした矢先だった。







「アリシア、カーシュ、ルアークも、いらっしゃい！　よく来てくれたわね」

　満面の笑みを浮かべたエルティーナ・フィラル・ド・シルディーンが、挨拶にと群むらがる人波をかき分けるようにしてアリシアたちのところにやって来てくれた。華やかな美び貌ぼうを引き立てる華か麗れいな赤いドレスに身を包んだ女王に、ライセン夫妻とその『息子』は揃そろって頭を下げる。

「お招きに預かり光栄でございます、陛下」

「お会いしたかったです、エルティーナ様！　本日のお食事も、とってもとってもおいしそうですわ!!　今度こそ残り物をいただけると嬉しいです!!」

「えーと、ちゃんとお客さんとして来るのはまだちょっと慣れないんだけど、呼んでいただけて嬉しいでーす」

　カシュヴァーンは至って無難に、アリシアは並んだ食事に眼を輝かせながら、そして主しゆ賓ひんの登場によりようやくカシュヴァーンの背から出てきたルアークは、少々照れくさそうに挨拶をした。にっこり微笑んだエルティーナは、ルアークの服装に眼を留める。

「今日はちゃんとルアークなのね。なかなかすてきじゃない、よく似合うわ、その礼服。少し背も伸びたかしら？」

　自分は表の世界に堂々と顔を出せる人間ではないからと、王宮ではずっとアズベルグの貴族令れい嬢じよう「ルシアナ」で通してきたルアークである。だが今回は『両親』の勧すすめもあり、正式にルアークとして登城している。

　銀ぎん糸しの縫ぬい取りも美しい礼服の襟えりをなぞりながら、ルアークは照れ笑いした。

「えへへへ、そう？　実はこれ、カシュヴァーンおにいちゃんのお古なんだ。俺の一歳の誕生日に、ノーラが仕立て直してくれたものなんだよ」

　ちなみにもう二歳になったよ、と笑うルアークに与えられた誕生日はカシュヴァーンとアリシアの中間であり、本当の誕生日は本人も知らない。〈玩具おもちやの兵隊〉の出身者は、物心つく前に肉親との縁えんが切れた者がほとんどだ。

「俺はあまりその手の礼服を着る機会がなかったからな。活かつ躍やくの場を与えられて、服も喜んでいるだろう。……ついでにガーゼット侯爵閣下にいただいた服も……いや、なんでもない」

　長い間成り上がりと蔑まれていたカシュヴァーンは、礼服を持っていても使う機会がなかったのだ。元々着道楽とはほど遠い性格のため、特に気にした様子ではないが。

「とっても似合うわ、ルアーク。すてきよ」

　距離が近いせいもあり、アリシアもまともにルアークのほうを向いて褒めることができた。無邪気な褒め言葉を聞いたルアークの唇に、ふと悪戯いたずらっぽい笑みが浮かぶ。

「ありがと、アリシア。しっかし、美人で独身の女王陛下に、そんなに褒められると調子に乗っちゃうなー。銀髪の愛人に興味ありませんか、陛下？」

　流れるようなしぐさで一歩進み出たルアークが、エルティーナの手を取った。一瞬エルティーナが紫むらさきの瞳を見張り、カシュヴァーンが眉をひそめる。

「おい……、」

　だが、動くのはそれまで無言でいたジスカルドのほうが速かった。

「ルアーク、くだらない冗じよう談だんはよせ！」

　いつもの優ゆう雅がさはどこへやら、乱暴に後ろに引っ張られたルアークは「いたーい」と笑いながら素直に後退する。

「あら、ジスもお疲つかれ様。あなた、ラグラドールまで行ってくれたそうね。びっくりしたわ」

　単純に臣しん下かとして、女王に近づく不ふ埒らち者ものを排はいしたと思っているのだろう。気軽な調子で、エルティーナが元夫に微笑みかける。

「……ええ、その、女王陛下の……ために」

　ぎこちなくつぶやいたジスカルドに、エルティーナは「ありがとう」ともう一度微笑みかけた。そして、なんでもないようにルアークに話しかける。

「ちょっとどきっとしたわ、ルアーク。もちろん、銀髪の年下にも興味津しん々しんよ？　でも残念、愛人の前に夫を決めないとね。そうでないと、愛人と遊ぶのも面おも白しろくないでしょ？」

　ある意味舞踏会には相応しい際きわどい話を聞いて、カシュヴァーンがためらいがちに切り出した。

「今回は、クルセージュの王子はいらっしゃるのですか。俺たちも、一度ご挨拶をと思っているのですが」

　途端にエルティーナの表情が曇る。

「来てはいらっしゃるの。ただ、やはりとても体が弱い方のようでね……こちらに着くなり客室で臥ふせっていらして、私もまだお会いしていないわ」

　主賓であるはずのクルセージュ国王夫妻の姿が見えないのは、王子に付き添そっているためだろう。まあ私はいらしても見えないのだけれど、と素直に自分の視力の限界を認めながら、アリシアは単刀直入に問いかけた。

「あの、エルティーナ様は、本当にオーデル侯爵様ではなくてクルセージュの王子様と結婚したいのですか？」

　びきりと音を立てて、場の空気が凍る。流れるのは何も知らない楽隊の演えん奏そうと、アリシアの声だけだ。

「私もいろいろ考えたのですけど、やっぱりエルティーナ様にはオーもが」

「……カーシュ、ルアーク」

　白い指先でアリシアの口をふさいだエルティーナは、女王の威い厳げんをこめて保護者二人を軽く睨にらみつけた。

「申し訳ありません陛下、俺が責任を持ってお仕置きをしておきますので」

「本当にごめんなさい陛下、カシュヴァーンおにいちゃんはちゃんと俺が見張っておきますから」

　口々に謝罪する二人の側で、沈黙を守っているジスカルドを見ないまま、結局エルティーナはアリシアの発言をきれいに無視した。

「まあ、ユベル王子はまだ十歳ですもの。どうせ婚約の話は国王夫妻とすることになるのだし、今回はあなたたちとの話のほうが大切なことだしね。めったにない顔ぶれが揃っているのだから、ゆっくり品定めして楽しむことにするわ」

　エルティーナは美しく微笑み、ジスカルドは黙り込んだまま、アリシアは口に押し込まれた鶏とり肉にくをもぐもぐやっている。と、場の空気を変えるための言葉を探していたルアークの眼が動いた。

「おっと、噂をすれば、クルセージュの国王夫妻が来たんじゃないかな？」







　髪や鬚ひげには白いものが交じり始めた年ながら、威い風ふう堂どう々どうとした偉い丈じよう夫ふがこちらに向かって歩いてくる。その歩みには王おう威いがあふれ、シルディーン貴族もラグラドール人も〈翼の祈り〉の聖職者たちも、揃って道を譲る様は圧巻だった。

　クルセージュ国王、デュランダール・サイラス・ド・クルセージュだ。その横にそっと寄り添うように、淡い金髪を結い上げた清せい楚そな貴婦人が並んでいる。

　プレアーナ・ミレディ・ド・クルセージュ。デュランダールが熱愛する、クルセージュの王妃である。

　夫よりはひと回りほど年下だから、四十に手が届くか届かないほどか。だが控えめな笑みを浮かべた白い面おもてはあまり年齢を感じさせず、少女めいた初うい々ういしさを残している。

「女王陛下、本日はこのような豪ごう勢せいな舞踏会にお招きいただき、感謝申し上げます」

　デュランダールがまずはひと言エルティーナに礼を述べ、次いで鋭い瞳をカシュヴァーンに向けた。

「カシュヴァーン、久しぶりだな」

「お久しぶりです、陛下。相変わらずご壮そう健けんのようで何より」

　若干緊張した面持ちで、カシュヴァーンが頭を下げた。誰に対しても基本的には不ふ遜そんな「アズベルグの暴君」も、「残虐王」には襟を正して接する。

「初めまして、可愛い方。あなたが噂の『死神姫』？」

　プレアーナの呼びかけに、アリシアはいつもどおり興味津々で応じた。

「はい、初めまして、アリシア・ライセンと申します。あなたが『残酷王妃』様ですか？」

　一瞬カシュヴァーンがぎくっとした顔になるが、プレアーナはアリシアがどういう反応をするのか聞いているのだろう。穏おだやかな微笑みを絶たやさぬまま、

「残念ながら、私には夫やあなたのようなすてきな二つ名はないの。初めまして、ライセン強公爵夫人。アリシア、とお呼びしてもいいかしら？　もちろん私のことも、プレアーナと呼んでいただきたいわ」

　年上の貴婦人の、慈じ愛あいと包容力を感じさせる暖かな笑顔。それは長らくアリシアが触れていないものだった。

「は、はい、もちろん……プレアーナ、様」

　誰に対しても基本的に無邪気で無神経なアリシアには珍しく、受け答えする声が少し震えてしまう。

　ライセン家で働くメイドのセイラも同じように微笑んではくれるが、慎つつしみ深い性格の彼女は上下関係を遵じゆん守しゆする。エルティーナもよくしてくれるが、そこまで年齢の開きもないため姉のような存在に近い。

　プレアーナの微笑みと〈神具礼賛〉が謳う奇跡が結合し、遠い記憶を呼び覚ます。

　──アリシア、あなただけは、絶対いい家に嫁がせてあげるからね。

　……お母様、とつぶやいた声はひどく小さく、アリシアに対しては限りなく耳みみ聡ざといカシュヴァーンやルアークにも聞こえなかったようだ。プレアーナの微笑みがわずかに曇ったのも、彼女の言葉を聞いたからではなかった。

「アリシア様のことは、あなたの旦那様からよくお聞きしています。ふふ、噂どおり、とても可愛らしい方。それに、とても丈夫で健康そうで……いいことですわ」

　優しげな緑の瞳がそっと伏ふせられる。妻が誰のことを思い出しているのか感じ取り、デュランダールが改めてエルティーナに謝罪した。

「女王陛下、誠に申し訳ない。不ふ肖しようの息子は、やはりこの場にお連れするには相応しくない状況のようでして」

「いいえ、どうぞお気になさらず。無理を言ってお越しいただいたのはこちらですもの。我わが国はクルセージュ国王陛下に、この上ない恩義がございますのに」

　殊勝な態度を取るエルティーナだが、デュランダールは生真面目に首を振る。

「いや、礼を言われるまでもない。世界で一番愛いとおしい妻の危機と聞けば、力を貸すのが男の本ほん懐かいである。なあカシュヴァーン？」

「全くです、陛下」

　同じく生真面目にうなずくカシュヴァーンの手が、そっとアリシアの肩を抱く。さり気ないそのしぐさを見やり、デュランダールは瞳の奥を光らせた。

「ところでカシュヴァーン。我が妻プレアーナをどう思う？」

「さすがクルセージュ国王陛下が熱愛されるだけある、美しく聡そう明めいな素晴らしい女性です」

　ごつごつとした大きな手を妻の腰に回しながらの問いに、カシュヴァーンはそつなく応じた。そしてすかさず、つけくわえる。

「無論、俺の妻の次にですが」

「ちょ、ちょっとカシュヴァーン」

　エルティーナが不安そうな声を出したが、デュランダールは豪ごう快かいに声を上げて笑った。

「ははははは！　いやはや、貴公のアリシア嬢への熱愛ぶりには、余も感服するしかない。失礼ながら、そのような目立つ特徴もない幼おさな子ごに、貴公のような男が骨抜きとは……てらいもなく『世界一可愛い』と言いきれるその心意気、実に見事である」

「いえ、俺は美に対する感性は極めて低いですし、口がうまいほうではありません。ですからただ、事実を述べているだけです」

　ごく当たり前の口調でカシュヴァーンが答えれば、デュランダールはますます感心した顔をする。

「愛とは、素晴らしいものだ。暴君を詩人に変えてしまう……」

「いえ、俺は事実を述べているだけですので」

「……カシュヴァーンおにいちゃん、さすがの俺も『残虐王』には遠えん慮りよしてるんだから、そうやって突っ込み待ちするのやめてくれる……？　それにほら、他の人も女王陛下に挨拶したいみたいだし」

　ひやひやしながら夫馬鹿たちを見守っていたルアークが、ちらりと周囲に視線を投げる。誰が来たのか気づいたデュランダールが空気を読んでくれた。

「さて、余たちは少々遠慮したほうがよさそうだな。カシュヴァーン、女王陛下、どうせここでは込み入った話はできまい。我々はしばらく、シルディーン式の歓かん談だんを楽しませてもらおう」

「そうですわね、あなた。では、ご機嫌よう」

　微笑みながら、クルセージュ国王夫妻が腕を組んで去っていく。

　彼らと入れ替わりにやって来たのは、気まずげに顔を強張らせた金髪の少女。元聖女アーシェルにして、現在は〈翼の祈り〉の代表者であるクロエだった。背後には発明家でもある黒髪のレオニアと、現在はクロエの補ほ佐さを務める緋ひ色いろの長髪をなびかせたナディールが控えている。







〈翼の祈り〉の聖職者特有の、白い法ほう衣えを所在なげにいじりながらクロエが謝罪し始めた。

「……申し訳ありません、女王陛下。クルセージュ王とのお話を邪魔してしまったようで」

「そんなことはないわ、クロエ。ただちょっと、お互いに顔を合わせづらいだけ。そうでしょう？」

　シルディーンとの国交は正常化しているクルセージュだが、彼らが〈翼の祈り〉を国外追放した事実は厳然としてある。政治に宗教を関わらせないという「残虐王」の信念に変化もない。

　何せアリシアたちに、「神様退治」を依い頼らいしてくるほどなのだ。あの王妃様も同じお考えなのかしら、と思いながら、アリシアはクロエを励はげまそうと努つとめた。

「元気をお出しになって、クロエ様。春野菜のサラダが向こうの卓たくにありましたよ」

「ああ、それなら私たちも食べられるな……気を遣ってくれてありがとう……」

　とりあえず腹が満ちれば力も出る、という単純な気遣いにクロエが苦笑いする。

「ところでナディール様、今日はギゼは一緒ではないのですか？」

　ルアークと同じ、元〈玩具の兵隊〉出身の少年の名をぽんと出され、ナディールは秀しゆう麗れいな美貌に皮肉な笑みを浮かべた。

「相変わらずの無神経ですね。ギゼを連れて来るといろいろ大変ですから、護衛は他の人間を連れてきました。……彼は元気ですので、ご心配なく」

　ギゼに対する時は、ナディールの口調は少し柔やわらかくなる。ギゼと因いん縁ねん深いルアークもほっとした顔をし、刺激を求めるリュクに髪を切られたレオニアが何か言おうとした時だった。

「ご歓談中に、大変失礼いたします、美しい方々。恐縮ではございますが、このわたくしめとも少々お話しいただければ幸いです」

　浅黒い肌をした黒髪の青年が、愛あい嬌きようがこぼれるような笑みを浮かべて話しかけてきた。

　一見同じく浅黒い肌を持つラグラドール人と似ているが、彼らとは服装が違う。皮かわ鎧よろい中心の軽けい装そうではなく、クロエたちが着ているものにも似た白い貫かん頭とう衣いと、前髪以外をすっぽり覆うように頭にかぶった白い布が特徴だ。

　この肌の色と服装は確か南の、とあらぬ方向を見ながら記憶を辿たどるアリシアの横で、エルティーナが強張った声を出した。

「……まあ、ジェリオ殿下……」

「いえいえ、殿下などとは！　僕なんて、しょせんは第二王子。大使としての冴さえない人生を約束された身の上ですよ。どうぞお気遣いなく、麗うるわしき女王陛下」

　ジェリオと呼ばれた青年は、黒目がちな瞳をきらめかせながら大おお袈げ裟さに両手を振ってみせる。怪しい視力により得た服装の情報に、名前と立場がくわわればアリシアにも誰だか分かった。

「あら、まあ、あなたがマルグレートの第二王子、ジェリオ・シーガル様ですか？」

　カシュヴァーンからあらかじめ与えられていた情報と、眼の前の青年はぴったり一いつ致ちする。ノーラが近くにいれば「さすが腐くさっても名門フェイトリンの子女……！」と歯は嚙がみするかもしれないが、アリシアがジェリオをすぐに認知できたのは、金持ちであること以外にもいろいろ興味深い人物だからだ。

「これはこれは！　噂の『死神姫』が、僕ごときの名をご存じとは光栄の極み！　いやあ、真面目に仕事をしておくものですねえ!!」

　ジェリオも、アリシアのことは知っているようだ。白い歯を惜しみなく覗のぞかせながら、それは嬉しそうに笑った。

「皆様ご存じのようですが、僕はクルセージュの南に位置しますマルグレートの第二王子、ジェリオ・シーガルと申します。大使として皆様に顔を覚えていただき、そのよしみで我が国が誇ほこる香辛料などをじゃんじゃん！　買っていただくのが仕事です。どうぞお見知りおきを!!」
















　黒い輪で留めつけた頭部の白布が床につきそうな勢いで、ジェリオは深々と頭を下げた。本人の弁どおり、恭うやうやしい態度は王族よりも大使、むしろ商人のものである。

　マルグレート自体が、香辛料や茶葉を中心とした交易により栄えている商業国家なのだ。地理的に遠いこと、被差別対象であるラグラドール人と似た風ふう貌ぼうのためシルディーンとの直接の繫つながりは薄いが、間接的には数多くの品物をマルグレートから輸入しているはず。

「まあ、じゃんじゃん！　売るなんて素晴らしいですわね！　売れ筋はどんなむぐ」

　金の匂いを感じたアリシアの口を、ルアークが素早くふさぐ。同時にカシュヴァーンが、ジェリオと妻の間に割り込むように足を踏み出した。

「マルグレートの香辛料には、おそらく俺も多少世話になっているでしょう。アリシアの夫、〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセンです。どうぞよろしく」

　口調はていねいだが、その眼光は正しく『アズベルグの暴君』である。妻に近づく男を牽制したいのはもちろん、ジェリオに対してはもうひとつ大きな理由が働いていた。

〈神具礼賛〉。クルセージュにじわじわと広がっているこの新しん興こう宗教もまた、眼の前のマルグレート王子が持ち込んだものだからだ。だからこそデュランダールは、輸出入で深く依い存ぞんしている自分たちではなく、外国人であるカシュヴァーンたちを「神様退治」の役者に選んだ。

「ですが不老不死、それに生き返り、でしたか。他の商品は、少なくとも俺には必要なさそうだ」

　それはいずれも、〈神具礼賛〉の商品たる『奇跡』。カシュヴァーンが先手必勝とばかりに放はなった先制攻こう撃げきに、一瞬周囲は水を打ったように静まり返る。

　マルグレート王家が〈神具礼賛〉の裏にいることは、誰の眼にも明らかである。しかし彼らは自分たちには信しん奉ぽうする女神が別にいるからと、言を左右にし続けているのだ。

　ジェリオの対応に注目が集まるが、さすが奇跡を扱あつかう商人は面つらの皮が厚かった。

「これはこれは、あなたが噂の『アズベルグの暴君』ですか！　眼が三つあって角つのと羽が生はえていて、一歩歩くごとにひとつの街を踏みつぶすなどと聞いておりましたが、やはりしょせんは噂ですね。男の僕から見ても惚ほれ惚ぼれするような、美び丈じよう夫ふではありませんか。眼帯が実にお似合いだ」

　立て板に水とばかりに、流りゆう暢ちように美び辞じ麗れい句くを並べてみせる。

「……は、それは、どうも」

　カシュヴァーンは決して見目が悪い訳ではないのだが、悪あく名みようと武ぶ骨こつさのほうが先に立つので、容姿を褒められることは少ない。同性に真正面から褒められることはさらに少なく、面食らったように黙った。

「ええ、カシュヴァーン様は見えないぐらいかっこむぐむぐ」

　嬉しくなって話に参加しようとしたアリシアを再度押さえるルアークにも、ジェリオは話しかけてくる。

「そしてあなたが、元〈玩具の兵隊〉、『死神』の異名を持つルアーク様ですか」

「……そうだと言ったら？」

　ルアークの正体はすでに流布しているが、何せ〈玩具の兵隊〉はシルディーン王家と〈翼の祈り〉がラグラドール人に対抗するため生み出した暗殺者集団。この場ではっきり口に出すには、先ほどナディールが皮肉ったとおり、無神経さか度胸が必要だ。

　何のつもりかと警けい戒かいを示すルアークに、ジェリオは愛あい想そよくうなずいてみせる。

「ご心配なく、マルグレート王家も、暗殺者と無関係ではありません。いやーしかし、なんとも美少年でいらっしゃる。年頃の乙女おとめなどは、別の方法で殺していらっしゃるのでは？」

「……あ、えーと、どーも？」

　そもそも人前に出ることが珍しいルアークは、カシュヴァーン以上に正面切って褒められることは少ない。「そうです、ルアークもとってもかっこいいんです！」とアリシアが乗ってきたこともあり、面おも映はゆそうにしながら言葉を濁にごした。

「オーデル侯爵閣下も噂以上の、罪作りなまでの美貌ですね！　そしてあなたの、聖職者にしておくのは惜しい美しさ……ナディール様ですよね？　レオニア様の三さん白ぱく眼がんと眠そうな表情の差異がたまらないです。まったく、僕はシルディーンの王子ではなくてよかったですよ、あなた方と比べられてはたまらない」

　この場に集つどった男性陣じんを臆おく面めんもなく褒めた後、ジェリオは芝しば居いがかったしぐさでエルティーナに向き直る。

「ああ、しかし、それ以上に女性たちが美しい……!!　エルティーナ女王陛下、出会い頭の求きゆう婚こんをお笑いになりましたが、僕は至って本気ですよ。国のため、などという野や暮ぼは申しません。愛人のひとりでも構いませんので、どうぞ真剣にお考えいただきたい」

「……そうね、考えておきますわ、殿下」

　ジェリオと初対面ではないらしいエルティーナは、大おお仰ぎような褒め言葉に対する免めん疫えきがあるようだ。苦笑い気味にうなずくだけだが、ジスカルドは鋭い眼で彼を睨んだ。

　両者の反応を一向に気にした風なく、ジェリオはさっとクロエのほうを向く。

「ですが僕は、クロエ様にお会いしてしまいました。分かっています……あなたは聖職にある方だ。しかし禁じられているからこそ、恋の炎は燃え上がるもの。どうか僕があなたを想うことだけは、赦ゆるしていただきたい」

「い、いやまあ、想いはどうにもならないものだから」

　この手のことにまるで免疫のないクロエだ。そちらも伝道師のようなものだろうと皮肉ることもできず、眼を白黒させながら謎なぞの相槌を打った。

　レオニアがむっと眉み間けんにしわを寄せたのも束つかの間ま、ジェリオは輝くばかりの笑みを浮かべてアリシアを見つめる。

「そして、アリシア様。あなたには、今まで出会ったどんな女性とも違う、唯ゆい一いつ無む二にの個性を感じます。死神姫であり、聖女であり、未み亡ぼう人じんであり、人妻であり、幼女である……一体どれだけ男を惑まどわせれば気がすむのですか」

　流れるような美辞麗句を聞いても、アリシアは「ありがとうございます」とジェリオの背後に向かって微笑むだけだ。代わって隣となりのカシュヴァーンが、静かに命じた。

「ルアーク、いいぞ」

「いやいや、いくら正体が割れてるからって、公衆の面前で何させる気？　おにいちゃん落ち着いて、アリシアには決して『美しい』とか『可愛い』とか言わないあたり、この人結構冷静……」

　どうどう、とカシュヴァーンを制していたルアークが、ふと振り向いた。

「おーい、そこ、珍しい顔ぶれが揃いも揃って、何やってんだ？」

　ルアークの鋭い勘を刺激したのは、浅黒い肌を持つがっしりとした体格の男だ。

　一応無ぶ精しよう髭ひげだけは整えてきたが、豪華な貴族服よりはいつもの軽装のほうがよく似合う、傭兵団長バルロイ・レクサンドールである。カシュヴァーンにとっては剣の師し匠しようにもあたる。

「あら、レクサンドール子し爵しやく様、レネも、ご機嫌よう」

　いつもながらバルロイの側にぴったり貼はりついている白はく髪はつの傭兵少女・レネは、アリシアの大切な友人だ。本日はかつらとドレスで貴族の令嬢風に仕上げているレネは、無言で一同に頭を下げた。

　カシュヴァーンとジスカルドが揃ってラグラドールまで足を運んだのは、彼を含めた有力な傭兵団を本日の舞踏会に招くためだった。ちなみにカシュヴァーン以上にジスカルドと不仲のバルロイは、王宮に着く直前まで「正直に言え、あいつに何を食わせた」と尋ね続けていた。

「ところでさっき、シャンテの奴がトレイスを控え室から引きずっていくのを見たぞ。あれ、ほっといていいんだよな？」

「あれはまあ、長い人生にはいろいろあるということで……」

　カシュヴァーンが適当に答えようとした時だった。

「ああ、あなたは、バルロイ・レクサンドール閣下ですね!!」

　ジェリオが、今度はバルロイに近づいていく。

「僕はマルグレートの王子であるジェリオ・シーガルと申します!!　〈太陽の民〉を代表する傭兵団長にお会いできて、本当に嬉しいです!!　正装も実にお似合いですが、伝統的な皮鎧姿のあなたにもぜひお会いしたいものですね!!」

　ただのおべっかならいざ知らず、ラグラドール人が自分たちを示して言う〈太陽の民〉まで口にするとは思わなかったのだろう。バルロイは一瞬驚いた顔をしたが、すぐに納得した表情になった。

「な、ああ、マルグレートの王子……おい、レネ」

「私のバルロイ様に気安く話しかけないで下さい」

　レネのバルロイ警けい戒かい網もうは、男女問わず発動する。今にも得意のナイフを抜きそうになっているレネをバルロイが止めようとしたが、ジェリオは彼女にも恭しく頭を下げた。

「あなたがレネ様ですね。うかがっておりますよ、傭兵としての腕もさることながら、どこまでもけなげにバルロイ様を慕う一いち途ずさ……！　悔くやしいですが、お二人がお並びになると、実にお似合いですね!!」

　途端にレネは姿勢を戻し、深々とジェリオに一礼した。

「失礼いたしました、あなたはいい方のようです。特に『実にお似合い』のところ、あと三回、いえ五回言っていただけないですか」

「おい、レネ」

「あなたのお望みとあれば百回でも二百回でも！　願わくば僕のことも、視界の隅すみに留とどめておいていただければ幸さいわいですよ」

「てめえ、ちゃっかり色目使ってんじゃねえ！」

　今度はバルロイが眉を上げたが、すっかり場の主導権を握ったジェリオは大きく両手を打ち鳴らして話題を変える。

「さあさあ、シルディーンとラグラドールを代表する名士の皆様はほぼお集まりのようですね。実は我が国からも、ささやかながら酒と料理の用意を持ってきています。無論女王陛下が用意されたものも素晴らしいのですが、異国の味をご賞味いただければ幸いです。陛下、少々場をお借りしてもよろしいでしょうか？」

「……ええ、結構よ、事前にお話はいただいておりますし」

　調子の良さに呆れたようにエルティーナがうなずけば、ジェリオは満面の笑みを浮かべて一同を見回した。

「ああ、もちろん、海産物の類たぐいは除いておりますのでご安心を。僕個人としては、マルグレートで採とれる魚はぜひ味わっていただきたいが……おっと、野暮はここまでです。今夜は我が国のおごりで、じゃんじゃん！　飲み明かしましょう!!」











第二章　癒えない病






　気づくとアリシアは、見慣れぬ天てん井じようの下にいた。

「あ、いたたたたた……」

　ずきずきとうずく額ひたいに手をやりながら、広い寝しん台だいから上体を起こす。

　枕まくら元もとに置いてあった眼鏡めがねをかけてあたりを見回せば、ここは明らかに翼つばさ持つ怪かい物ぶつの像に見み下おろされた、すてきな自室ではない。普通すぎてつまらないカシュヴァーンの部屋でもない。

　金のかかった、だが趣しゆ味みのいい内ない装そうは、シルディーン王宮の客室のものだ。シルディーン王宮に着いた時にあてがわれた部屋である。

　そこまで思い出したアリシアは、当とう惑わくした声で家族を呼んだ。

「カシュヴァーン様、ルアーク……？」

　呼びかけても、誰だれも来ない。そこに至ってアリシアは、じわじわと記き憶おくが飛ぶ寸前のことを思い出してきた。

　ジェリオが自国から持ってきたのはあふれんばかりの料理に酒、そして彼と同じ民族衣い装しようを着た美男美女たちだった。物慣れた笑みを浮かべた彼らは、すっかり勢いに飲まれているアリシアたちを取り囲み、それ食えやれ飲めともてなしてくれたのだ。

　宗教的にも衛えい生せい的てきにも生水を避さけるシルディーン人は、酒を飲み慣れている。だがアリシアは、まるで酒しゆ精せいを受けつけないジスカルドより多少ましな程度だ。以前にもこの王宮にて、ラグラドール人が好む彼らの地酒・レンブラーを飲んでひっくり返ったことがあった。

「マルグレートのお酒も、とっても強いのね……さすがラグラドールの皆みな様さまと、祖そが同じだけあるわ……」

　まだ少しくらくらする額を押さえ、ため息をつく。

　マルグレート人とラグラドール人の見た目が似ているのは当たり前で、二つの国の民は祖先が同じなのだそうだ。

　ラグラドール人が信じる神話によれば、彼らはかつて大地の女神に庇ひ護ごされた豊かな南の地で暮らしていた。しかし女神に袖そでにされた火の山の神が報復として溶よう岩がんで地を焼いたために、遠く北の地まで放ほう浪ろうする羽目になったのだ。

　だが一部は、焼かれた大地にかろうじて根を張り、マルグレート人となって現在に至るという。レンブラーに相当する泡あわ花はなという蒸じよう留りゆう酒しゆが名産品だとジェリオに言われ、熱心に勧すすめられて、口当たりの良さにうっかり杯さかずきを重ねてこうなった訳だ。

「みんなまだ、会場にいらっしゃるのでしょうね……」

　アリシアが酔よいつぶれたとなれば、通常ならカシュヴァーンかルアークが必ず側そばについていただろう。しかし「光の翼の間」でご馳ち走そうに舌した鼓つづみを打っていた段階で、二人は彼女の側を離れていた。ここにアリシアを運んだのも、彼らではなかったと思う。

　ジェリオの盛り上げ方と仕切り方がとにかく巧たくみで、本来は華はなやかな場所を好まないカシュヴァーンにさえも場を辞すことを許さないのだ。自みずから進んでバルロイと一緒に泡花を飲み干し、あっという間にぶっ倒れたジスカルド以外、後から参加したレイデン家の面々も含ふくめて全員まだどんちゃん騒さわぎの真っ最中だろう。

「オーデル侯こう爵しやく様ったら、お好きではないお酒なんか飲んでいないで、大好きなエルティーナ様に早く再さい求きゆう婚こんなさればいいのに。それにしても、どうしようかしら……だいぶ消化も進んだようだけど……」

　倒れ込むように寝台に身を横たえた時には、ぽっこりふくらんでいたはずの腹も今では胸同様平たい。これならあと鶏とり肉にくのソテーを五切れぐらいは、と計算したものの、鈍にぶい頭痛は消えていない。

　そのせいだろう。熱心に泡花を勧めながら、ジェリオが口にした言葉が頭の中をぐるぐる回っている。




『いやあ、あなたの旦だん那な様さまも息子むすこさんも、実にすてきですねえ。これでは僕が入り込む余地はなさそうだ』

『しかし、失礼ながら旦那様も息子さんも、現在はとても幸せそうですが過去にはたくさんつらい思いをされているようですね。そして……』

『ご存じかとは存じますが、僕たちが扱あつかっているのは香こう辛しん料りようだけではありません。お望みのものがあれば、なんなりとお申しつけ下さいね』




　ていねいに頭を下げるジェリオであったが、黒曜石のごとき瞳ひとみには狡こう猾かつな蛇へびのような……死んでしまったシルディーンの王子を思わせる光があった。

〈神具礼賛〉が高らかに謳うたい上げているのは、〈翼の祈いのり〉とはまるで異なる現げん世せ利り益えき。

　不老不死。そして、生き返り。

〈翼の祈り〉からは与えられない奇跡を餌えさに、彼らはクルセージュに静かに根を張り、大きな勢力になり始めているという。

「……ちょっと、酔いをさましながら戻りましょう……」

　今迂う闊かつに食べ物を詰つめ込んだら、吐はいてしまうかもしれない。そんなもったいないことだけはできない、と強く思い直したアリシアは、ふらふらしながら部屋を出て歩き始めた。







　客人のほとんどがまだ会場にいるせいだろう。壁かべのあちこちに配置されたランプに灯ひは入っているが、使用人の姿は見えない。

　一般的に舞ぶ踏とう会かいの始まりは遅く、今回も陽ひが落ちてからの開始だった。アリシアの正確な腹時計はそろそろ日付が変わる時刻を指しており、視力だけを頼りにして会場に戻るには薄うす暗ぐらすぎるが、幸さいわい鼻が利きく。

「ええと……高くておいしそうな匂においがするから、こっちね……」

　だが、二つ目の角を曲がろうとしたところで、ぼんやりした視界に何か不思議な光が映うつった。

　ランプの黄色っぽい光ではない。明かり取りの窓の向こうに覗のぞく星がひとつ、ぽとんと落ちているような青白い燐りん光こうだ。

「あら……まあっ、鬼おに火び!?」

　がぜん興味を引かれたアリシアは、頭痛も忘れて「光の翼の間」とはまるで違う方向に歩き出してしまう。先ほど後にしてきたのと同じような客室が並ぶ通路の脇わきに、見慣れぬ光の発生源があった。

　白しら木きの台の上に真っ白な布が敷しかれており、その上に硝子ガラスの器うつわに盛られた奇き妙みような丸い物体が数個鎮ちん座ざしている。子供の握にぎり拳こぶしぐらいの大きさで、表面は不規則に隆りゆう起きしてひび割れを起こしていた。いつか好きな本の挿さし絵えで見た、人の脳に少し似ている。

　そして全体が、青白い神秘的な光を発していた。

「これは、もしかして……」

　思わずしげしげと見入っていたアリシアの後ろに、小さな人影が立った。

「誰だ」

「きゃっ!?」

　飛び上がったアリシアの眼に映ったのは、彼女より年ねん齢れいも身長も下の少年だった。

　年齢は十歳ほどだろうか。暗い金色の髪かみと白すぎるほど白い肌はだを、青白い光が一層不健康に見せている。ひどく瘦やせていて顔色も良くないが、青い瞳に精せい一いつ杯ぱいの威い厳げんをこめてこちらを睨にらみつけていた。

　気づけば近くの客室の扉とびらが開いており、彼はそこから出てきたようだ。今夜の招しよう待たい客きやくのひとりらしい。

「あら、こんばんは。とても上等の夜よ着ぎでいらっしゃいますけど、舞踏会のお客様ですか？」

　にこやかに微笑ほほえみながら衣装を値ね踏ぶみするアリシアに、少年は呆あきれたように鼻を鳴らす。

「……嫌いや味みのつもりか？　余は、舞踏会には出られない」

　無念そうにつぶやく少年の古めかしいしゃべり方、どこかで聞いたような。そういえばお顔にも見覚えが、と少年の腹あたりをじっと見ているアリシアを、彼もじろじろと眺ながめ回した。

「お前は……ドレスはまあまあ高価だが……ああ、そうか、どなたかの侍じ女じよ……にしては微び妙みような見た目だ」

　侍女は女主人の格を示すため、見目の好よさも重要視されるのだ。

「メイドだな……、ごほっ」

　アリシアと同じく衣装を値踏みした挙あげ句く、さらに失礼な判断を下した少年が、不意に咳せき込んだ。しゃべり方、容姿、そして病弱、間違いない。

「あら、まあ、大丈夫ですか？　あの、あなたのメイドか、近きん侍じなどは……私に見えないだけかしら？」

　仮にも強きよう公こう爵しやく夫人であるアリシアがひとりでふらふらしていたのだ、言えた義理ではないが、彼ほどの身分なら側そば仕づかえが誰かいるはずだろう。眼鏡を作り直すべきかと思いながら見回せば、少年は細い肩かたを怒いからせる。

「うるさい、余計なことを言うな。奴やつらは下がらせた！　舞踏会にこそ出られないが、余は本当にもう大丈夫なのだし、第一使用人を使うとそれだけ金がかかるじゃないか!!」

「あら、それはとってもいい心がけですわ、さすが王子殿でん下か！　シルディーン側の使用人を使う手もありますけど、女王陛へい下かの懐ふところを痛めてしまいますものね」

　本日の舞踏会のような、使うべきところには投資を惜おしまないエルティーナであるが、普段の生活はかなり質素にしていると聞いている。いい配はい慮りよだと素直にアリシアが褒ほめると、少年はまず驚き、次いで皮肉げに頰ほおを歪ゆがめた。

「……ふん、なんだお前、余をクルセージュ王子、ユベル・セティル・ド・クルセージュと知って、媚こびでも売りに来たのか」

　思ったとおりだ。この少年は、クルセージュ国王夫妻の息子であるユベル王子。口く調ちようは父を真ま似ねているが、容姿は母のほうに近い。

「生あい憎にくと、余は押し売りに用はない！　流されるまま、言い値で物を買うなど愚ぐの骨こつ頂ちようであるし、必要なものは父上と母上が用立てて下さる。余はむしろ出費を抑おさえ……ごほ、ごほっ」

　アリシアを追い返そうと持論を展開するユベルだが、熱弁は激しい咳せきに中断されてしまった。

「あら、まあ、いけませんわユベル殿下、どうぞお休みになって！　出費を抑えられたいなら、無理をせずおいしい物をたくさん食べて、ゆっくりお休みになるのが一番ですわ」

　出費云うん々ぬんを除けば、当たり前の気き遣づかいだ。だがそれは、ユベルの逆げき鱗りんに触ふれたらしい。

「……そんなことは、お前なんかに言われなくても、余が一番よく分かっている!!」

　少年特有の甲かん高だかい声で叫さけんだユベルは、忌いま々いましそうにアリシアを睨む。

「何をしている？　物欲しそうにしていても、お前にくれてやる物などないぞ。さっさと主人のもとに帰れ!!」

　さすが「残ざん虐ぎやく王おう」の息子と言うべきか、幼おさないながらも眼がん光こうは鋭するどい。だが母に似た優しい面おも差ざしを持つ、いかにも体の弱い少年が虚きよ勢せいを張っても、痛々しさが先に立った。

「でも……」

　視力は悪いが、アリシアは鼻が利く。ユベルの幼い体を包む死の匂いが、胸をざわめかせた。

〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉。ジェリオがクルセージュに持ち込んだという『奇き跡せき』が、頭から消えない。

「ユベル殿下に何かありましたら、お父様とお母様が悲しまれますわ」

　脳のう裏りを過よぎる、両親の面おも影かげ。ずっと胸の奥に抑え込んでいた悲しみの翳かげりが、ユベルとさほど変わらない年に見られてしまうアリシアを少し大人おとなびて見せる。

「……死んでしまったら……もう会えないのですから。ね、私ならただですから、なんでもお申しつけ下さいな。お金を用立てる以外で」

　最後はいつものアリシアだったが、ユベルは明らかに動どう揺ようしていた。まさか初対面の彼女が、ここまで言うとは思わなかったのだろう。

　動揺を恥はじるように視線をさまよわせたユベルは、突然自室に入っていった。そして、深皿に入った粥かゆを片手に戻ってくる。

「な……何かをもらわなければ引き下がれぬと言うのなら、これでもくれてやる!!」

　びちゃっ、という音がして、床に深皿の中身がぶちまけられる。

「さあ、メイドごときには一生口にすることができない料理だぞ？　這はいつくばって食らうがいい!!」

　作られて少々時間が経たっているのか、粥はあまり広がりはせず、こんもりとした山になっている。

　一いつ瞬しゆん瞳をぱちくりさせたアリシアだが、すぐにしゃがみ込んで粥の小山の上部を指先ですくい取った。な、と息を詰まらせたユベルが見つめるなか、小さく切って煮に込こまれた具材の数々を確かめるように舌の上で転がす。

「あら、本当、おいしいですわ。食べたことのない味」

　シルディーンとはやはり使う材料が違うのだろう。非常においしいし、今の腹具合にはちょうどいいが、いくつかアリシアの知らない具材が交まじっているようだ。

　ぱくぱくぱく、と粥が床に接しているところを残してきれいに食べ終えたアリシアは、硬こう直ちよくしているユベルに微笑みかける。前にカシュヴァーン様ともこんなやり取りをしたような、と少し懐なつかしく思い出しながら。

「こんなにおいしくて、消化にもいいものを召しあがっても元気になれないなら、やっぱり寝るしかありませんわね。あ、ここは後でお掃そう除じしておきますから。さあ、殿下はこちらでお休みになって」

　ユベルは、完全に気け圧おされているようだ。立ち上がったアリシアに促うながされて、よろよろと客室に戻り、大きな寝台に横になる。

　だが、彼の眼は不思議な感動をたたえて見開かれたまま、アリシアから動かない。

「あら、眠れませんか？　そうですわ、子守歌を歌って差し上げましょうか」

　細い体に寄り添そうようにして腰こし掛かけながら提案すると、ユベルは真っ赤になって背を向けた。

「余、余を子供扱いするな!!」

「ごめんなさい、そうですわよね。だって殿下は、女王陛下と結婚なさるかも……」

　何気なくつぶやいたアリシアは、思いつくままユベルの背中に尋たずねた。

「あの、殿下。殿下は、エルティーナ女王陛下と結婚なさりたい？」

　驚おどろいたように、ユベルが振り向いた。

「お前の主人は、そんな話をお前にするのか？　だが……、そうだな、お前は妙みように、人を話したい気分にさせるから、いやその、か、考えてはいる」

　都つ合ごうのいい誤解をしている様子だ。幼い顔をきりりと引き締しめ、彼は真剣な眼をして答えてくれた。

「我わが国とシルディーンは、長く仮想敵国であった。だが先代、先々代の王と比べ、女王陛下は非常に開明的で友好的だ。クルセージュ内部で蠢しゆん動どうする虫どもも、余と陛下が結婚すれば、少しはおとなしくなるかもしれない」

　模も範はん解答だ。政治にそれほど詳くわしい訳ではないが、二度の政略結婚を経験したアリシアには、婚こん儀ぎによる同盟の大切さは理解できる。

　だがどうせなら、もっと贅ぜい沢たくを言ってもいいのではと思うのだ。

「殿下にも陛下にもお立場がありますから、感情だけで結婚できないことは私にも分かっています」

　見事玉たまの輿こしを勝ち取ったノーラの、疲つかれた顔を思い出す。

「ですが、どうせなら感情的にも納なつ得とくして結婚できるほうがいいに決まってますわ。意に染そまない結婚をした挙げ句、愛人にお金を注つぎ込むなんてもったいないお話はよく聞きますし」

　先せん輩ぱい人妻であるエルティーナは、いろいろなことをアリシアに教えてくれた尊敬する女性だ。小説の好みが合わないのは玉に瑕きずだが、彼女があれだけ愛している元夫ジスカルドと、幸せになってほしいと思っている。

「ま、まあ、結婚してから相手を好きになるなんてことは、もちろんありますけど……」

　自分の結婚当時のことを思い出し、「おなかが痛い」に見舞われたアリシアがごにょごにょつぶやいていると、ユベルがまたこちらに背を向けてしまった。

「あ、申し訳ありません、出過ぎた……」

「……お前は？」

　怒らせたのかと思い、謝ろうとしたところを小さな問いかけにさえぎられる。

「お前には、結婚したい相手は、いないのか」

「結婚ですか？　いいえ」

　左手の薬指にはまった愛の証あかしを眺めながら、アリシアは答えた。最初の結婚相手は式の最中に暗殺されてしまったし、愛する怪物王子様とは二度も再婚しているのだから、これ以上結婚したいとは思わない。

「……余にも、感情的に結婚したい相手などいないが……す、少しだけ気になる相手は、できたかもしれない、な」

　灯りを落とされた部屋の中では、アリシアの手元など見えていないのだろう。こほ、こほと小さく咳き込みながらしゃべるユベルの声はものすごく小さくて、ほとんど聞き取れないぐらいだ。

「え？　ごめんなさい、よく聞こえなくて……おー……な、か、空すいた、ですか？」

　耳は悪くないはずのアリシアは、彼の口元に身を寄せていきながら聞き返す。

「全然違ちがう！　馬ば鹿か者もの、夫でもない男の寝台にみだりに近寄るのではない!!　も、もういい、早く出て行け!!　だがばたばた走るな、床が減る!!」

　怒ど鳴なられたアリシア自身、本格的におなかが空いてきたこともあり、言われるままに寝台を下りた。

「床が減る、は盲もう点てんでしたわ、私も今度から気をつけます。では失礼いたしますわ、ユベル殿下」

　一礼し、そろそろと歩いて去ろうとしたアリシアを、ユベルが赤く染まった顔を上げて呼ぶ。

「あっ……、ま、待て！　お前、名前……！」

「えっ？」

　また聞き返そうとしたアリシアだったが、いきなり強い力で室外に引っ張り出されてしまった。ユベル殿下、と呼びかけようとした唇くちびるを手て際ぎわよく手でふさがれ、背後で扉が閉まる。

「むぐ、あら……、カシュヴァーン様？」

　アリシアを外に連れ出したのは、何やら難しい顔をしたカシュヴァーンだった。

「あの、カシュヴァーン様、まだお掃そう除じが」

「掃除？　馬鹿を言うな、お前はメイドじゃないだろう！」

　折しも床に残っていた粥の痕こん跡せきを踏み越えて、カシュヴァーンが苛いら々いらした声を出す。

　ユベルに聞こえることを懸け念ねんしているのか、声量は絞られているが、何か誤解しているらしく明らかに声が怒っていた。掃除は本物のメイドに任せたほうがよさそうだ。

　ユベルはといえば、もうアリシアが行ってしまったと思っているのか、追いかけてくるような気配はない。

　だってばたばた走ると床が減るものね、と気にしないアリシアを捕つかまえたまま十歩ほど歩いたカシュヴァーンは、例の発光物の前あたりでやっと彼女を解放した。

「……悪いなアリシア、様子を見に来るのが遅くなって。お前がひっくり返ったと聞いて、すぐに抜ぬけ出そうとしたんだが、例のジェリオ殿下がしつこくてな」

　低い声でつぶやいたカシュヴァーンは、意味もなく腕うで組ぐみなどしながら、

「このままでは本気でつぶされそうなので、仕方なくルアークを囮おとりにして逃にげてきた。あいつなら、注がれた酒をこっそり処分する技わざも心得ていることだしな」

　予想どおり、どんちゃん騒ぎは今も続いているようだ。カシュヴァーンからは強きよう烈れつな酒精が漂ただよっており、忘れていたはずの頭痛ばかりか軽い吐き気まで感じた。

「……こほっ」

　先ほどのユベルのように、思わず喉のど元もとを押さえてしまう。そんなアリシアの背を軽くさすりつつ、カシュヴァーンは肩を竦すくめた。

「あのジェリオ殿下は、予想どおりの食わせものだったが……こっちの殿下は思わぬ伏ふく兵へいだったな。いや、ユベル殿下にとっては、お前こそが思わぬ伏兵というところか」

「え？」

　あの粥を吐くなんて……！　と必死に喉を押さえていたアリシアが不思議そうな顔をすればするほど、カシュヴァーンは複雑な笑みを浮かべる。

「実はな、お前がユベル殿下の部屋に入ったあたりで、俺はもうお前を見つけていたんだ。話の内容も、大おお雑ざつ把ぱに立ち聞きさせてもらった」

「あら、そうだったんですね。ではカシュヴァーン様も、今度から床を減らさないように気をつけて歩かれるといいと思いますわ！　それに、殿下はあのご様子ですと、エルティーナ様の愛人で我が慢まんして下さるかもしれません」

　感かん銘めいを受けた度合いの順番に従い、アリシアはのんきに報告した。夫の胸中もユベルの胸中もいまいち分かってなさそうな表情を盗ぬすみ、カシュヴァーンはますます複雑そうな顔をする。

「相手は大たい恩おんあるクルセージュの王子殿下であり、お体が弱いために俺も直接お目にかかったことのなかった方だ。だからとりあえず、お前が出てくるまで待っていたんだが……ユベル殿下のためを思えば、妙な期待を抱いだかせる前に、もっと早めに踏ふみ込むべきだったかもしれんな。何せ俺の女王陛下は、本当に残ざん酷こくだから」

　謎なぞめいた言葉は、聞き取ることはできてもよく意味が分からない。

「エルティーナ様のことですか？」

「……本当に憎にくたらしい女王様だな」

　かすかに低い声でつぶやいたカシュヴァーンの顔が、近づいてくる。

「……んっ」

　いささか乱暴に重ねられた唇が熱い。びっくりして腰を引きかけたが許されず、時間をかけて口の中を舐なめ回され、やっと解放された時には完全に腰が抜けていた。

「はぁっ……」

　くたんと身を預けてくるアリシアを抱だいて支えてやりながら、カシュヴァーンはぶつぶつとひとりごちている。

「女王陛下もある意味オーデル侯爵に対して残酷な振る舞いをなさっているが、完全にオーデル侯爵の自じ業ごう自じ得とくだしな。どうやら俺たちから夫婦仲を勉強なさりたいようだが、最後の最後で自尊心が邪じや魔ましているのか、はっきりした希望を口にしなくて実に面めん倒どうくさ……まあいい、お前が変な奴にもてるのはいつものことだし、失恋は男を成長させてくれるだろう」

　自己完結したカシュヴァーンは、白しら々じらしいしぐさで少し乱れたアリシアの髪を直してやる。

「こら、俺のお姫様は、いつまではしたない顔をしているんだ？　そろそろ戻ってルアークを救出してやらないとな」

「ひ、ひどいですわ……」

　自分の残酷さに対する自覚のないアリシアは、潤うるんだ瞳で夫をなじった。その胸にすがるように立ったまま、

「カシュヴァーン様は、もっとご自分のすてきさと口づけの威い力りよくを自覚なさって……！　するならすると言って下さらないと、私、まだ歩けな、きゃあっ!!」

　いきなり抱き上げられたアリシアが悲鳴を上げるが、カシュヴァーンは平気な顔で歩き出した。その口元は盛せい大だいににやけている。

「お前こそ、自分の煽あおり文句の威力を自覚することだ。あの酔っ払い集団からこれ以上有ゆう益えきな情報は引き出せんだろうし、できる『息子』に後は任まかせて、俺たちは部屋でいろいろと仲良くしような？」

　ルアークに暗殺されそうな台詞せりふを口にしてから、ふと思いついたように尋ねる。

「しかし、どうしてお前がこっちの客室に来た？　お前なら、たとえ眼が悪くても匂いを辿たどって会場まで戻ってこられると思っていたぞ。……まさか、あのユベル殿下に引っ張り込まれたなんてことはないよな」

　突っ込み役が誰もいないので、アリシアは「おなかが痛い」に見舞われながらも素直に謝った。

「ごめんなさいね、あれに気を取られてしまって」

　彼女が指し示した物体を見てカシュヴァーンは眉まゆを上げる。

「あー……これは、あれか。クルセージュ名物、ぼこぼこ茸だけ」

　クルセージュにいた時に、見たことがあるのだろう。カシュヴァーンはあっさりと、奇妙な茸きのこの名を口にした。

「シルディーンの『肥ひ料りよう要いらず』のような、強力な毒を持っている茸だろう？　微び量りようでもめまい、頭痛、吐き気、譫せん妄もうその他の症しよう状じようが出ると聞いたが……ふうん、蛍ほたる茸だけとかいう別名は知っていたが、不気味な見た目の割にずいぶんきれいに光るものだな」

「そうそう、おまけにおいしいらしいですわよね！　きっと献けん上じよう品ひんとして持って来られたのね、私たちも食べさせていただけるのかしら!!」

　美食家で有名なグラネウスも、以前食べたことがあると言っていたのだ。獣けものも嫌いやがる『肥料要らず』を食べて生きてきたアリシアとしては、興味をそそられる食材である。

「……やめておけアリシア、他にもっとうまい物をいくらでも食わせてやるから……それにぼこぼこ茸は、きちんと調理すればうまい高級食材でもあるから、結構な値段がするはずだぞ」

　まるで色気のない会話を止めようと、カシュヴァーンはいきなり話題を変えた。

「ところで、今から口づけするぞ」

「ひゃっ!?」

　なんの前まえ触ぶれもない宣言にアリシアは悲鳴を上げ、カシュヴァーンはにやにやしている。

「なんだ、するならすると言ってほしいんだろう？」

「そ、そうですけど、んんっ!?　……はふ、あの、ま、待って、私、まだいいって……！」

「もう言ったからいいだろうが。お前だってしてほしいんだろう？」

　問答無用で唇をふさがれ動どう揺ようするアリシアだが、カシュヴァーンは白々しく開き直るだけだ。

「ほら、またするぞ」

「ん、んんっ!?」

　かぎ慣れない酒の匂いを含んだ吐と息いきが熱い。カシュヴァーンの視線も熱い。

「今夜は全部、何かする前に言ってやるから安心しろ。だからお前も、今度変な男を引っかけてくる時は、俺に心の準備ぐらいさせてくれるな？　な？」

　そして笑顔が、どことなく怖こわい。

「カーシュ様、あの、もしかして怒ってらっしゃる……？」

「ほう、それが分かるとは、さすがのお前もちょっとは成長したのか」

　えらいえらい、とふざけた態度でアリシアの頭を撫なでながら、唇に不ふ穏おんな笑みを刻む。

「たまにはお仕置きというのも、悪くないな。うん、悪くない。悪くない」

「あの、ええと、怒っている上に酔っていらっしゃいます……？」

　飲み慣れない酒に多少は酔っているのか、酔ったふりをしているのか不明な夫に翻ほん弄ろうされながら、舞踏会の夜は更ふけていった。







　結局のところ、明け方近くまでどんちゃん騒ぎは続いたらしい。ライセン夫妻も夜よ更ふかしが祟たたり、結果として全員次の日の昼までつぶれていた。

「……あー、くそ、久しぶりに頭が痛いな……」

　会食の間に用意された席に座りながら、カシュヴァーンが苦々しい顔でつぶやいた。夕べは大変元気そうだったのだが、時間が経ったことで酒精が頭痛に変わったらしい。

「そうですわね、私もちょっと」

　隣となりの席に腰掛けながら、アリシアも額や腹を押さえる。いつもひたすら元気な妻の珍めずらしい発言を聞いて、カシュヴァーンが心配そうな顔をした。

「大丈夫か？　ちょっと無理をさせむぐ」

「も、もう、おっしゃらないでいいですからっ!!」

　真っ赤になったアリシアに口をふさがれたカシュヴァーンは、くすくす笑いながらも少々反省しているようである。

「やはり泡花など飲ませるんじゃなかったな。バルロイでさえ、眉み間けんにしわを寄せているし」

　やや遅れて登場したバルロイもしかめ面つらをしている。強い酒ならレンブラーで慣れているはずだが、泡花には耐たい性せいがないのか、単に量を飲みすぎたのか。隣のレネがけなげに水を勧め、お返しに口づけをねだっては無視されていた。

　デュランダールが「神様退治」を頼んだ相手はカシュヴァーンだけではない。彼と一緒にクルセージュに挙兵を頼みに行ったバルロイもだ。

　外国人であることにくわえ、ジェリオの態度からも分かるようにマルグレート人はラグラドール人に同どう胞ほう意識を持っている。そこを利用し、できるだけ穏おん便びんに事を収めてくれないかというのがその理由である。

「そうですわね、もっとお酒に弱い方々は、まだ起き上がれないようですし……」

　ジスカルドはこんこんと眠り続けているらしいし、ティルナードもはりきりすぎた反動か途中で音ねを上げ、ノーラとセイグラムに部屋で介かい抱ほうされているそうだ。聖職者である〈翼の祈り〉の面々は、舞踏会も途中退場してすでに帰路に就ついている。

「俺も本当は、もうちょっと起き上がらずにお前もが」

「も、もう、言ってはだめですってば!!」

　泡花を飲んだように赤い顔をして夫の口をふさいでいると、横で笑う気配がした。

「カシュヴァーンとアリシアは、いつもどおり仲が良くていいことだ。ノーラたちも、早くお前たちのようになれるといいのだがな……」

　年の功こうと言うべきか、ほどほどに泡花を嗜たしなむことに成功したグラネウスが優しく微笑む。昨さく日じつ同様、どうやらぼこぼこ茸を主題とした衣装を身に着けているので、いろいろ台なしではあるが。

「それにしても、俺も二日酔いなんて久々だよ、カシュヴァーンおにいちゃん。……このお返しは、いつか必ずするからね？」

　夕べの顚てん末まつを知らされたルアークは笑顔で言うが、眼が笑っていない。さすがのカシュヴァーンも、機き嫌げんを取るようにその肩を叩たたく。

「いや、まあ、お前のおかげでいろいろ助かった。『死神』直じき伝でんの技が通用するのなら、ちゃんと会場に戻ろうかとは思っていたんだがな。……マルグレートの連中、妙に勘かんのいい連中が多かった」

　暗殺者としての振る舞いが身についているルアークは、判断力を鈍らせるようなものは摂せつ取しゆしないように心がけている。だがどうしても断れない時は、杯さかずきの中身を適てき宜ぎ処分することでごまかすという技を使う。

　しかし、マルグレート人たちはいかにも愛あい想その良い笑みを浮かべながら、さり気なくこう指し摘てきしてきたのだ。お酒を粗そ末まつにするのはいけませんよ、ちゃんと味わって下さいね、と。

「暗殺者がどーとか、俺に言ってきたぐらいだもんね。もしかするとマルグレートの人たちも、何か訓練を……おっと、噂うわさをすれば」

　ルアークがかすかに表情を引き締めたところで、愛あい嬌きようを惜しみなく振りまきながらジェリオがやって来た。彼も接せつ待たいをしながら相当量の酒精を摂取したはずだが、その笑みには一点の曇くもりもない。

「おはようございます、皆様！　やや、お顔の色が優すぐれない方がちらほら……申し訳ない、皆様と縁えんを繫つなぐことができた嬉うれしさで、つい本気を出しておもてなししてしまいました。女王陛下は、大丈夫ですか？　よろしければこの僕が、お背中などおさすりしますが!!」

　昨夜の酒がこたえたのか、上かみ座ざで寝不足の顔をしているエルティーナはぞんざいに手を振ってみせる。

「結構ですわ、殿下。ところであなたは、そろそろ出しゆつ立たつのお時間では？　大切な商談があるとお聞きしておりますのに、お引き留とめしては申し訳ないわ」

「ははは、そうなんですが、つい未練が勝まさりまして……」

　元々今回の舞踏会は、クルセージュ王家を主しゆ賓ひんとするもの。ジェリオらマルグレート人たちは、図ずう々ずうしくもデュランダールに参加を懇こん願がんして一緒にやって来たのだそうだ。

　おそらくはクルセージュが「神様退治」を始めようとしていることを嗅かぎつけたのだろう。かといって無む下げにもできないため、ジェリオに外はずせない用事がある日を見み計はからって舞踏会の開かい催さい時期を調整したらしい。

　なかなか退出しようとしないジェリオを睨み、カシュヴァーンが「誰かさんを思い出させる王子様だ」とぼやいた。

　エルティーナに絡からむ、笑顔が印象的な「王子様」なら、アリシアにもひとり思い当たる男がいる。

「お元気かしら……」

　カシュヴァーンと鏡合わせの位置に傷を持つ、もうひとりの怪物。アリシアが久しぶりに彼のことを思い出していると、ルアークがそんな彼女を見て意味深しん長ちように微笑む。

「どうせ正体が分かってるなら、俺も当て身でも食らわせてさっさと切り上げるべきだったかな？　カシュヴァーンおにいちゃんに聞いたところによると、俺たちの女王様はまた信しん奉ぽう者しやを増やしたらしいしぃ」

「え？　ゼオ様のこと？」

　物思いに耽ふけっていたアリシアは、「女王様」に反応して彼女の弟の名を口にしてしまう。一瞬カシュヴァーンとルアークの瞳が鋭くなったが、二人の反応はごく平静だった。

「……いや、そうじゃない。別の国の王子様の話だ」

「そうだよ、アリシア。それにあの人は、もう死んだんだから」

「……あっ……そうね、ごめんなさい」

　そう、かわいそうなひとりぼっちの王子様でありシルディーン前王、「ゼオルディス」は死んだのだ。

　でも、「ゼオ」は生きている。生きていれば、また会う機会もあるかもしれない。奇跡は、必要ない。

「いや、気にするな。俺も余計なことを言った」

　誰よりも自分に似ていた怪物王子のことを思い出したのだろう。かすかに瞳を伏ふせたカシュヴァーンは、すぐに話を戻す。

「なんにせよ、ユベル殿下がどう思っていようが、お前にさっぱりその気がないことはよく分かった。そもそもあっちはまだ十歳だし、第一お前は、俺のことだけが『特別』に大好きなのだものな？」

　不意打ちの甘いささやきに、アリシアはぽっと頰を染めた。気分の悪さを凌りよう駕がする「おなかが痛い」に浸ひたっていると、横からルアークが茶化す。

「そうだね、世の中俺やカシュヴァーンおにいちゃんみたいな人ばっかじゃないし、一晩明けたらあっさり忘れてるかも……っと、ジェリオ殿下も退場したところで、おでましかな」

　さり気なく自分のことも織り交ぜてルアークが語り終わったのと、ほぼ同時だった。

「あーっ!!」

　大国の王子らしく、品良く着飾ったユベルが会食の間に入ってきた瞬間大声を上げた。

「ごほ、ごほっ……、お……前！　夕べの……、メイドっ!!」

「ユベル!!」

　何せカシュヴァーンの妨ぼう害がいにより、アリシアの名前も聞かぬまま別れたのだ。いまだ彼女をメイドと勘かん違ちがいしている息子に、一緒に来ていたデュランダールが雷かみなりを落とした。

「失礼なことを申すでない！　お前にも何度か話しただろう。こちらは我が盟友、強公爵カシュヴァーン最愛の妻、アリシア・ライセン様だ!!」

「ええっ!?」

　咳き込むことすら忘れ、ユベルが体を硬直させる。

「な……、そんな……、あの、『死神姫』……？」

「お前が驚くのは分かる。余も正直、カシュヴァーンは意外な趣味だとは思った。だが……愛とは、時に奇跡を生むものなのだ。お前も大人になれば分かる……」

「そんな……、人妻……？」

　微妙に嚙み合わない父おや子この会話を聞きながら、カシュヴァーンがアリシアとルアークを促して一緒に立ち上がった。

「お目にかかれて光栄です、殿下。俺は今あなたのお父上のご紹しよう介かいにあずかりました、強公爵カシュヴァーン・ライセン。そしてこちらが、我が妻アリシア、『息子』のルアークです」

　早々に無む為いな希望を断ち切るつもりらしい。「妻」「息子」の部分を強調するカシュヴァーンの横で、アリシアは邪じや気きなく頭を下げる。

「こんにちは、ユベル殿下。あら、まだ体調がよろしくないの？　お顔が青いようですけど」

　対照的な両親の対応に苦笑しつつも、ルアークもとどめの一いち撃げきを放った。

「初めまして殿下、えーと、ルアークでーす。おにいちゃんもいますんで、機会があれば紹介しますねー」

「ふ、二人も息子が……!!」

　絶句したユベルが倒れ込まないよう、そっと支えたプレアーナが悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「あらあら、まあまあ……ユベルが急に、こちらで働くメイドの働きぶりを見ておきたいなどと言うから、どうしたのかと思っていたけど……」

「母上！」

　真まっ青さおから真っ赤になったユベルを、プレアーナは優しく諭さとす。

「ユベル、落ち着いて、アリシア様と公式の場でお会いするのは初めてなのでしょう？　きちんとご挨あい拶さつしなさい」
















「は、はい」

　渋しぶ々しぶながらも、ユベルは覚かく悟ごを決めた様子だ。背筋を伸ばし、少々の時間をかけてアリシアに頭を下げた。

「……夕べは……その、本当に、いろいろと、失礼いたしました。余は、ユベル・セティル・ド・クルセージュ。クルセージュの王子……です」

「気になさらないで、殿下。お粥、とってもおいしかったです」

　アリシア側に嫌味のつもりはないのだが、ユベルの顔色がまた青くなる。

「あれは！　わ……忘れて下さい!!　体調が思わしくなく、どうしても喉を通らなかったからとはいえ……母上が作って下さったものを、あんな風に扱うなんて……!!」

「粥？」

　粥のくだりは見ていないらしい。眉根を寄せるカシュヴァーンをよそに、ユベルは母とアリシアに深々と頭を下げた。

「母上にもアリシア様にも、申し訳ないことをしました。何度もこちらに招まねいていただきながら、舞踏会に出ることもできない自分が不ふ甲が斐いなくて、つい……余が、どうかしておりました」

　素直に謝罪した後、ぱっと顔を輝かがやかせて続ける。

「あっ、でも、アリシア様、今度ぜひクルセージュ王宮へいらして下さい。お詫わびに、もっともっとおいしい食事を用意させますから!!」

「あら、でも、よろしいの？　お金がかかってしまいますし、人が出入りすると床の減りが早くなりますわよ」

　またしても、アリシアに嫌味のつもりはない。だがユベルはそう思えなかったらしく、懸けん命めいに釈しやく明めいを始めた。

「よ、余は、なんでもけちればいいと思っている訳ではありません！　余はまだ若年で、体も弱く、周囲に迷めい惑わくをかけるばかりですから……ごほ、失礼、だからせめて、少しでも不要な出費を抑えたいと思っているだけで……!!」

「まあ、それは本当にいいお考えだと思いますわ」

　ユベル自身が自覚しているように、現在の彼はこうして人前に出ることさえやっとの状態なのだ。一足飛びに体を治なおすことができない以上、今できる最大のことをしようという考え方はアリシアとも共通する。

「女性は……けちな男は、好きではないのでは？」

「私も、お金を使わずにすむならそのほうがいいと思っています。それに私、あまり人を嫌きらいだと思ったことはありませんの」

　そう、「特別」に「嫌い」だと思った相手はただひとりだけだ。そんな気持ちも、もう消えてしまったけれど。

「……こほっ」

　そこで突然吐き気を覚えたアリシアを、カシュヴァーンとルアークが慌あわてて支えた。

「アリシア、大丈夫か？」

「まだお酒が残ってる？　少し休ませてもらおうか」

「い、いいえ、大丈夫……ただで食べられるお食事を抜くなんて、そんなもったいないことは……!!」

　必死に踏ん張るアリシアを見るユベルの眼が、熱を取り戻していく。

「母上以外の女性に……余の考え方を理解していただけたのは、初めてです」

　危険な兆ちよう候こうを、カシュヴァーンは見み逃のがさなかった。妻の背を優しくさすりながら、それはにこやかに微笑む。

「俺の妻を非常に気に入って下さったようで、光栄ですよ、殿下。さて、関係者だけになったところで、そろそろ本題に入りませんか？」

「……うわーうちの『お父さん』、大人げないー」

　子供相手に容よう赦しやのないカシュヴァーンの態度にルアークはぼやき、すっかり放置されているエルティーナも「婚こん約やくの話は、今はしないほうがよさそうねえ」と苦笑いしている。

「ああ、申し訳ない、ライセン強公爵」

　慌てて謝ったユベルだが、その瞳には恋こい敵がたきに対する嫉しつ妬とはなかった。むしろ、尊敬の念さえ見て取れた。

「会えて光栄です。余も、父上が盟友として認めるあなたにお会いしたかった。『死神姫』はその……、少々想定外の方でしたが、ライセン強公爵は余の理想どおりで嬉しいです」

「……それは、こちらこそ、光栄です」

　まるで昨日のジェリオだ。意外な態度に驚くカシュヴァーンを見上げ、ユベルは無念そうにうめく。

「残念ながら余は、このとおり病弱で、今までお目通りすら叶かなわぬ身でありました。……ごほっ、もしかすると、すぐ退出しなければならないかもしれませんが……余もいずれ、あなたや父上のように、強く立派な君主にならねばなりません」

「……父上を、尊敬していらっしゃるのですね」

　乾いた声にアリシアがはっと仰あおぎ見れば、カシュヴァーンの口元から笑みが消えている。一方のユベルはジェリオとは全く違う、心の底から嬉しそうな笑顔でうなずいた。

「もちろんです!!」

　息子が父を尊敬するのは当然。そう信じきっている青い瞳が、かたわらに立つデュランダールに向けられる。

「人は父上のことを『残虐王』などと呼びますが、父上の豪ごう腕わんがなければ、クルセージュは〈翼の祈り〉の傀かい儡らいとなっていたかもしれないのです！　その息子として、余はなんとしても父上のように、立派な王にならなければ!!　ねえ父上!!」

「余のよう、では困るぞ、ユベル」

　厳きびしさと優しさをこめて、デュランダールが首を振った。

「余を凌しのぐ、強く立派で、民に尊敬される王になってもらわねばな」

「はい、がんばります、父上!!」

　敬意と愛情を瞳にたたえ、ユベルも大きくうなずいてみせる。静かに微笑むプレアーナもくわえたその図は、正しく「家族の肖しよう像ぞう」とでも題すべきものだろう。

　すべてカシュヴァーンが手に入れることができなかったもの。

「ああ、申し訳ありません、ライセン強公爵閣かつ下か」

　家族間で盛り上がってしまったことを詫びるユベルに、カシュヴァーンは淡たん々たんと応じた。

「──いえ。俺もあなたのお父上のことは、尊敬しておりますから」

　それ以上言わなくても、彼が誰を思い出しているのかはアリシアにも分かった。

　レジオール・ハルバースト。カシュヴァーンの父。妻を喪うしなった悲しみから精神に異常を来きたし、カシュヴァーンの母を、トレイスの姉を殺害した怪物だ。

　だが殺された母マリアンヌ・ライセンだとて、単純な悲劇のヒロインではなかった。保守的なアズベルグでも群ぐんを抜いた〈翼の祈り〉信者だった彼女は、貴族であるレジオールとの間に子をもうけながら、母と名乗らせてもらえない状況にいっさい不満を漏もらさなかったという。

　聖女アーシェルを迫はく害がいするという原罪を背負った、自分たちのような農民層は上位者に償つぐなって当然。レジオールに殺される時も、きっと彼女は不満を持たなかっただろう。

「では改めて、食事がてらお話をお聞きしましょう」

　仕切り直す声は、いかにも冷静でそつがない。だからこそアリシアは、自分の気分の悪さも忘れて夫の顔を見つめ続けていた。







〈神具礼賛〉、クルセージュとマルグレートの状況、ライセン家に求められる役割について。ひととおりの話を聞き終わるまでには結構時間がかかり、途中で体調を崩くずしたユベルが退席、なんとか復帰したジスカルドが途中参加するなどを含め、気づけば夕刻が訪れようとしていた。

「今日はここまでとしましょう」

　途中からは茶ちや菓が子しを口にしながら長く続いた話し合いは、エルティーナの言葉で打ち切られた。大量の情報を頭の中で整理しながら、アリシアは一緒に客室に戻っていくカシュヴァーンにそっと声をかける。

「あの、カシュヴァーン様……」

　だがカシュヴァーンは、珍しく妻の声が聞こえなかったようだ。先ほどの話し合いの最中はささいな疑問点も見逃さず、鋭い質問を投げかけていたのに。

「アリシア」

　ふと、ルアークの呼び声が聞こえた。振り返った瞬間、耳元に小さくささやきかけられたアリシアは、大きくうなずいてみせる。

「……なんだ、お前たち」

　驚いたようにカシュヴァーンが足を止めた。左右から、呼吸を合わせてアリシアとルアークが抱きついてきたのだ。

「うふふ」

「えへへー」

「いや、だからなんだと」

「カシュヴァーン様、大好きです！」

「おにいちゃん、大好きだよ！」

　声を揃そろえてそう言えば、カシュヴァーンにも二人の思おも惑わくが読めたようだ。全く、と肩を竦めると、ちょっとだけ強めに妻と『息子』の頭をぐりぐりと撫でる。

「言っておくが、俺は他人が神を信じようが親父おやじとお袋ふくろを尊敬しようが、文句をつけるつもりはないんだからな。よそはよそ、うちはうちだ」

「はい、分かっています。カシュヴァーン様とルアークがいるライセンのおうちが、一番大好きです！」

　亜あ麻ま色いろの髪をくしゃくしゃにされながらも、弾はずんだ声でアリシアは応じた。

　すねたような声こわ音ねや少し乱暴なしぐさから、ちゃんとカシュヴァーンの気持ちが伝わってきて嬉しい。アリシアが愛しているのは絵に描かいたような優しく気のつく王子様ではなくて、「アズベルグの暴君」なのだから。

　カシュヴァーンも、調子が戻ってきたようだ。乱れてしまった髪を直してくれるしぐさに、余裕が感じられる。

「だが、慰なぐさめてくれる気持ちがあるなら話は別だぞ？　アリシア、ルアーク」

　流し目に、ルアークは恥じらうように瞳を伏せて応じる。

「えー、分かったよぉおにいちゃん、俺のままでいい？　ルシアナのほうが好みなら、ノーラに服を借りてくるからちょっと待っあいたたた！」

　固めた拳で遠えん慮りよなく頭をぐりぐりされて、ルアークが悲鳴を上げた。

「席を外してくれるという意味なら、いい線行っているけどな死神！」

　きゃー、とわざとらしい声を上げるルアークを微笑ましく見つめていたアリシアは、突然襲おそってきた吐き気に口元を押さえた。

「……こほっ」

「アリシア？」

「アリシア、どうしたの！」

　きゃあきゃあとふざけ合っていたカシュヴァーンとルアークが、たちまち心配そうな表情になってアリシアに近寄ってきた。

「ご、ごめんなさい、なんだかちょっと気分が悪くなって……食べすぎたのかしら」

〈神具礼賛〉を含むクルセージュの話は興味深かったし、カシュヴァーンの様子が気になるしで忘れていた吐き気が蘇よみがえってきたのだ。やっぱりピネー・ナッツの蜂はち蜜みつ漬づけ二十個は欲張りすぎたわね、と後こう悔かいしているアリシアを、カシュヴァーンがいきなり抱きかかえる。

「きゃっ!?」

「昨日からずっと食べ通しの飲み通しだからな。お前は決して酒に強くはないのだから、このまま先に休ませてもらおう。旅の荷物は、オーデル侯爵が用意して下さるそうだからな」

「あの、でも、カシュヴァーン様をお慰め……」

「馬鹿、そんなものは、体調が戻ってからじっくりやってもらえばいい！　ほら、さっさと部屋に戻るぞ」

「そうそう、慰め役は俺に任せて、あいたたた」

　茶化すルアークを小突きながら、カシュヴァーンは足を速めた。











第三章　海賊伯爵夫妻






　南北に延のびたクルセージュの東の端、シルディーンのオーデル地方とも近いランフォード伯はく爵しやく領りよう。

　地味豊かな草原が延えん々えんと続くのどかな光景の中を、シルディーン王家の紋もん章しようが入った数台の馬車がゆっくりと進んでいく。うち一台の御ぎよ者しやを務つとめるトレイスは、王家の持ち物に傷をつける訳にはいかないとひどく緊きん張ちようした面おも持もちだ。

「まさかこの面々で、『神様退治』に出ることになるとはなぁ」

　トレイスが操る馬車の内部にて、だらしなく長なが椅い子すに背を預あずけたバルロイが何やら感かん慨がい深そうにぼやいた。王宮を出たために、いつもの軽けい装そうに戻っている。

「おい、そりゃそうとカシュヴァーン、オーデル大だい侯こう爵しやく閣かつ下かはどうしちまったんだ？　何か相当悪いもんでも食ったのか」

　バルロイの向かい側にいるカシュヴァーンは、先日も散々聞いた質問に肩かたを竦すくめて窓の外へと視線を投げた。併へい走そうしている馬車の中、ひとり物思いに耽ふけるジスカルドの美しい横顔が見える。ちなみにこちらの御者はルアークだ。

「オーデル侯爵様、なんだか寂さびしそうですわ。ちょっと狭せまいかもしれませんけど、やっぱりこちらの馬車にお乗りいただいたほうがよろしいのでは？」

　バルロイのあごあたりをまっすぐ見つめてアリシアが言うが、カシュヴァーンとバルロイはなんとも曖あい昧まいな笑みを浮かべるばかりである。最初はジスカルドの腹を探さぐろうと一緒に馬車に揺ゆられていたが、途中から御者台に逃にげたルアークも同じ気持ちだろう。

「神様退治」自体は兵を貸してくれる段階でデュランダールから呈てい示じされていた条件であり、断ることはできない。

　だが、いくら目的地とオーデル地方が近いからといって、ジスカルドと……それも、今の状態のジスカルドと行動を共にすることにはまだ慣れないようだ。

「クルセージュとオーデルは近いことだし、なんとかいう茸きのこでも食ったのかもしれんな。今回の件で俺の屋や敷しきにいきなりやって来てからずっとあの調子だから、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに治なおることはなさそうだ。……まあ、気の毒な面もないではなし、独身の女王陛へい下かのためだと思って我が慢まんしてくれバルロイ」

　途と端たんにバルロイの隣となりにいたレネがぎっと眼を剝むいたが、バルロイは「俺は決まった相手がいる女に手は出さないと知ってるだろ」と軽くいなした。

「ま、確かに気の毒ではあるさ。元妻に、次の夫を見み繕つくろってこいと言いつけられちゃな」

　ユベルとの縁えん組ぐみは難しいと見たのだろう。エルティーナはジスカルドに、「ついでにクルセージュの貴族で、私と釣つり合う相手がいないか見てきてちょうだい」と頼んだのだ。

「しかし、一国の女王ともなれば、下へ手たに他国の貴族を娶めとるのもなあ……ただでさえ、クルセージュがシルディーンを飲み込むなんて噂うわさが流れているんだ。そういう意味じゃ、今は国内で足あし下もとを固めてもらったほうが、こっちとしても都つ合ごうがいいんだがな」

　ラグラドール人としては比ひ較かく的てき公平な視点を持つバルロイであるが、根っこはやはり戦いくさを求める傭よう兵へい。大国同士が手を結んで平和になれば、仕事がなくなるとうそぶいた。

「そうですわよね、やっぱりエルティーナ様にはオーデル侯爵様がお似合いですもの！」

　にっこり微笑ほほえむアリシアをまた曖昧な表情で見やりつつ、バルロイはため息をつきながらうなずく。

「正直女王陛下は、オーデル侯爵にはもったいないほどいい女だ。だがジスぼうやも、いろいろ反省しているようではある。とはいえ、一度壊こわれちまった二人だ。修復するのは、なかなか難しいだろうよ」

　含ふくみのある言葉は、エルティーナたちだけに向けられたものではないのだろう。折しも緩ゆるやかな丘の上に、広大な敷しき地ちを持つ邸てい宅たくが見えてきた。

　周囲に比較対象がないので判断しづらいものの、元々狩かりの季節に使う屋敷を改築したライセン家より大きいかもしれない。淡あわい白と木目を生かした優しい色合いは、邪じや教きようの館やかたと見み紛まがう「ライセンの石屋敷」とは対照的であるが。

「あれが噂のランフォード家の屋敷か」

「あら、なかなか立派なおうちですわねぇ。窓がたくさん……全部硝子ガラス張りなら、それだけで相当な金額ですわ。クルセージュの通貨はデクスだったかしら……」

　漂ただよう金の匂いに反応したアリシアが嬉うれしそうに言うと、カシュヴァーンも同意を示す。

「ランフォード伯爵はほぼ一代で成り上がった男だが、クルセージュでも有数の金持ちらしいからな。だからこそ、没ぼつ落らくした名家の令れい嬢じようと結婚することができた……」

「はは、どっかで聞いたような話だな」

　ライセン夫妻を見つめてバルロイが混ぜっ返してきたが、カシュヴァーンはそう指し摘てきされることを予期していたようである。

「全くだ。しかし我わがライセン家との違いは、こっちの夫婦仲が最悪であることだな」

　さり気ないしぐさで抱だき寄せられ、アリシアはぽっと頰ほおを染そめる。

「全く、オーデル侯爵は気味が悪いし、お前はいらっとする感じになるし……」

　隊長に肩を抱いてもらおうと、手を摑つかんで引っ張るレネを牽けん制せいしながらバルロイは愚ぐ痴ちった。







　馬ば鹿かなことをやっている間に、ランフォード家の屋敷の前で馬車が停とまった。デュランダールから知らせは受けていたらしく、門もん扉ぴのところで長身の青年がひとり、馬車から降りるアリシアたちをじっと睨んでいる。

　年ねん齢れいは三十を少し過ぎたあたりか。カシュヴァーン様と同じ、見た目は三十三才ぐらいね、とアリシアは思った。

　短く刈かり上げた黒くろ髪かみと、日に焼けた肌はだは一見非常に健康的だ。クルセージュ人の衣服はシルディーン人よりも開放的なので、襟えりを開いた上着から覗のぞく分ぶ厚あつい胸むな板いたもよく分かる。

　だが、圧倒的な酒さけ臭くささが健康的な印象を覆くつがえしてしまう。馬車には酔よわずにいたアリシアも、思わず口元を押さえた。

「アリシア、気分が悪いならしばらく黙だまっていろ」

　気き遣づかう口く調ちようのカシュヴァーンであるが、少しほっとしたようにも見える。眼の前の男と接せつ触しよくさせたくないのだと勘かんづいたルアークだが、いつもの夫馬鹿だけではないと判断し、素直に『お母さん』の袖そでを引いてトレイスと並ぶ位置まで下がらせた。

　バルロイとレネは沈ちん黙もくを保たもち、ジスカルドは今のやり取りを書き取っている。極力そちらを見ないようにしながら一歩踏ふみ出したカシュヴァーンを、深い緑の瞳ひとみがねめつけた。

「……初めまして、あなたが噂のライセン強きよう公こう爵しやく閣下ですね。俺が当主のレビン・ランフォードです」

　カシュヴァーンの顔も名前も聞いているようだ。無ぶ遠えん慮りよなほどまっすぐに見つめ、レビンはいかにも事務的に名乗った。

　屋敷の主あるじが執しつ事じも連れずに外で待っているあたり、カシュヴァーン同様型にはまらない男のようだが、藪やぶ睨にらみ気味の瞳には明らかな敵意がある。自然、カシュヴァーンも触しよく発はつされて似たような態度になっていく。

「──初めまして、おっしゃるとおり俺がカシュヴァーン・ライセン強公爵です。こちらは妻のアリシアと、『息子むすこ』のルアーク。ところで、貴公の奥様は？」

　いきなり踏み込んできたカシュヴァーンに、レビンがびくりと眼の端はしを引きつらせた。アリシアの意外な容よう貌ぼうに少々驚いている様子もあるが、それどころではないようだ。

「ご存じでしょう？　俺の妻は、お客様が来たからといってにこやかに着飾って出てくるような、殊しゆ勝しような性格ではありませんから」

　刺とげ々とげしい気分を隠かくしもせずに、レビンは吐はき捨てた。カシュヴァーンの斜ななめ後ろに控ひかえたトレイスが青くなり、ジスカルドが「よくない例」とつぶやきながら書き取りを続けているが、お構いなしだ。

「全く、人の家の事情にずかずかと……『残ざん虐ぎやく王おう』の紹しよう介かいでなければ、俺の敷地に入った時点で叩たたき出しているところですよ。ご存じのとおり俺は、海かい賊ぞく上がりのしがない成り上がり貴族ですから、あまり礼れい儀ぎを知りません。おっと、あなたもそうでしたか？　ライセン強公爵閣下」

　刺々しさを通り越し、レビンは殺気さえ振りまき始めている。露ろ骨こつな挑ちよう発はつに、カシュヴァーンは軽くあごを上げた。

「ええ、妻にはよく、山さん賊ぞくのようですてきだと言われますよ。海賊とどっちが強いか、試してみるのも面おも白しろいかもしれないですね」

　一いつ触しよく即そく発はつ状態になった二人をしばらく静観していたバルロイは、無ぶ精しよう髭ひげの散らばったあごを搔かきながら話に割って入った。

「まあまあ、ここいらで俺にも自己紹介させてくれるとありがたいね、ランフォード伯爵。あんたが懇こん意いにしてるマルグレート人とは仲良しで、ラグラドールの傭兵隊長をやってるバルロイ・レクサンドールだ。こっちは部下のレネ」

「こちらは世界一無精髭が似合う私のバルロイ様ですが、手出しは許しませもがもが」

「お前はちょっと黙ってろレネ」

　いまいち格かつ好こうがつかなかったバルロイだが、ラグラドールの傭兵団長という肩書きは効力があったようだ。表情に緊張を走らせるレビンに、ジスカルドがすかさず続ける。

「私はオーデル地方の領主、ジスカルド・オーデルだ。シルディーンの宰さい相しようも務めている」

　ここ最近の態度はおかしいが、ジスカルドは国内外でも有数の貴族である。押し出しの良さは折り紙付きであり、レビンも領土の近い名士にけんかを売るのは得策ではないはず。

「ついでに俺は、マルグレートの王子様にも認めてもらった暗殺者だったりしますー。よろしくね、ランフォード伯爵？」

　ルアークも、人なつこい微笑みと共に腕うで前まえを誇こ示じしてみせる。

「そういう訳で、こちらもいろいろな場面に対応できる人材を連れてきているため、どうぞご心配なさらず。もっとも俺も貴公同様、優ゆう雅がな貴族趣しゆ味みなど持ち合わせてはいないんだ。お望みなら、一度拳こぶしで語り合ってみますか？」

　最後にカシュヴァーンが平然と脅おどすと、レビンは疲つかれたようにため息をついた。

「おとなしく門前払いを食らってはくれませんか。やれやれ、せっかく降こう霊れい術じゆつの準備が整い始めたのに……」

　彼も実力で今の地位を手にした男。腕に覚えはあるのだろうが、だからこそ引き際ぎわというものを知っている。一番後ろで緊張していたトレイスも、ほっと肩の力を抜ぬいた。

「まあ、本当に降霊術をなさるおつもりなんですね!!」

　しばらくは気分の悪さのせいもあり、「海賊」云うん々ぬんはがんばって聞き流していたアリシアが耐えきれず口を開いた。

「生き返りとなるとなかなか信じがたいですけど、降霊術ならぎりぎりありそうな気がしますの!!　術者の方はもういらしているのですか!?　触しよく媒ばいもがもが」

　興奮するアリシアの口をふさぎ、ルアークが笑顔で諭さとす。

「うん、アリシア、もーちょっとだけ我慢しようね。まあ、術者には俺たちも会いたいんだけど……っ!?」

　突然言葉を切ったルアークが見たのは、レビンが侵しん入にゆうを拒こばむように立っている門扉の内側だ。門番は置いていないのか追い払ったのか、さっきまでそこには誰もいなかったのだが、屋敷のほうから白い布をなびかせた人影が小走りに駆かけてきた。

「やや、これは皆みなさんお揃そろいで！　いやいや、運命を感じますね!!」

「ジェリオ殿でん下か!?」

　嬉しそうに話しかけてきたのは、なんとマルグレートの第二王子、ジェリオだ。驚おどろくカシュヴァーンに、ジェリオは白い歯を見せて笑う。

「そんなに驚かれるとは、意外だなあ。ランフォード伯爵家は、僕にとっても非常に大切なお得意様であることはあなた方もご存じでは？　せっせと足を運び、じゃんじゃん！　物を買って下さるようお願いするのが当然でしょう？」

「……そう、らしいな」

　他に答えようがないカシュヴァーンも、バルロイのほうを見ているアリシアも、レビンに降霊術を勧すすめたのが〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉であったことは知っている。だが、ジェリオ自みずからが現場に足を運んでいるとの情報はなかった。

「しかし、考えてみればあなた方もまた、僕のお得意様になる資格は十分ですねぇ。どうせ〈神具礼賛〉については、クルセージュの国王陛下あたりからたくさんお聞きでしょうし」

　先日の舞踏会の際はついに口にしなかった教えの名を、ジェリオは自らつぶやいた。一同の表情が警けい戒かいを帯おびるが、本人は相変わらずにこやかである。

「亡なくなった方を呼び戻したい時は、ぜひとも僕にひと声おかけ下さい。まずは降霊術で、死者の魂たましいと会話をする奇き跡せきからお売りいたしますよ」

　以前よりさらに具体性を増した誘さそいに、アリシアはきゅっと拳を握にぎった。

　読書も妄もう想そうも大好きだ。でも、どれだけ恐きよう怖ふ小説が好きでも、お話はお話。現実に人に死んでほしいと思ったことはなかった。

　しかし奇跡が実現するなら、それは現実なのではないのだろうか。

「ああ、レビン様、どうぞご安心を。まずはあなたを、愛いとしのミリアム様と会わせて差し上げますから。では僕は、引き続き準備をしますので！」

　最後に愛あい想そ良くレビンに微笑みかけたジェリオは、一礼して再び屋敷のほうに戻って行ってしまった。

「……死んだ人間を呼び戻す降霊術、な……」

　皮肉っぽくつぶやいたカシュヴァーンは、射い貫ぬくような眼でレビンを見た。

「ランフォード伯爵。貴公は本当に、〈神具礼賛〉の謳うたう奇跡を信じているのか？　分かっているだろう、奴やつらは貴公を使って自分たちの名前を売りたいだけだ。死んだ女が、生き返る訳がないだろう」

「そうですわ、ランフォード伯爵」

　降霊術には多少の期待を捨てられないアリシアであるが、ここは夫に加勢する。

「だってとってもお金がかかるそうですし、第一〈神具礼賛〉の方々が、実際に人を生き返らせた例はないと聞いていますわ！　ですが一度お金を払ってしまうと、払った分が無む駄だになる気がして後に引けなくなり、ついずるずる……商売としてはおいしいですけど」

「──俺はただ、俺の人生を変えてくれた女を生き返らせたいだけです」

　脱だつ線せんし始めたアリシアの言葉をさえぎり、レビンは断言した。

「ライセン強公爵夫妻、それにあなた方を派は遣けんしたクルセージュ国王夫妻。あなた方のように、幸せな結婚生活を送っている夫婦には分からないでしょうがね」

　デュランダールたちまでまとめて吐き捨てるなり、彼は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一同を差し招まねく。

「さあ、招かれざるお客様方の部屋はこちらですよ。社交辞令ではなく、なんのおもてなしもする気はありませんが、どうぞこちらへ」

　自らの言葉を証明するようにさっさと歩き出したレビンが、デュランダールに課せられた今回の目標。

　地位も名めい誉よも財産もあるが、不幸な結婚生活を送るレビンに〈神具礼賛〉がささやいてきたのだ。奥様の妹、あなたが本当に結婚したかったミリアム様を生き返らせてあげましょうか、と。

「ランフォード伯爵って、残虐王陛下に取り立てられて伯爵になったんだよねえ。マルグレートの王子が関わってる件とはいえ、クルセージュ王家からもうちょっと強くは言えないの？」

　一応、というようにルアークが確認すると、カシュヴァーンは肩を竦めた。

「言ってはいるが、伯爵の心情が分かるだけに、陛下も難しい立場らしい。……俺だってアリシアやお前に何かあれば、奇跡にすがる心境になるかもしれんからな」

　プレアーナと仲なか睦むつまじく暮らすデュランダールがいくら言っても、説得は難しいのだろう。

「ランフォード伯爵が〈神具礼賛〉に取り込まれれば、オーデル地方を経由して奴らはシルディーンにも触しよく手しゆを伸ばす。面めん倒どうだが、ここで未然に防いでおいたほうが後々のためだ」

　しかし長丁場になりそうだと、カシュヴァーンはぼやいた。







　案内というほどの気遣いはなく、単にレビンについていく格好で、アリシアたちはランフォード家の屋敷に通された。

「まあ、広い上に隅すみ々ずみまでお金のかかった、すてきなお屋敷ですわね」

　遠目に見た時から思っていたが、邪教の館と見紛う怪あやしいライセンの屋敷と違って、ランフォードの屋敷は広い窓から明るい日差しが差し込む開放的な作りだった。アリシアの趣味ではないが、ここで降霊術というのは別の趣おもむきがある。

「皮肉ですか？　庶しよ民みん的てきすぎるとよく言われますがね。俺は海での暮らしが長いので、狭苦しい作りは好きじゃないんです。では、ジェリオ殿下と打ち合わせがありますので、これで失礼しますよ。従じゆう僕ぼくとメイドを何人かつけますので、必要なものがあれば聞いて下さい」

　さすがに使用人もつけずに放り出すつもりはないようだ。最低限の義務だけ果はたしてどこかに行こうとしたレビンだったが、そこにひとりの女性が近づいてきた。

「あら、なあに、お客様？　マルグレート人にしては色白ね」

　濃こい茶の髪を編み上げた三十代の女性の姿を見るなり、レビンの表情が険けんを帯びる。

「クレメア！　勝手に出てくるなと言っているだろう!!」

「うるさいわね、ここは私の家でもあるのよ？」

　レビン同様、シルディーン人と比くらべると襟ぐりや二の腕が開放的なドレスを着ている彼女は、どこかはすっぱで投げやりな雰ふん囲い気きをまとっている。この方がクレメア様、とアリシアは記き憶おくを辿たどった。

　クレメア・ランフォード、旧きゆう姓せいはアルクス。アルクス伯爵家は数代前まで栄えい華がを誇ほこっていたが徐じよ々じよに落ちぶれ、クレメアが生まれた頃にはすでに見る影もなく没落していたという。

　アリシアの生家フェイトリンと同じような状況だ。成り上がり貴族に求きゆう婚こんされたところも一致している。

　違うのは、クレメアには体の弱い妹・ミリアムがいたこと。両親は人並みの器量であるクレメアではなく、可か憐れんな美少女だったミリアムをいい家に嫁とつがせようと躍やつ起きになっていたことなどだろう。

　そこまで思い至ったところで、アリシアは軽い吐き気を感じ口元を押さえた。近づいてきたクレメアが振りまく、レビン以上に強い酒の匂においに反応したのだ。

「アリシア、大丈夫か？」

　すぐに気づいたカシュヴァーンに背中をさすられながら、アリシアはうなずいた。

「ごめんなさい……なんだかちょっと、気分が」

「あら大変、噂の『死神姫』様は気分が悪いの？　私もよ。たった今、最高に気分が悪くなったわ」

　嫌いや味みたらしく言ったのはクレメアだ。寄り添そうライセン夫妻を睨みつけ、

「本当にあの『残虐王』陛下ときたら、強ごう引いんなんだから……よりによって私たちのところに、噂のいちゃいちゃ夫婦を送り込んでくるなんて！　国王夫妻のべたべたぶりだけでも、腹が立つっていうのに」

「！　ここにまでそんな噂が広がっているとは……！」

　ジスカルドが、隠しきれない尊敬のまなざしでカシュヴァーンを見る。絶対に見返さない、と心に決めているカシュヴァーンをよそに、クレメアは今度は夫をなじり始めた。

「レビン、あなたも腰こし抜ぬけになったものね。海の上なら誰だれにも負けない海賊伯爵も、陸おかではこのざまってわけ。ふん、とはいえあなたは元々、ミリアムと結婚したくて今の地位を得たような男だもの。見た目にそぐわず、性格は乙女おとめ」

「黙れ！　気分が悪いなら、酒をやめて部屋で寝ていればどうだ!!」

「うるさいわね、そっちだって酒浸びたりのくせに!!　言われなくてもそうするわよ!!」

　互たがいに酒臭い息を吐きかけるようにして、ランフォード夫妻は罵ののしり合う。聞いているだけで胃が痛くなってきたらしく、トレイスが「まだいちゃいちゃされたほうがまし……いや、だまされてはいけないぞ、私……」と自問自答を始めた。

　やがてクレメアは、肩をそびやかして去って行ってしまった。気まずい空気のなか、カシュヴァーンが一応の確認を取る。

「……あの方が、貴公の奥方であるクレメア様か」

「……白しら々じらしいですね。とっくにご存じでしょうに」

　睨みつけてくるレビンにも、カシュヴァーンは悪びれない。

「ああ、そのとおり。ついでに言わせてもらえば、押しかけ客人としては、眼の前で夫婦げんかをされるといささか胃が痛いですね。貴公にも言い分はあるだろうが、死んだ女を生き返らせるより、生きている女を大事にすればいかがです？　意中の妹が亡くなったからとはいえ、その姉に求婚したのは貴公自身でしょうに」

　なのに、今さら妹を生き返らせるなどと言い出せば、クレメアが反発するのも当然だ。言外にそう責められて、レビンは一いつ瞬しゆんだけ黙った。

「……それより、あなたの奥様を部屋に運んで差し上げればいかがですか。長旅でお疲れなのでしょう？　俺たちには構わず、どうぞ存分にいちゃいちゃして下さい」

　貴様に何が分かる。刺さすような視線で告げたレビンは、カシュヴァーンの問いかけを無視して行ってしまった。







　ランフォード夫妻のやり取りに、使用人たちは慣れているのだろう。表情を変えないままライセン一行の荷物を運び、客室に案内してくれた。

「……おい、ちょっと待て、どうしてオーデル侯爵が俺たちと同室なんだ」

　部屋割りの段になり、バルロイがカシュヴァーンに食ってかかる。

「いや、ほら、あれだ。三人ずつだと、どうしてもこうなるだろう？」

　ランフォード家は広いのだが、空間のゆとりを大切にしているため部屋数自体はあまり多くない。国王命令で無理やり泊とめてもらうことを考えれば無理も言えない、とカシュヴァーンは言い訳するが、何せバルロイたちは民族ぐるみでジスカルドに馬鹿にされてきたのだ。

「そっちはトレイスがいるだろう!?　なんとかもうひと部屋用意してもらってだな」

「わ、私は使用人用の部屋で十分ですので……」

　トレイスが恐きよう縮しゆくし、レネが気を遣う。

「バルロイ様、狭いのがお嫌いやなら私も使用人用の部屋に行きましょうか？」

「やめろレネ！　俺を置いて行くな！」

　ジスカルドと二人きりだけはごめんだとバルロイがすがれば、当のジスカルドもレネを引き留とめた。

「そうだ、レネ。お前がレクサンドール子し爵しやくと一緒でなければ困る。同室の意味がない」

　どうしても自尊心が邪じや魔まするのか、なんの参考にしたいかは彼は言わない。だが自分から踏み込んで藪やぶ蛇へびになるのは避さけたいらしく、バルロイは必死になってカシュヴァーンたちに押しつけようとする。

「さ、参考にしたいなら、隣りん国ごくまでいちゃいちゃぶりが鳴り響ひびいているそっちの夫婦だろ。ほら、ルアークはその気になりゃ姿を消していられるんだし、オーデル侯爵を代わりに」

「へえ、じゃあ俺とジスカルドおにいちゃんが代わる？　ところでレネ、最近すっごく可か愛わいくなったよねー」

「ありがとうございます、ですが私にはバルロイ様が」

「うん知ってる。けどバルロイおじさんはレネのものだけど、レネは違うらしいじゃん。ところでレネ、知ってる？　男ってさ、気になる女の子が別の男にちょっかいを出された時に、自分の本心に気づいたりするんだよ……？」

「分かりましたルアーク」

「分かるな！」

　堪こらえきれず突っ込んでしまったバルロイの横で、ジスカルドがそっと眼を伏ふせた。

「……そうかも、しれんな……」

「──ああくそ、分かった、後で覚えてろよカシュヴァーン!!」

　やけくそでレネとジスカルドの手を摑んだバルロイが、大おお股またで割り当ての部屋に引っ込んだ。同じくアリシアたちと一緒に部屋に入ったカシュヴァーンが、明るい光に満ちた室内を見回しながらふっとため息をつく。

「でかしたぞ、ルアーク。アリシアの調子が悪い時に、オーデル侯爵の面倒まで見ていられるか」

「ええ、いろいろな意味で私の胃ももう限界ですから……」

　荷物の整理をするためついて来たトレイスも、深々とうなずいた。

「ま、バルロイおじさんとジスカルドおにいちゃんが仲良くなるのは悪いことじゃないしね！　ところでアリシア、大丈夫？」

　寝しん台だいに腰掛けたアリシアの顔を覗き込み、ルアークが心配そうに聞いた。

「ええ、ちょっと気持ち悪くなっただけ。心配しないで、夕食の時間までには必ずよくなってみせるわ！」

　初めてクルセージュの正式な会食に臨のぞむのだ。レビンのあの態度からしてぼこぼこ茸だけは高望みかもしれないが、食事ぐらいは出してくれるだろう。ユベルがくれたお粥かゆの味から考えて、料理の質は期待していいはず。

　意気込むアリシアであるが、ルアークは神しん妙みような顔のままでいる。

「ねえアリシア。〈神具礼賛〉のことを聞いてから、なーんか様子が変だなって思ってたんだけど……もしかして俺やカシュヴァーンおにいちゃんのために、死んだ人を生き返らせることができたら、とか思ってない？」

　アリシアははっとし、カシュヴァーンも頰を強こわ張ばらせた。その眼がトレイスに走り、両者揃って眼を伏せる。

　ぎこちない空気をあえて無視して、ルアークは続けざまに問いかけた。

「カシュヴァーンおにいちゃんは、正直どうなのさ。おとーさんとおかーさんに生き返ってほしいとか、考えたことある？」

　カシュヴァーンは即答しなかった。できなかった、が正しいだろう。

　ルアークは〈神具礼賛〉が謳う奇跡が本物であるかどうかを聞いているのではない。普ふ遍へん的てきなその願いを抱いだいたことがあるのかと、尋たずねているのだから。

「俺はさ、サイードおにいちゃんに生き返ってほしいって思ったこと、あるよ。何度も」

　ぽんとアリシアの横に座ったルアークは、子供のように足を振りながらその手にかけた兄の名を語った。初めて〈神具礼賛〉について聞かされた、あの日と同じ声で。

「でも、俺はたくさんの人を殺してきたけど、生き返った人には会ったことがないよ。この手の話は結構聞いていたけど、みんな噓うそだった」

「……俺もだ」

　似た響きを持つ声で、カシュヴァーンもうなずく。トレイスが案じるような眼をしているが、ユベルに父への尊敬を語られた時と違い、カシュヴァーンの反応は不自然なものではなかった。

「そもそも〈翼つばさの祈いのり〉の教えでは、死者は至いと高たかき国か水みな底そこの国に必ず行くんだ。どちらにも行けずさまよう死し霊りようも、死後の国から戻ってくることも、教義には含まれていないはずなんだがな」

　不信心を公言しているカシュヴァーンであるが、だからこそ〈翼の祈り〉の教義についてはきちんと勉強している。そもそも彼は、はじめから神を信じていなかった訳ではなかった。

「それに、俺にはジェダさんがいるし、カシュヴァーンおにいちゃんとアリシアがいるもの」

　ルアークが明るく笑えば、カシュヴァーンも賛同する。

「そうだな。俺にもお前たちやトレイスや使用人たち、ディネロをはじめとした領民たち、ティルたちレイデン家、バルロイたちラグラドール人、新生〈翼の祈り〉の者たち……あとまあ、オーデル侯爵などもいる。一応。ああ、あとリュクもいるな。本当に一応」

　時々どもったり、本当につけくわえただけだったりもしたが、アリシアが嫁いできた当初と比べればライセン家を囲かこむ人の輪は大きく広がっている。そのたびリュクが描かくべき人々は増えていくのだが。

「だからアリシア、お前らしくもない変な遠慮はしなくていいんだぞ。ま、生き返りの奇跡は確かに金にはなりそうだがな」

　多少のぎこちなさはあるが、その唇くちびるには優しい笑みがある。自然な反応に安あん堵どしたのも束つかの間ま、アリシアは誤解を解かねばならないと考えた。

「いえ……最初は少し考えましたけど、そうじゃないんです。お二人がそういう風に答えるだろうって、分かっていましたから」

　カシュヴァーンは母親殺しの父を殺害したことに、ルアークは優すぐれた弟を憎にくむ兄を殺害したことに、それぞれ囚とらわれていた。だが二人はもう、初めて会った時のようなただの「アズベルグの暴君」でも「死神」でもないことをアリシアは知っている。

「ただ……少し、考えたんです。私のお父様とお母様に、もう一度会えたらなって……」

　室内が水を打ったように静まり返る。ややあって、カシュヴァーンがひどく申し訳なさそうに謝り始めた。

「……悪い。そこに思い至らなかった」

「……俺も。ごめんね、アリシア。普段お金と食べ物以外に執しゆう着ちやくする姿をあんまり見たことがないから、すっかり忘れてたけど……アリシアにも、喪うしなった人がいるんだものね」

　カシュヴァーンがはじめから神を信じなかった訳ではないように、アリシアだって最初から全ての贅ぜい沢たくを諦あきらめていた訳ではない。それは事実だが、トレイスまで祈りの姿勢を取り始めたことにちょっと慌あわててしまう。

「え、あら、ごめんなさい。あの、少し考えただけです、ほんの少しだけ。だって、とってもとってもお金がかかりそうですし!!」

〈神具礼賛〉が信者に請せい求きゆうしている金額を聞いて、卒そつ倒とうしそうになったことは記憶に新しい。せっかくいい家に嫁ぐことができたのに、婚家の財産を食いつぶしたと怒られてはたまらない。

　ただ、ただ少しだけ……少しだけ心を動かされた、それだけなのだ。

「ジェリオ殿下にも、お父様とお母様の話をされたんです。すてきな旦だん那な様さまとすてきな『息子』に恵まれた、今の私を見たら二人ともきっと喜ぶだろうって……でも、もう至高き国で喜んでいて下さいますわよね」

「……うん、地位と財産と戦せん闘とう能力に関しては及きゆう第だい点てん以上だと思うけどね……」

　ルアークは言葉を濁にごし、カシュヴァーンは意味もなく窓の向こうに視線を投げながら言った。

「……ユベル殿下はとにかく、どこの国の王子様も、本当にろくでもないな。しかもマルグレートの王子は三兄弟らしいが……」

　ジェリオと、あるいは彼と似た印象のあるゼオルディスと同じぐらい厄やつ介かいな兄弟像を想像してしまったらしい。盛せい大だいに眉まゆ根ねを寄せたカシュヴァーンは、心を落ち着けようとアリシアの滑なめらかな髪を撫なで始める。

「お前の両親は、まあ、見み栄えっ張ぱりではあったんだろうが、いい人たちだったんだろうからな。お前を愛し、現金で悪趣味ではあるが可愛らしく可愛らしく育て、俺たちを幸せにしてくれた。……今なら俺も、お会いしてみたかったと素直に思える」

　結婚当初はむしろ、アリシアの両親が亡くなっていることを好都合とさえ考えていたのだ。今さら良心が咎とがめたらしく、カシュヴァーンは斜めに眼を伏せた。

「だが、どんなにいい人でも、生き返ることはないんだ。残念だけどな」

「……そうですわよね」

　奇跡は起こらないから奇跡なのだ。死者は生き返らない。絶対に。

　分かっているけれど、少しだけうなだれてしまう。黙り込んだアリシアを見て、カシュヴァーンは今度は自分の前髪をいじりながら言った。

「あー……、それより、アリシア。そろそろお前自身が、母親になる気はあるか？」

　急な話に、アリシアは驚いて顔を上げた。カシュヴァーンはまだ前髪をいじりながら、

「授さずかりものだからな。別に今すぐ、とは思っていないし、できなければできないでそれでも構わんのだが……」

　彼の眼は、隣室のレネのことを少し気にしている。彼女は子を成すことができない身であると公言しているからだ。

　アリシアたちだって、意識したところで子を授かれる保証はない。死と同じく、生もまた人がすべて制せい御ぎよできるものではないのだから。

　──それでも、嬉しかった。

　いつか俺の子を産んでほしい、とカシュヴァーンに言われてから早一年。激動の日々を乗り越えて、未来を考えるだけの基き盤ばんができたからこそ、こういう話ができるようになったのだ。

「う……、うれ、しい、です。カシュヴァーン様の赤ちゃん……産みたいです」

　赤くなりながら小さな声でうなずけば、カシュヴァーンも照れくさそうに笑ってくれる。トレイスもさすがに「破は廉れん恥ち」とは言い出さず、早々に涙ぐんでいた。子供ができればカシュヴァーン様もちょっとは自じ重ちようするでしょう、と小声でつぶやきはしたが。

「俺たちの子供に、愛し愛される幸せな夫婦を見せてやろう。それがお前の両親の、何よりの喜びだろう」

　喪った人々はもう戻らない。過去は変えられないが、未来ならどうにかできるはずだ。

　ひと回り成長した男の顔で決意を口にしたカシュヴァーンは、そっとルアークの肩に手を乗せる。

「そしてルアーク。お前を『おにいちゃん』にしてやるから、弟でも妹でも、厳きびしく優しく可愛がってくれよ。あと娘むすめの場合は、近づいてくる男はとりあえず一回撃げき退たいしろ。話はそれからだ」

「わー、『息子』としてはとっても嬉しいよ、おにいちゃん！　俺が本気で撃退してたら、近づく男がいなくなるんじゃないかって気はするけど!!」

　途中まではかっこよかったのになぁ、と苦笑するルアークの眼が挑ちよう戦せん的てきな光を帯びた。

「けどさぁ、男としてはそれって、完全に宣戦布告だよね？」

「そうだと言ったら？」

　対するカシュヴァーンも、唇に不ふ遜そんな笑みを刻む。

「俺、空気読んで夜だけ消えたりしないよ？」

「俺が空気を読むとでも？　そして、夜しかしないとでも？」

　未来を誓ちかう『家族』から一転、『恋こい敵がたき』として二人は睨み合う。トレイスはどちらを応おう援えんすべきか決めかねながらも、ひとまずアリシアの耳をふさいだ。

「トレイス？　なんにも聞こえないのだけど。おーかね、ほしい、かしら……？　ふぁ」

　自らの視力を顧かえりみずに読どく唇しん術じゆつを試こころみたアリシアが、途中で口元に手をやった。今度は単にあくびを堪えただけだが、すぐに気づいたカシュヴァーンはじゃれ合いをやめて妻を横たえる。

「さあ、降霊術云々について探るのは明日からにしよう。お前は寝ていろ、アリシア」

「そっそ、俺がいつものように情報集めしとくからさ。さすがのおにいちゃんも、調子の悪いアリシアに変なことしないと思うからね！　ねっトレイスさん!!」

　しっかり牽制を放はなったルアークは、片眼をつぶって姿を消した。







　ランフォード家に来て三日目。ルアークは本領である情報収集に勤いそしみ、食事時以外は大たい抵てい姿を消している。

　レビンは完全に客人たちを無視しているため、カシュヴァーンはルアークが得た情報を元に自分から彼に接触。本日はレビンが持っている船が着いたそうなので、アリシアの気分転てん換かんにもいいだろうと、夫婦揃って付近の港まで彼を追いかけてきていた。

「カシュヴァーン様、カシュヴァーン様、港です！　すごいです！　港です!!」

　吹き抜ける潮しお風かぜにつば広の帽ぼう子しを飛ばされそうになりながら、アリシアは興奮して叫さけんだ。

　以前ラグラドールに行った時にも海は見た。彼かの国では灰色の大波が、塩えん害がいに荒れた国土に嚙かみつくように打ち寄せては激しい飛沫しぶきを上げていたものだ。

　しかしクルセージュの海は波こそ高めだが、穏おだやかな春の日差しの下、空との境目が分からないような透すき通った海面がどこまでも広がっている。アリシアの好みとしてはラグラドールのほうだが、南国の雰囲気を持つこの海と港は珍めずらしくて仕方がない。

「船です！　あれも船！　これも船！　すごい！　すごいわ!!　本で見たとおり!!」

　人より貨物を運ぶことを前提とした、中型の帆はん船せんがずらりと舳へ先さきを並べている。その隙すき間まで荷運びの水夫たちが、威い勢せいのいい声を上げながら立ち働く様は実に新しん鮮せんだった。

「でも、幽ゆう霊れい船せんらしきものは、やはりありませんね……」

「その手の伝でん承しようには事欠かないだろうけどな。あまり言っていると、迷めい惑わくになるかもしれんからやめような？」

　やんわりとカシュヴァーンが諫いさめたところ、横でひたすら貨物の証書らしきものを確認していたレビンがぼそっと言った。

「海賊船ならありますよ」

「えっ、本当ですか？　どれですか!?」

「どれ、といいますか……その辺にあるのは、マルグレートより南の国の人間から見れば大体海賊船ですよ。俺たちから見れば、向こうも海賊ですが」

　がぜん盛り上がったアリシアに、彼は少々驚いた顔をしながらもていねいに説明してくれた。相変わらず酒臭いが、相当飲める口らしく、声にも態度にも酒しゆ精せいの影えい響きようは感じられない。

「まあ……そうなんですね。ランフォード伯爵様も、元は国家公認海賊というお話でしたもの」

「ええ、そうです。今も海賊とさほど変わりませんけどね」

　クルセージュはマルグレートとは正式に国交を結んでいるが、それより南の国々とは公的な付き合いはない。貧まずしい小国が寄り集まった状態にある彼の国の人々が、価値ある商品を満まん載さいして航海するクルセージュやマルグレートの貨物船を襲おそうためだ。

　貨物船を襲うのは他国の人間だけではない。かつてクルセージュ国内が荒れていた時代は、レビンも自国の港を訪れる船を狙ねらう海賊だったという。

　だがその手しゆ腕わんを見込んだデュランダールに気に入られ、最初は公認海賊として他国の海賊船を撃退し、後のちには国内の平定に協力して伯爵位を叙じよ爵しやく。現在も昔の経験を生かし、自ら貨物業を営いとなむかたわら船の護ご衛えいを引き受けたりしているそうだ。

　そのすべては、まだ彼が少し名の知れた海賊に過ぎなかったころ、舞ぶ踏とう会かいで一ひと目め惚ぼれした美しい少女を助けたいためだったらしい。

　エルティーナが好きそうな話だ。国のために再婚を考えている彼女とその元夫のことを思い出しつつ、アリシアは目先の好奇心を抑おさえきれなかった。

「あの、やっぱり、船乗りを誘う妖あやしい歌声などをお聞きになったことはありますか？」

「こら、アリシア。全く、仕方がない奴だな」

　唇で唇をふさぐしかないか、とカシュヴァーンは言いたげである。さすがにレビンの胸中を思いやって自重したようだが、レビンはまるで自重しないアリシアの態度にこそ心動かされたようだった。

「……シルディーン人は、海に近づきたがらないものだと思っていましたが、あなた方は違うのだな。正直港にまでついて来るとは思わなかった……海産物も平気で食べるようだし」

　全開で海を満まん喫きつしているアリシアはその最たるものだが、カシュヴァーンも異国の港町を興味深そうに観察している。招かれざる客を振りきるつもりで港に足を運んだらしく、レビンの口調が無意識にか若じやつ干かん砕くだけた。

　ちなみに典型的なシルディーン人であるジスカルドも同行しているのだが、案あんの定じよう海への原始的な恐怖をぬぐい去れない様子だ。ただ克こく服ふくしようという気はあるらしく、バルロイの陰かげに隠れながらではあるが海辺に近づく努力はしている。

「アズベルグはシルディーンの辺境であり、つまりは海に近いということだ。ラグラドールとも国境を接しているしな。もっとも〈翼の祈り〉を国教とする国で生まれ育った以上、海への恐怖を完全に克服した訳ではないが」

　カシュヴァーンの説明に、なるほど、とレビンは納なつ得とくを示した。

「俺も一応〈翼の祈り〉の薫くん陶とうは受けていますが、クルセージュでそこまで海を恐おそれていたら、とても暮らしていけません。我が国はあなた方より、海に接する機会がはるかに多いですからね」

　なるほど、と今度はカシュヴァーンが相あい槌づちを打ち、頃合いと見たかいきなり話題を変える。

「ところで、そろそろその堅かた苦くるしいしゃべり方をやめてもらえないか。警戒されているのは理解しているが、俺たちの目的は〈神具礼賛〉の暗あん躍やくを防ぐことであって、貴公らの夫婦仲を悪化させることじゃない」

　途端にレビンが押し黙る。

「部外者にあれこれと口を挟はさまれ、気分を害していることは申し訳なく思う。だが、事は貴公だけの問題ではない。〈神具礼賛〉が貴公ほどの貴族に取り入ることに成功すれば、奴らは一気に勢いを増すだろう。現在の地位まで引き立ててくれた残虐王の顔を立てると思って、もう少し心を開いてくれてもよくないか」

「……国王陛下には、確かに感謝はしている」

　王に対する忠義の念が失われている訳ではないようだ。だからこそデュランダールも、強きよう硬こうにジェリオたちを追い払うことなく、できるだけ穏おん便びんに事を収めようとカシュヴァーンたちを派遣したのだろう。

　かたくなな心をほぐすように、カシュヴァーンが茶化した。

「第一貴公のほうが、俺よりずっと年上だろう？　目下には優しくするものだ」

「そんなことはありません。俺は今年三十四です。あなたとは同じぐらい」

「……悪かったな、俺は今二十四だ」

　真顔でぼやいたカシュヴァーンを、レビンはぎょっとしたように見た。

「ああ、ランフォード伯爵様はやはりそれぐらいのお年だったのですね」

　レビンの眼は次いで、近くを通った水夫を見上げて微笑むアリシアの横顔に注そそがれる。

「……では、アリシア様も十二歳では……」

「……いくら貴族社会が早婚傾けい向こうにあるとはいえ、そうなると俺と結婚した時アリシアは十歳ということになるぞ。彼女は今十六だ。くそ、やはり国をまたぐと、いろいろ情報が錯さく綜そうしているようだな……」

　どうせ俺は老ふけ顔だ、とちょっと傷ついているカシュヴァーンを、アリシアは慌てて力づけた。

「元気をお出しになって！　貫かん禄ろくがあって、お金持ちっぽく見えるということですわよ。それにお年よりだいぶ老けて見えても、カシュヴァーン様は世界一かっこいい……ごほっ」

「アリシア？　どうした」

　急に咳せき込んだアリシアの華きや奢しやな背中を、カシュヴァーンが急いでさすった。

「え、ええ、ごめんなさい。ただ急に、匂いが……」

　ジスカルドよろしく、カシュヴァーンの陰に隠れながらアリシアは口元を押さえた。

　最初の興奮が薄うすらいだせいだろうか。吹き抜ける海の匂いやレビンから漂う酒の匂いが、急に鼻につき始めたのだ。

「大丈夫か？　やはり、まだ少し体調がおかしいようだな」

　すぐさまアリシアを抱かかえ上げたカシュヴァーンと、レビンの眼線が合った。その眼はまた、初対面の時と同じ、理解を拒む色に戻っている。

「夫婦仲の悪化を望む訳ではなくても、自分たちの夫婦仲を見せつけるのは構わないという訳か。……俺だって、あなた方のような夫婦になりたかったさ」

　気分を悪くした妻、一も二もなく彼女を気遣う夫。理想的な夫婦の姿は、本当に惚ほれた女と結ばれなかったレビンには、あまりにも目の毒であるようだ。

「俺たちだって、最初からこういう風に互いを思いやれた訳じゃない。むしろ結婚して間もなくは、俺たちのほうが荒すさんだ関係だったはずだ。幸いにして我が妻は鈍にぶ、いや、心が広かったので事なきを得たが。貴公が尊敬する国王夫妻も、きっと」

「帰ってくれ」

　冷静なカシュヴァーンの声を、レビンはきっぱりと拒きよ絶ぜつする。

「俺の屋敷にではなく、あなた方の屋敷に帰れ。……過去は知らんが、今は幸せな夫婦を見ていられる心境ではないんだ。理解してほしい」

　カシュヴァーンに対してはにべもない態度を取るレビンだが、アリシアに向けられた瞳には気遣いの色があった。

「それに、貴公の大切な妻は俺の可愛げのない妻と違って、酒の匂いに弱いようじゃないか。もっと大事にしてやれ。……俺だって別に、よその夫婦にまで不幸になってほしい訳じゃないんだ」

「ランフォード伯爵様……」

　口元を押さえながら、アリシアはレビンに聞いた。

「ミリアム様のことが、それほどお好きだったのですか？」

　本日もレビンは、アリシアたちにもだが、妻であるクレメアにもひと言も言わず屋敷を出て行った。昨晩は自室でひとり、延々と大量の酒をあおっていたらしい。

　それでも今日は、まだ屋敷にいただけましである。忙しいからと戻ってこない日も多く、その点はカシュヴァーンとも共通しているが、問題はレビンが意図的に屋敷へ戻ることを避けている様子であることだ。カシュヴァーンなら、できるだけ早めに帰ってきて少しでも長くアリシアといようとしてくれるのに。

　もっともそれは、レビンだけの問題ではない。わずかな滞たい在ざい時間にもクレメアと顔を合わせるなり、酒臭い息を吐きかけられながら罵ば倒とうされるのだ。居い心地ごこちは良くないだろう。

　しかし、もとを正せばクレメアの態度はレビンのせいではないのか。

　美少女だった妹の身代わりとして求められたのだ。結婚当初のアリシアなら、身代わりだろうが何だろうが金持ちとの結婚であれば積極的に受け入れただろうが、今ならクレメアの気持ちも分かる。

「降霊術にはとっても興味がありますので、個人的には成功していただきたいですけど……ミリアム様を生き返らせるのは、やはり難しいのではないでしょうか。それよりクレメア様と」

「俺の人生は、彼女と出会って変わったんだ」

　貨物の表を繰くりながら、レビンが突き放す。

「あなたとの出会いによって、『アズベルグの暴君』が変わったようにな。……あるいは国王陛下が、王妃様と出会って変わったように。だから帰ってくれ、『死神姫』」

「いえ、つけを払い終えていないうちに帰る訳にはいきませ……こほっ」

　途中で咳き込んだアリシアを抱き直し、カシュヴァーンがゆっくりとうなずいた。

「俺は男だから、貴公の気持ちも分かる。だから、帰る」

　カシュヴァーンが踵きびすを返したために、アリシアの視界から海と港とレビンが消えた。

「貴公の屋敷にな。俺は酒には強いから、今度ぜひ一杯やろう。さあ、行くぞアリシア。少し我慢していてくれよ」

　バルロイたちに断りを入れるため、カシュヴァーンはそのまま歩いていく。夫以外見分けがつかないような視力しかないアリシアも、カシュヴァーンの背中越しにレビンの強い視線を感じていた。







　アリシアが港で体調を崩してから二日経った日の、昼過ぎのことだった。

「私もまたご一緒したかったわ……今度こそ幽霊船……船乗りを惑まどわせる妖しい歌声……」

　ランフォード家一階の広間を散歩しながら、アリシアはしょんぼりつぶやいた。カシュヴァーンは今日も、レビンを追いかけてどこかの港に行っているはずである。

　ルアークは毎度の情報収集、トレイス、バルロイ、ジスカルドはカシュヴァーンに同行しているため、残っているのはアリシアと背後に護衛として控えているレネだけなのだ。別の港なら幽霊船も停てい泊はくしていたかもしれないのに……！　と思うと、残念でならない。

　だが、仕方がない。微び妙みような体調不良がずっと治らず、カシュヴァーンに「全快まで外出禁止」を言い渡された。目的あってここに来ているのだし、彼を心配させることは本意ではないのだから、屋敷の中を歩き回るぐらいで我慢しなければならない。

　過保護な夫は本当なら寝台に縛しばりつけておきたかったようで、昨日の夕食だって部屋に持って来てくれた。以来ずっと寝ていたので、眠気がこないのだ。

「でも、動かないからあまりおなかも空すかないものね……うまく怖い夢を見ることができれば、本も買わずにすむし……床ゆかも減らないし……」

　順じゆん応のう性せいの高さには定評がある。前向きに考え、そろそろ部屋に戻ろうかと思ったところ、髪をささやかな風が揺らした。人の気配を察したレネが、相手を確認しに行ったのだ。

「アリシア様、クレメア様です」

「え、クレメア様？」

　思わぬ名前に驚きながら見回せば、メイドも連れずに近づいてくるクレメアの姿が見える。

　初日に顔を見せた後、クレメアは気まぐれにアリシアたちの前に姿を現した。酒臭い息を吐きながら「高い金を払ってだまされる馬鹿のお守もりなんて、本当にご苦労様ね」と嫌味を言い、そこにレビンがいれば人目をはばからぬけんかをしてトレイスの胃を痛め、捨て台詞ぜりふを残して去っていく。ジスカルドの「よくない例」の書き取りはどんどん増えていっているようだ。

　同じ展開を予想したレネは無言のまま臨りん戦せん態勢に入っているが、気にするようなアリシアではない。

「ご機き嫌げんよう、クレメア様。何かご用ですか？」

　少し青い顔に微笑みを浮かべて尋ねれば、クレメアはわずかに瞳を伏せながら近づいてくる。

「……体調が悪いって聞いたけど、大丈夫？」

　素そっ気けない言い方だが、その口調に嫌味はない。少し酒の匂いはするが、数日前に顔を合わせた時と比べれば気分が悪くなるほどではなかった。

「心配して下さるのですか？　ごめんなさい、よくしていただいているのに」

「……それ嫌味？　特によくしている覚えはないけど」

　途端にクレメアの眼が吊つり上がり、レネが警戒を示したが、アリシアは熱意をこめて答えた。

「押しかけてきた身ですのに、隙間風の吹かないお部屋で寝泊まりさせていただいて、たっぷりのお食事も毎日いただいているんですもの。クルセージュのお料理っておいしいんですのね……！　あとはすてきな本など読ませていただければ、何も文句はありませんわ」

　デュランダールが〈翼の祈り〉を表舞台から追い払ったとはいえ、元はクルセージュにも強く根を張っていた教えだ。影響が皆かい無むではないらしく、思ったほどには海産物が食しよく卓たくに上のぼることはなかった。だが、食材や味付けなど、いろいろ勉強になることも多い。

「そういえばあなたも、相当な貧びん乏ぼう暮ぐらしをしていたのよね……」

　一方クレメアは、謙けん虚きよなのか図々しいのか分からない物言いに毒気を抜かれたようだ。続く言葉からは険が取れていた。

「はい、クレメア様もなのですよね？　やはり畑仕事などなさいました？　こちらも地味がよさそうですから、リーゴの実などお育てだったのですか？」

　広く取られた窓から覗くのは、爽さわやかな春の青空とどこまでも続く草原だ。生まれ育ったフェイトリンに近い風景は懐なつかしく、最近頻ひん繁ぱんに両親のことを思い出したせいもあって、少しだけ胸の奥が痛い。

「な、なかなかすごい暮らしをしていたのね……」

　予想よりアリシアの貧乏ぶりがひどかったのだろう。少し引いているクレメアの眼が、また険けわしくなった。

「ちょっと、本当に顔色が悪いじゃないの。やめてよ、私は病人が嫌きらいなの」

　昼が近づき、日差しが強くなってきたせいか、顔色の悪さが目立ち始めたのだ。アリシアは軽い吐き気を感じつつあった。少し体調が持ち直してきたので、ジスカルドが食べられない魚料理をもらったりしたのが失敗だったかもしれない。

「まあ、申し訳ありませんでした。では私は、部屋へ……」

「待ちなさい、そんな顔色で家の中をうろうろしないで！　ほら、歩けるならついて来て。薬を探してあげるから」

　てきぱきと命じられ、アリシアもレネも眼を丸くする。

「あら……それはありがとうございます。でも、よろしいのですか？　お薬って、高いのでは」

「……昔のものがまだ残っているのよ。年代物だから、使えるかどうか分からないけど、文句言わないでよ」

　クレメアの妹であるミリアムは、ユベルのように長く闘とう病びよう生活を続けていたそうなのだ。当時の薬の残りがあるのだろう。

「もちろんです、ただでいただけるものに文句など言いませんわ！　クレメア様が病人をお嫌いでよかったです!!」

　カシュヴァーンも、出かけるついでに医者を探すようなことを言っていた。ただですむなら願ってもないと、アリシアは全開の笑顔を向ける。

「アズベルグの暴君」と呼ばれ、孤こ高こうの領主と畏おそれられていたカシュヴァーンを魅み了りようした笑み。一見地味なばかりの彼女を輝かがやかせる笑みを見て、クレメアがまぶしそうにする。

「……あなたって……、見た目以外はちょっとミリアムに似てるわね。素直で、明るくて、気遣いができて、周りに愛されていて」

　失礼なことと買いかぶったことを半々に言いながら、クレメアはアリシアたちを先導して歩き出した。

「……私が畑仕事をしなくてすんだのはミリアムのおかげよ。可愛いあの子の気を引きたくて、あれこれ贈おくり物をしてくれる金持ちがたくさんいたからね。私はただ、あの子の世話をしていればよかった」

　前を行く彼女の表情は、後ろのアリシアには見えない。

「私のことを、美人の妹に嫉しつ妬とする、顔も心も醜みにくい姉だと思ってるんでしょう？　でも、私だってミリアムのことが好きだった。守ってあげたい、大切な妹。あの子の騎き士しとして、一生妹を守りながら生きようと思ったことだってあったの」

「……クレメア様」

　酒の代わりにクレメアを包む、悲しみの気配。思わず呼びかけたアリシアをさえぎるように、彼女はつぶやき続ける。

「あの子は天使だった。誰にだって愛されたわ。両親にだって、レビンにだって。だから……絶対いんちきだとは思うけど、もしも本当にミリアムが生き返ったなら、私は身を引くつもり。もちろん、老後を過不足なく過ごせるだけのお金はもらうけど」

　長年の自じ堕だ落らくな生活が祟たたっているのだろう。酔っていなくても、少しクレメアの足取りがふらふらしているのは後ろから見るとよく分かる。

　だが、アリシアの眼が悪いせいだろうか。荒んだ気配を漂わせた彼女と、去年ジスカルドに別れを告げた際のエルティーナの凜りんとした背中が重なって見えた。

　レビンを見かければ嫌味と罵ば声せいを浴あびせるクレメア。

　しかし、よく考えてみると、レビンが屋敷に滞在する期間が短い割には彼と妻の遭そう遇ぐう率りつは高い気がする。夫と顔を合わせれば嫌味を言うクレメアであるが、その気になればいくらでも避ける方法はあるはずなのに。

「クレメア様はレビン様が戻られるたびに、いつもお出で迎むかえされているのですね」

「……っ！」

　思ったことをそのまま口に出すと、クレメアの足が止まった。

「ああ、そういえばそうですね。使用人に報告させて、待ち伏せしていらっしゃるようですが」

　ルアーク同様、超人的な能力でランフォード家内部のことを把は握あくしているレネが言い添えると、クレメアはばつが悪そうな顔で振り向く。

「別に……だってあいつ、いつもは家にいないから、いる時じゃないと嫌味も言えないじゃないの」

「ああ、嫌味を言うために顔を出されているのですね。やはり、レビン様のことがお嫌いなのですか？」

　アリシアがこれ以上なく直ちよく截さいに質問すると、クレメアは黙って前を向いた。

「……ありがたいとは、思っているわ。たとえミリアムの身代わりでも、私みたいな可愛くない女と結婚してくれたんだから。死んだ両親も、涙を流して喜んでいたわ。ミリアムが逝いって以来、あんなに喜んだ二人を見たのは……いえ、私のことであんなに喜んだ二人を見たのは、初めてだったわね」

　唇から微び量りようの酒の匂いと共に、深いため息がこぼれる。アリシアはそこに、嫁ぐ前ならおそらく気づけなかった感情の欠片かけらを見み出いだした。

「クレメア様は、レビン様のことを」

「私、きっと酔ってるのね。忘れて」

　アリシアの言葉をさえぎったクレメアはそれ以降何も言わず、二人を引き連れて一階の端に赴おもむく。そこは使用人用の区画との境目であり、荷物置き場として使われている小部屋があるのだ。

「アリシア様」

　また、レネが警戒をこめて呼びかけてきた。

「あら商売人殿下、どうしたの？」

　降霊術に必要な荷物でも持ってきたのだろう。ばったり遭遇したジェリオは、クレメアを見るなり大おお袈げ裟さに感激を示す。

「おやおや、ランフォード伯爵夫人がわたくしめに声をかけてくださるとは！　ようやく我が愛を認めて下さったのですか？」

「いいかげんその手の言葉は聞き飽あきたの。自分が平へい凡ぼんな女だってことは分かってるんだから、そろそろやめてちょうだい」

　絶世の美少女だったというミリアムと比べなくても、クレメアはごく平凡な容姿の女性だ。比較され続けてうんざりしているらしく、つっけんどんな対応をする。

「あなたはいつもそういうことをおっしゃるが、ご自分の魅み力りよくに気づいていないだけでは？　美は画一的なものではありませんし、好みというものがあります。ねえアリシア様？」

　ジェリオはカシュヴァーンのアリシア賛歌を何度か聞かされているのだ。含み笑いを浮かべて言ってきたが、もちろんアリシアは「ええ、残念なことにカシュヴァーン様のかっこよさが分からない方もいらっしゃるようなので」と答えた。

「……別にかっこ悪いとは言わないけどね……夫馬鹿もいいところの言動を除けば。それより、この子が体調が悪いと言うから、薬を探しに来たのよ。ちょうどいいわ、あなたはまともな物も扱っているわよね。奇跡だの祈き禱とうだのは除外して、何かいいものを持っていない？　お金はレビンに好きなだけ請求して」

「お任まかせを！　クルセージュ王宮に医者を紹介したこともありますからね。簡単な薬なら調合もできますよ。ではまず、症しよう状じようをうかがいましょう」

　ジェリオにもまた、クレメアの嫌味は通用しなかった。胸を張って請うけ合った彼は、早さつ速そくアリシアから状況を聞き出し始める。

「ええと、ちょうどジェリオ殿下とシルディーン王宮でお会いした日ぐらいからです。時々吐き気がして……今もなのですけど」

　段々体調の悪さが増してきたようだ。口元に手をやりながら、アリシアは説明する。

「はあはあ」

「でも、少しすると治おさまるんです。熱っぽい時もありますけど、これもやっぱり、時間を置くと治まるのです。やっぱり食べすぎかしら……ただでいただけるご飯って本当においしくて……」

「なるほどなるほど。となると、今下手なお薬を渡すべきではなさそうですね」

　病名に思い当たったのだろうか。ジェリオはすぐにそう判断を下した。

「あら、もしかして、何か重い病気なのかしら……？」

　毒草『肥ひ料りよう要いらず』を食べて生き延びてきたアリシアだ。今まで病やまいとは無縁であるだけに、少し心配になってきた。死に際の両親の顔が脳のう裏りを過よぎる。

　だがジェリオは、アリシアの不安とは全く正反対のことを指摘した。

「嫌だなあ。アリシア様は、たぶん赤子を授かったのですよ」

「──えっ？」

　確かに三日前、愛する人の子を産みたいという話はした。忙いそがしいなか、ルアークに邪魔されトレイスに破廉恥と罵られながらも、カシュヴァーンは積極的に夫婦の時間を取ろうとしてくれる。子を授かるとつわりになるぐらいの知識はある。

「ほ……本当に？」

　しかし、あまりにも突然のことで、嬉しいよりも驚きのほうが先に立ってしまう。ぺったりした腹部を押さえておずおず尋ねると、ジェリオは何やら含んだ眼をした。

「しかし……まあいいでしょう。僕も医者ではないので断言はできませんが、状況からして可能性が高いとは言えますね。とりあえず、あなたの旦那様がお戻りになったら、お話ししてみてはいかがですか？」

　ジェリオの言うとおりだ。一礼して去っていく彼を、アリシアたちはしばし声もなく見送る。

「……うっ」

　動どう揺ようが体調に響いたのだろうか。急に吐き気が強くなり、胸と胃を押さえるアリシアをレネが素早く支える。

「……そうよね。結婚して、いちゃいちゃしてれば、子供もできるわよね」

　平へい淡たんな声でつぶやいたクレメアは、少し切なげな微び笑しようを浮かべてみせた。

「部屋まで送るわ。暖かくして、休んでいなさい。あなたの夫が帰ってきたら教えてあげる」

　きっとミリアムにもこんな風に接していたのだろう。しっかり者の姉の顔で言ったクレメアは、困こん惑わくするアリシアと沈黙を保つレネを伴ともなって歩き始めた。











第四章　この子誰の子






　その日遅く戻ってきたカシュヴァーンは、用意されていた夕食にも手をつけずに急ぎ足でアリシアのところに駆かけ込んできた。後ろに心配そうなトレイスもついている。

「アリシア、大丈夫か！　症しよう状じようが悪化したと聞いたぞ、もっと早く連絡してくれれば……!!」

「そうだよアリシア、ジスカルドおにいちゃんの世話はバルロイおじさんに押しつければいいんだから。なんだかんだであの人、面めん倒どう見みいいからねー」

　音もなくその横に出現したルアークも不満を漏もらす。

「ご、ごめんなさい」

　自分から話すと、クレメアやレネには口止めしていたのだ。意を決したアリシアは、カシュヴァーンに向かって切り出した。

「あの……カシュヴァーン様……二人だけで、お話が」

　途と端たんにカシュヴァーンがふっと微笑ほほえむ。

「馬ば鹿か、こんな時によせ……そういうことは、体調が持ち直してからだ。な？」

「おにいちゃん、鼻の下伸ばしてる場合じゃなさそうだよ。トレイスさんも今は破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうは引っ込めてね。じゃあアリシア、俺たちは離れてるから」

　冷静に突っ込んだルアークは、ちょっと寂さびしそうにしながらトレイスと一緒に姿を消した。カシュヴァーンもたちまちだらしない表情を引き締しめ、

「どうしたアリシア。緊きん急きゆう時じに備えてレネを残していったが、何かあったのか？　客人だからと遠えん慮りよすることはないぞ。ここに来たのも、引いてはお前やアズベルグを守るためなんだからな」

　クルセージュと今後も友好関係を続けるために、「神様退治」に協力したのだ。その過程で犠ぎ牲せいを出すつもりはないと、彼はきっぱり断言した。

「いえ、そういうことではなくて……あの……私、もしかすると、赤ちゃんができたかも……しれないんです。吐はき気は、つわりのせいかも……」

　いつかのユベルのように小さな声で、アリシアは告げた。瞬しゆん間かん、カシュヴァーンが鋭するどい瞳ひとみをまん丸く見開く。

「なに」

　そこで、言葉が切れた。続く沈ちん黙もくは、そのまま不安に変わっていく。

　母親になる気はないかと、確かにカシュヴァーンは言った。

　だがそう言われてからあまり時間が経たっておらず、アリシアだってまだ戸と惑まどいのほうが強い。実際に腹に子を宿さない男性は、親になる実感が湧わきにくいとも本で読んだことがある。

　ましてカシュヴァーンは、父を憎にくみ続けて生きてきた。その感情は結婚してからの歳さい月げつによりある程度消化はされたようだが、完全に消えることはないだろう。

　現実に自分に子ができた、父親になると聞けば、狼ろう狽ばいしてしまうのではないだろうか。

　アリシアが好む恐きよう怖ふ小説でも、「この年で父親になるなんて冗じよう談だんじゃない」は定番の台詞せりふだ。その後は、ヒロインが復ふく讐しゆうに走る展開と産まれた赤ん坊が怪かい物ぶつだった展開に分かれる。

「あの……、と、突然で、ごめんなさい。カシュヴァーン様はまだお若いですけど、見た目は三十四歳ぐらいで、きゃっ!?」

　恐おそる恐おそる謝ったアリシアが抱かかえた不安ごと、ぎゅっと強く抱だき締められた。瞬間的に高まった「おなかが痛い」に、全身がわななく。

「馬鹿、だったらなおさら、もっと早く連絡してくれ……!!」

　感かん極きわまったカシュヴァーンの声が耳元で響ひびく。と、彼は、慌あわてたようにアリシアを解放した。

「ああ、いかん、俺の力で下へ手たに触さわったりしないほうがいいよな!?」

　熱いものにでも触ふれたように大おお袈げ裟さに飛び退のく姿は、およそ「アズベルグの暴君」らしくない。乱れた亜あ麻ま色いろの髪かみを撫なでようとして空から振ぶりし、平たい腹を撫でようとして引っ込めるなど、その動作には全く落ち着きがなくなっていた。

「そうか、そうだよな、つくづく俺は考えの至らない夫だ。先日あんな話をしたばかりなのに……しかし、作るのはお前の気持ちを確かめてからにするつもりだったのに、なかなかうまく制せい御ぎよできんものだ。どうせ子ができるなら、遠慮せずにあれもこれもやっておけばよかった……!!　当分無茶はできないというのに……!!」

　トレイスに肘ひじ鉄てつを決められそうな後こう悔かいを口にしながら、うろうろと部屋の中を歩き回り始める。

「どうする、すぐにアズベルグに……いや待て、妊にん娠しん初期はあまり移動させないほうがいいのか？　食べる物に気をつけて、祝いを、男なのか、女なのか、特に女なら今からルアークにつきっきりで警けい護ごをさせて、医者以外は撃げき退たい……!!　いや、医者も危険かもしれない……!!」

　アリシアが思っていたのとは少々違うが、カシュヴァーンは非常に混乱している様子だ。

「ええと、お医者様でしたら、きっとお金持ちでしょうし、いいご縁えんなのでは……？」

　とりあえずそう言ってみたところで、叩こう扉ひの音が聞こえた。

「失礼いたします、ライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か、アリシア様」

　頭にかぶった布が床ゆかをこするほどに頭を下げ、恭うやうやしく入室してきたのはジェリオである。彼を見た瞬間、カシュヴァーンは立ち止まって小さく舌打ちした。

「ルアークのやつ、気を遣つかって離れすぎだ……なんのご用事ですか？　殿でん下か」

「いえいえ、お話もすんだところで、僕が必要ではないかと思いましてね」

　どうやらジェリオは、ルアークがいないのをいいことに立ち聞きしていたらしい。あっけらかんと言うのを聞いて、アリシアは昼間の彼の発言を思い出した。

「ああ、そういえば、お医者様を用意して下さるというお話でしたわね」

「ええ、用途別に用意いたしますよ」

　それはにこやかにジェリオはうなずく。やり手の商売人としての笑みのなかに、どこか含ふくむものが感じられた。

「ところで、まずは時系列をはっきりさせたいのですけどね。失礼ながらライセン強公爵閣下は、シルディーン前王に謀む反ほんの嫌けん疑ぎをかけられ、しばらく奥様と離れていらっしゃったとか。それは、いつからいつまでのお話でしょうか？」

　妙みような質問に、カシュヴァーンの眉み間けんにしわが寄る。

「……あまり楽しいことではないので、思い出したくないんだが。それが今回の件と、なんの関係があるのです？」

「申し訳ありません。では、去年の夏から冬にかけて、ということでよろしいでしょうか？」

「……それぐらいだな」

　あまり無む下げにもできず、カシュヴァーンは不ふ承しよう不ぶ承しよう答えた。なるほど、とジェリオはしたり顔でうなずく。

「となると、時期がちょっと微び妙みようかと思いましてね」

「時期？」

　いぶかしげに復唱したカシュヴァーンが、次の瞬間はっと表情を凍こおらせた。我が意を得たりとばかりに、ジェリオはにこりと微笑む。

「無論僕は、多少知識があるだけで本物の医者ではありません。つわりの時期を含め、妊娠にはかなり個人差があることも承しよう知ちの上です。しかし、アリシア様はシルディーン王おう妃ひとなる噂うわさもあった御お方かた。現女王陛へい下かが独身であられることを考えますと、事は次代の王位にまで及およぶ可能性もありますので」

　前置きがあっても、肝かん心じんなところをぼかしていても、ジェリオが言いたいことは明白だった。

　カシュヴァーンはアリシアの腹を見て、乾かわいた声でひと言、鏡に映うつったもうひとりの自分である青年の名をつぶやく。

「……ゼオルディスの……？」

「えっ……？」

　絶句したアリシアは、反射的にまだなんの予兆も見られない腹に手を置いた。

　ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。カシュヴァーンの顔に自分と鏡合わせの位置になる傷を刻んで追放し、アリシアが初めて『特別』に嫌きらいになった男。

　夫が追放されてしばらくしてから、アリシアはゼオルディスに呼び出されてシルディーン王城で軟なん禁きんされていた。ジェリオの指し摘てきどおり、亡なきミューゼの次の王妃として見られていたことも事実だ。

『本当に俺の子なのか？』

　恐怖小説のみならず、恋愛小説でも定番の台詞が頭を過よぎった。

「あの……あの、あれとか、それなら、カ、カーシュ様としかしてません!!　それにゼオ様は、ミューゼ様を愛していらしたもの……!!」

　両親を早くに失ったアリシアは、初夜について正確に教えてくれる年上の女性が側そばにいなかったせいもあり、その手のことに全く未み熟じゆくだった。一時はティルナードと一緒にセイグラムの噓うそを信じ、カシュヴァーンの尻しりの痛みを心配していたぐらいだ。

　だが今は違ちがう。実地であれこれ、トレイスが青筋を立てて主あるじのところに怒ど鳴なり込むぐらいたくさん教えてもらった。ゼオルディスとは同じ寝しん台だいで何夜も眠ったが、あんなこともそんなこともしていない。

「はは、女性はもちろんそうおっしゃいますよねえ。ですが男性は愛していない女性ともそういうことができますし、女性も愛していない男性の子を孕はらむことは」

　軽く笑ったジェリオの襟えり首くびを、カシュヴァーンが摑つかみ上げる。最も早はや国際問題など眼がん中ちゆうにない様子だ。

「貴様、俺の妻を愚ぐ弄ろうする気か……！」

　水みな底そこの国の怪物もかくやとばかりの眼がん光こうであるが、ジェリオは少々苦しそうにしながらも悪意を否定した。

「誤解しないで下さい。僕はただ、可能性の話をしているだけですよ。それにアリシア様なら、意い図として噓をついていなくても、何かされたのに気づいていない可能性もあるではないですか」

　的まとを射いた指摘に、カシュヴァーンの指先から力が抜ける。

「い、いくらなんでも気づかないはずは……いや……」

　いかに「俺の妻は世界一可愛い」幻げん想そうに取り憑つかれていても、アリシアの人間性を誤解している訳ではない。自みずからの不幸に気づかないほどに鈍どん感かんな妻ならありえると、カシュヴァーンは青ざめ始めた。

　心の隙すきを見み透すかすように、ジェリオが商売人の顔になる。

「いかがでしょうか。僭せん越えつながらこの僕ならば、子を流す薬を用立てることもできますよ」

　ライセン夫妻の時が止まる。ジェリオの舌だけが滑なめらかに動き続けた。

「このまま時間が過ぎれば、母体に悪あく影えい響きようが起こる懸け念ねんが高まります。もしも王子であったとしても、外国人である僕が先走ったことにしておけば、角も立たな……、ッ!!」

「神様退治」を皮肉った言葉が、ぶつりとちぎれた。ゼオルディスを思わせる、いつでもどこでも明るく爽さわやかな笑みが消える。

「カシュヴァーン様っ!?」

「カシュヴァーンおにいちゃん!!」

　アリシア、そしていきなり出現したルアークが叫さけんだがもう遅い。

　ジェリオを殴なぐり倒したカシュヴァーンは、ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締めながら荒い息を吐いている。

「……っ、あ、い、たた……さすが強公爵と名乗るだけある、今のは効ききました……」

　口の端はしから血の筋を垂らしながら、ジェリオがよろよろと起き上がった。だが、赤い色が点々と散った白い衣い装しようの裾すそを捌さばく姿には妙に隙がない。

「申し訳ありません、僕も交こう渉しようを急ぎすぎましたね……」

　さすがに性急だったと思ってか、腫はれた頰ほおを押さえながら彼は苦笑している。

「もちろん、すべては可能性の問題です。しかしながら、子が生まれてから父親が誰だれか判明しても遅い。そうでしょう？」

「……そんなこと、医者でも分かるものか。それとも〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉であれば、奇跡の力で本当の父親が分かるとでも？」

　語気を強めて吐き捨てるカシュヴァーンに、ジェリオは肩かたを竦すくめた。

「いやあ、さすがにそれは……だからこそ、不幸が起こる前にお手伝いできればと、つい勇いさみ足になった訳でして」

　謙けん遜そんしてみせるジェリオに、カシュヴァーンは鋭い問いを重ねる。

「〈神具礼賛〉では無理か。では、聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテとやらならどうだ？」

　聞き覚えのある名前が突然出てきたので、息を詰つめていたアリシアも思わずひとりごちた。

「あら、その名前は確か……」

　ランフォード伯はく爵しやく家けに来る前に、クルセージュ側から呈てい示じされた資料にあった女神の名だ。マルグレート人が信しん奉ぽうしている神であり、ラグラドールにおける大地の女神と類似の存在だろう。

「……これは、意外ですね。不信心を公言しているあなたが、我わが国の女神についてご存じとは」

　驚いたのは、ジェリオも同じようだった。痛みに顔をしかめる様すらそつがなかったのに、かすかに口の端が引きつっている。

「何か誤解があるようだな。俺は自分が神を信じていないだけで、他人が信じる神についてどうこう言うつもりはない。宗教が行動基き盤ばんになっている人間を相手にするなら、ひととおりの教義ぐらいは調べるさ」

　切り込む糸口を見つけたカシュヴァーンは、間を置かず踏ふみ込んだ。

「もっとも聖地母神マルグレーテは、ラグラドールの大地の女神と同じく民族を守る神。外国人である俺たちに、力を貸してくれるとも思えないが」

「──ええ、残念ながらね」

　だが、ジェリオはすぐに立ち直った。

「ですからマルグレート人以外の方に奇跡を提供するために、僕は〈神具礼賛〉の教えを広めているのです。奇跡が必要であれば、どうぞご連絡下さい。ちなみに降こう霊れい術じゆつについてはあと十日もあれば準備完了しますので、できればその前にお願いいたします」

　すぐにそう切り返すと、黙だまり込んでしまったカシュヴァーンたちに深く一礼する。

「おっと、僕以外にお客様がいらしたようですね。では、今夜はこれにて！」

　一部が赤く染そまった白い歯を見せて笑い、去っていったジェリオの代わりに戸口に立った人影がある。クレメアだった。

「……これは、ランフォード伯爵夫人」

　意外な訪問者に驚おどろくカシュヴァーンをよそに、クレメアはまずアリシアに対して気の毒そうな視線を送った。

「……ごめんなさいね、ジェリオ殿下の姿を見かけたものだから、心配になって様子を見に来たの」

　妹を庇ひ護ごする優しい姉の眼は、カシュヴァーンを見た途端攻こう撃げき的てきな色に染まる。

「それにしても……他の男の子供かもしれないと思ったら、いきなり豹ひよう変へん？　いちゃいちゃ夫婦が聞いて呆あきれるわ。ふん、男の愛情なんて、しょせんそんなものよね」

　カシュヴァーンの眼の奥もかっと燃え上がった。

「！　カシュヴァーンおにいちゃん、それは絶対だめっ!!」

　必死のルアークの声、鈍にぶい打だ撃げき音おん。悲鳴も上げられないまま、アリシアは固まる。

　ルアークに腰こしにすがりつかれた格かつ好こうで、カシュヴァーンは寝台の柱に思いきり拳こぶしを打ちつけていた。

「……あ、あら、噂の暴君閣下は、意外に紳しん士し的てきなのね」

　少しだけ声を震ふるわせながらも、クレメアは勝ち気に言い放った。

「俺は不幸な女を好まない。それだけの話だ」

　短く言い返したカシュヴァーンが、部屋の外に向かって歩き出す。戸口に立つクレメアが一瞬身を竦めたが、カシュヴァーンは誰の顔も見ずにこう言った。

「……少し頭を冷やしてくる。ルアーク、アリシアが望むなら、側についていてくれ」

　そこへ、誰かの足音が近づいてきた。

「……あーらら」

　困ったようにつぶやいたルアークの声に続いて、外からトレイスの声が聞こえてくる。

「ルアーク、急に消えてどうし……、うわ、カシュヴァーン様!?」

　何も知らないトレイスの腕うでを、カシュヴァーンが乱暴に摑んだ。

「来いトレイス」

「ど、どうされたのですか。一体アリシア様の身に何が……!?」

「いいから来いトレイス」

　訳が分からない様子のまま、トレイスの声が遠ざかっていく。クレメアも気まずくなったのか、反対方向に立ち去ってしまった。

　室内には、アリシアとルアークの二人きり。

「……私……」

　かくんと力が抜ぬけたアリシアは、意味のない独白をした。その側でルアークは、かりかりと額ひたいを搔かいている。

「……えーと、今側にいるのは男の俺じゃないほうがいいような気もするけど、レネもクレメア様もね……」

　そこでルアークは、何か思いついたようだ。

「ちょっと待ってて、アリシア」

　一瞬姿を消したルアークは、銀ぎん髪ぱつのかつらをかぶって再出現した。

「はぁい、ルシアナですわっと。ノーラみたいにうまく化け粧しようはできないんで、これで我が慢まんして？」

　一応持ってきたんだ、とルアークが器用に高めの声で笑う。

「……まあ、ルシアナ」

　おかしくて、つられて笑ったのに、目尻からは涙がこぼれた。

「ルアーク、私」

　こみ上げる吐き気を堪こらえようと口元を押さえ、子がいるかもしれない腹を押さえているので手が足りない。目元を拭ぬぐえない。

「私……」

　するりと伸びたルアークの指先が、そっと眼鏡めがねを外はずし、涙を拭ってくれた。

「俺がいるよ、アリシア。手が足りないなら、俺のでよければ使って」

　外した眼鏡をていねいに枕まくら元もとに置きながら、彼はやるせない笑みを浮かべた。

「……アリシアを気の毒に思うけど、カシュヴァーンおにいちゃんも責められないんだよね……ここですぐに『他の男の子供でも構わない』とか言い出すほうが、胡う散さん臭くさいし。俺はまあ、そういうのは覚かく悟ごしてるからいいけど」

　うそぶいたルアークの手は、次いで寝台の上うわ掛がけをめくった。

「ね、ご飯食べられる？　ちょっとだけでも食べて、横になろうか、アリシア。そしてカシュヴァーンおにいちゃんに、一晩時間をあげてくれる？」

　優しい提案に、アリシアはおとなしく上掛けの中に潜もぐり込みながらうなずく。

「……ええ、ありがとうルアーク。大丈夫、お食事はいつもどおりいただくわ」

　吐き気はあるが、食べられない訳ではない。体調が悪ければ、高価な医者や薬には頼らず、食べて寝て治なおすのがアリシア流だ。

　それに今は、別の理由もある。

「本当に子供がいるなら……しっかり食べないと」

「……そうだね」

　うなずいたルアークは、慎しん重ちような手つきでアリシアに上掛けをかぶせながら考え込み始めた。

「どっちみち、まずは妊娠が本当かどうか確かめないとね。かといってジェリオ殿下にお医者さんを頼むのもなー……あ、そうか、あっちに頼めばいいんだ」

　何事か思いついたルアークは、殊こと更さら軽い調子でアリシアに笑いかける。

「とりあえずご飯取ってくるから、寝てて。大丈夫だよ、いざとなれば、俺と再婚してくれればいいから！」

「……いいえ」

　軽口に、アリシアは静かに首を振った。

「ありがとう、ルアーク。でも私の夫は、カシュヴァーン様だから」

「……あはは、分かってるよ！　でも俺、アリシアが泣いちゃうぐらいなら実力行使しちゃうかも、なんてね!!」

　アリシアに見えない位置で切なげに微笑んで、ルアークは姿を消した。







　妊娠騒そう動どうが起こって三日目。寝台の上で朝食を摂とってすぐのアリシアの部屋には、珍めずらしい面々が揃そろっていた。

「なんつーか、いろいろ面倒なことになってきたな、お嬢じようちゃん」

　椅い子すの上で足を組み、大きなため息をつくのはバルロイである。

「カシュヴァーンのクソ馬鹿が、だらしねえとは思うが……しょせん男は、てめえの腹がふくらまねえからな。ましてあいつにも、いろいろあった」

　カシュヴァーンの恋の師し匠しようを自称するバルロイであるが、今回の件はさすがに想定外なのだろう。面会に来てはみたものの、次の手に困っている彼に、アリシアは横たわったままうなずく。

「ええ、それは分かっています。あの、ところでカシュヴァーン様は……どんなご様子ですか？」

　頭を冷やすと言って出て行ったきり、カシュヴァーンはアリシアがいる部屋に戻ってきていない。レビンが客人を放置しているのをいいことに、トレイスに言いつけて無理やり使用人用の部屋で寝ね泊とまりしているらしい。

「……心ここにあらずって感じだな。ついにはランフォード伯爵に心配される始末だ」

　こうしている間にも、降霊術の準備は着々と進んでいるのだ。デュランダールとの約束を反ほ故ごにする訳にもいかず、レビンへの接せつ触しよくは続けているようだが、正直他人の家の問題に首を突っ込む心情ではないのだろう。

「ランフォードの奥様が、ご主人に状況をお話しになったようなのです」

　バルロイの隣となりに座ったレネが言い添そえた。カシュヴァーンを挑ちよう発はつしたクレメアは、きっとレビンにも「男はこれだから」とばかりに喧けん嘩か腰ごしで言ったに違いない。

「まあ、クレメア様ったら、ご主人のことがお好きなのにどうして……」

「お、さすが人妻死神姫様、分かってらっしゃる」

　バルロイもまた、クレメアの気持ちには、とうに勘かんづいていたようだ。

「俺が見る限り、ランフォード伯爵にも脈がありそうなんだがな……全く、あそこの夫婦仲がよくなれば、俺たちもとっとと退散できるっていうのに」

　ぼやいたバルロイは、時折窓の外を見ているルアークに問いかける。

「なあルアーク。クルセージュ王宮から、まだ医者は来ないのか？」

「そろそろ伝令は到とう着ちやくしてるはずなんだけどねえ……」

　また窓の外を気にしながら、ルアークも苦い顔をしている。

　ジェリオではなく、デュランダールに医者を紹しよう介かいしてもらおうと言い出したのはルアークである。クルセージュ国内で絶対的な権力を持ち、病弱な息子がいるデュランダールであれば、いい医者も知っているだろうとの予想だ。

　とはいえ、ランフォード伯爵領はクルセージュの外れ。王城に行くには、どうしても日数がかかる。

　腫れた頰にわざとらしく真っ白な布を当てたジェリオが、降霊術でミリアムを呼び戻すのとどちらが早いだろうか。彼が口にした準備完了まで、長くてあと七日だ。

「アリシアの体調も今のところ一進一退で、決め手に欠けるしねぇ。うーん、人体の急所とかなら、俺にも分かるんだけど」

「私もです」

　レネが答え、バルロイが少々気まずそうな顔をしながら相あい槌づちを打つ。

「俺もだ。……まー、しかし、なんつーか……どーするかなあ」

　恋の師匠を自称してはいても、修しゆ羅ら場ばとも言いきれない閉へい塞そく感かんは不ふ得え手てのようだ。くわえて、決してこの手の問題に関わる可能性のないレネのことも気にしているようである。

「マルグレート人には少々親近感を覚えちゃいるが、それにしても生き返りの奇跡はねえだろ。いかさまに決まってる。どうせ失敗するだろうし、ここんちの件に関してはこのまま自じ滅めつを待つって手もあるぜ」

「でも自滅しそうにないから、『残ざん虐ぎやく王おう』閣下は俺たちを呼んだんでしょ？　あのジェリオ殿下が、すぐばれるいかさまを仕掛けるかなあ。降霊術の準備内容、俺も探さぐろうとしてるんだけど、妙に近づきにくくてさあ……おっと？」

　機き敏びんに立ち上がったルアークとレネが、さっと扉とびらに近寄る。アリシアの妊娠の可能性が出て以来、二人は以前にも増して彼女に近づく者を警戒していた。

「ジスカルドおにいちゃん？　どうしたのさ」

　やって来たのはジスカルドだった。ルアークは半分だけ扉を開けたものの、その眼は探るようにジスカルドを見上げており、すぐには彼を通そうとしない。

「あのなあ、オーデル侯こう爵しやく。いくらレネだって、さすがにこういう状況では『参考にします』とか言い出さなかったはずだぞ？」

　バルロイも渋しぶい顔で牽けん制せいを放った。無理やり同室にされた彼の言動や書き取り攻撃に、いいかげんうんざりしているようだ。

「……それぐらいは私にも分かっている。ただ単に、アリシア様の見舞いに来ただけだ」

　むっとした顔で言い返したジスカルドを、ルアークとレネが若じやつ干かんのためらいの後部屋に通す。今のアリシアに余計なことを言ったらただではすまない、という言外の圧力を受けながら、ジスカルドは黙って寝台に近づいてきた。

「アリシア様、お加減はいかがですか」

「ええ……、大丈夫ですわ、少し退たい屈くつなぐらい」

　この状況では、以前にも増して立ち歩くことはできない。心情的にもさすがのアリシアも積極的に行動する気になれず、ここ数日寝るか食べるかしかしていない。ルアークは「食欲が落ちないあたり、さすがアリシアだね」と笑ってくれていた。

「オーデルからも医師を連れてくるように使者を出しましたが、生あい憎にくとまだ戻りません。お役に立てず、誠まことに申し訳ない」

「いいえ、お気になさらないで。オーデル侯爵様がお呼びになるお医者様って、とっても高そうですし」

　遠慮の仕方は変化のないアリシアに、ジスカルドはさらりと言ってのけた。

「高いかもしれませんが、その程度の金は出しますのでご心配なく。私は女性に金を払わせたことなどありませんから」

　名家オーデル家の当主であり、美び貌ぼうと能力を誇ほこるジスカルドだから似合う台詞である。

「やだージスカルドおにいちゃん、かっこいー！　ルシアナにも貢みついでぇ!!」

　湿しめった空気を打ち払うことを願ってか、ルアークがここぞとばかりに持ち上げた。いつものジスカルドなら不快そうに眉まゆを上げて終わりだろうが、本日の彼は気弱な苦笑いを浮かべる。

「……金払いに関しては、褒ほめられるのですが……」

「表面的な女の扱あつかいもな。あとは全部だめだ」

　ずばりと評したのは、バルロイだ。これにもジスカルドは、何も言い返さない。

「まあ、レクサンドール子爵様とオーデル侯爵様は、とっても仲良くおなりになったのですね。お金でも差し上げたのですか？」

　アリシアでさえ分かるほど、二人の関係は変化しているようだ。素直な感想を述のべると、ジスカルドはちらりとバルロイを見て、

「……まあ、そうですね。彼のことは、し……師匠と、呼んでいます」

　ルアークがぎょっとした顔をし、バルロイが「おかしい、さすがにこれはだめだろうと思ったのに……」とうめいた。レネはなんだか誇らしげである。

「師匠？」

「恋愛の……、師匠です。ただこなしただけの私などより、師匠は質量共にはるかに女性との付き合い方をご存じなので……」

　レネは一応遠慮してくれたようだ。何も言わずただ、バルロイの脇わき腹ばらに肘鉄を決め、彼を悶もん絶ぜつさせている。

　片やアリシアは、薄うす赤あかく染まったジスカルドの顔をじっと見て聞いた。

「あの、オーデル侯爵様。オーデル侯爵様は、エルティーナ女王陛下のことがお好きなのですよね？　だから、女王陛下に再さい求きゆう婚こんするために、レクサンドール子爵様に弟で子し入いりしたのですよね？」

「いや、ただ、私は……」

　あまりにも直ちよく截さいな物言いに抵てい抗こうを感じたのか、言いよどむジスカルドをバルロイが睨にらんだ。

「オーデル侯爵」

「師匠」のひと睨みで観念したようだ。ジスカルドが、うつむきかげんに答える。

「……ええ。す、好き……なよう、です」

　そして、艶つややかな金の髪をくしゃくしゃとかき混ぜながらうめき始めた。

「……いや……正直、分かりません。私は今まで、こんな気持ちになったことがなかった。後あと腐くされのない付き合いができる、大人の女性が好きだったはずです。ですが、馬鹿な小こ娘むすめのように愚ぐ直ちよくに、私を愛していると言ったあの方の声が……耳を、離れない」

　途方に暮れた子供のような顔で、ジスカルドがアリシアを見つめ返す。

「……アリシア様。あなたも、兄弟子も、こんな気持ちを抱えていらっしゃるのですか」

　一瞬きょとんとしたアリシアは、すぐに気がついた。

「兄弟子？　ああ、カシュヴァーン様のことですわね」

「え、それ、カシュヴァーンおにいちゃん知ってるの……？　ていうか俺今、ジスカルドおにいちゃんから見てどういう立ち位置になってるの……？」

　横で混乱しているルアークを尻目に、アリシアはしばし真ま面じ目めに考え込んだ。

「私も……結婚当初は、カシュヴァーン様のことをお金持ちで優しくて寛かん容ような、私の理想の旦だん那な様さまだと思っていましたの」

　今度はジスカルドが当とう惑わくした顔になる。

「それでいいのでは？」

「ええ、もちろん、最初から私にはもったいないほどの方です。でも今は、たとえ他にもっとお金持ちで優しくて寛大な方がいらしても、その方と結婚しようとは思いませんの。私の夫は世界でたったひとり、カシュヴァーン様だけなのですから」

　分かりやすい条件だけ並べられても、もうそれだけではアリシアは満足できない。贅ぜい沢たくなこの腹は、カシュヴァーンの愛情を食べないと満たされないのだ。

　愛いとおしさにあふれたアリシアの表情に突き動かされ、ジスカルドが口を滑すべらせる。

「しかし……ライセンは、あなたの不ふ貞ていを疑いもが」

「おーっとオーデル大侯爵閣下、それはだめだねぇ。えーと、兄弟子の『息子』で、たぶん甥おいっ子ぐらいの位置にある俺が黙ってないよ？　大体あんた、お見舞いに来たんだよね？」

　力強くジスカルドの口をふさぎながら、ルアークが笑顔で宣言した。だがアリシアは、薄い腹をそっと撫でて断言した。

「──本当に赤ちゃんがここにいるのなら、たとえどなたの子であっても、私は産みたいと思っています」

「！」

　その場の全員の表情が、それぞれの個性に合わせていっせいに動く。アリシアだけが、穏おだやかに微笑み続けている。

「でも、カシュヴァーン様は、そのことで苦しむかもしれないのですよね。それを思うと……悩なやみますわ」

　アリシア自身、自分が一度眠れば朝まで起きないことは分かっている。王城で軟禁されていた際、レネとも途中で別れてしまったことも合わせると、絶対に腹の子の父親がゼオルディスでないという保証はできなかった。

　しかし、カシュヴァーンの子である可能性のほうが高いのだ。ならば産みたい。過去は取り返せないのだから、カシュヴァーンをいい父親にして、つらい記き憶おくを幸福な日々で塗ぬり替えてあげたい。

　しんとした空気のなか、次に発言したのはバルロイだった。

「だっせ」

　険悪なその眼は、まっすぐにジスカルドに据すえられている。

「なんだと」

　師匠呼びを許容したジスカルドであるが、露ろ骨こつな悪口まで従順に受け止めるつもりはないようだ。ルアークの手を振りほどき、睨み返してくる彼をバルロイは蔑さげすみの表情で見やる。

「だせえって言ったんだよ。あーあ、こんな男をちょっとでも警戒してた俺とカシュヴァーンが馬鹿みてえ。苦しんでるお嬢ちゃんに、しょうもねえことを言わせるんじゃねえよ。とっとと出て行け」

「──私は！　私なりに、苦しんでだな……!!」

　表情を険けわしくし、訴うつたえるジスカルドをバルロイは軽くいなした。

「だからその、てめえの苦しみだけで手一杯の態度がまずだせえんだよ。女慣れしたのは表面だけ、今まで恋も知らなかったぼうやがでかい面つらしてんじゃねえ!!」

　荒あらくれ者揃いの団員たちを黙らせる傭よう兵へい団長の咆ほう吼こうだ。レネが反射的に背筋を伸ばし、ルアークまで一瞬眼を見張った。真っ向から怒鳴られたジスカルドは、顔を引きつらせて黙り込んでいる。

　立ち上がったバルロイは、その手を乱暴に摑んだ。

「てめえの居場所はここじゃねえんだよ。さっさとシルディーンに戻って、女王陛下に謝って押し倒せっつってんだ馬鹿!!」

　そのままぐいぐいと、彼を部屋の外へ引っ張っていくバルロイにルアークがおずおずと声をかける。

「えーと、さ。バルロイおじさん、悪いけど今ジスカルドおにいちゃんに帰られると、ちょっと困るかなーって。クルセージュから医者を調達できないなら、オーデルから呼んでもらうことになるし」

「……じゃあ部屋に戻れ馬鹿」

　最近いまいち締まらないバルロイである。しかしレネは、「さすがバルロイ様です」と瞳をきらきらさせていた。アリシアも、取り立ててジスカルドの態度を気にすることなく、彼とエルティーナの関係修復に思いを馳はせる。

「そうね、この件が片づいたら、オーデル侯爵様には早くエルティーナ様と再婚していただかないと。私たちがこちらに来ている間に、ユベル殿下との婚こん約やくが進んでしまってはまずいわ」

「……大丈夫じゃない？　その点は俺たちの残虐女王様が、意図せぬ防ぼう壁へきになってそうだし」

　微び苦く笑しようしたルアークは、とぼとぼと部屋に戻っていくジスカルドを見送りながら背伸びした。

「とにかく、このまま待ってても埒らちが明かないや。……マルグレート側の妨ぼう害がい工作の可能性もあるしね。どーもあの人たち、体たい捌さばきとかが素人しろうとじゃないんだよなー」

　舞踏会の時から、マルグレート人たちは奇き妙みような身体能力の高さを発はつ揮きしていた。師をも越えた暗殺者となったルアークであるが、場所は他国の貴族の家、相手は他国の第二王子という遠慮もあり、思うように事を運べない様子だ。

「……よっし。俺、ひとっ走りクルセージュ王宮に行って、お医者さんを連れてくるよ。レネ、アリシアの側を離れないでもらえる？」

「分かりました」

「てな訳で、みんな俺の帰りを待っててくれると嬉しいでーす。じゃーね!!」

　ひらりと手を振って、ルアークは姿を消した。







　ルアークが旅立った日の夜、浅く眠っては目覚め、眠っては目覚めを繰くり返していたアリシアは、ため息をついて寝台の上に身を起こした。

「私がこんな時間に起きてしまうなんて……」

　室内には誰もいない。クレメアが気を利きかせ、使用人も含めて人払いをしてくれているそうなのだ。もちろん呼べば隣りん室しつのバルロイたちなど、誰か来てくれるだろうが、人の手を借りたい気分ではなかった。

　枕元から眼鏡を取り、ふくらむ様子のない腹を庇かばいつつ、そろそろと床に足を下おろす。

「外の空気でも吸ってこようかしら。空気ならただだし」

　何か摘つまもうかとも思ったが、他人の家だ。勝手に食材を拝はい借しやくするのも気が引けるので、アリシアはとりあえず廊ろう下かに出た。

　アズベルグと違い、見晴らしのいい丘の上にあるランフォードの屋や敷しきは空気も爽やかだ。それでもつい、厨ちゆう房ぼうの横を通りかかった時、中を覗のぞいてしまった。

「……あら？」

　厨房全体は薄暗いが、誰かが火を使っているようだ。一部が明るい。

　もしや、料理人の幽ゆう霊れいだろうか。胸ときめかせて眼を凝こらそうとしたところ、中にいた人物が出てきた。

　反射的に仰のけ反ぞったら、相手はアリシアに気づかなかったらしい。焦こげた茸きのこの匂においを漂ただよわせながら、足早に廊下を歩いていく。

「……トレイス？」

　小鼻をひくつかせ、アリシアは彼の名前をつぶやいた。金髪の青年だったこともぼんやり見て取れたが、夜中にこそこそと厨房を使っていること、ランフォード家には茸の炒いため物をこんなに焦げつかせる料理人はいないはずであることを合わせると、彼に間違いない。

　少し迷ったが、まだ眼は冴さえている。それにたぶん、あのトレイスが、アリシアでさえ躊ちゆう躇ちよした夜中に他人の家で料理という行為に及んだ理由は。

「焦がしてくれてよかったわ……」

　眼で見て追いかけるより数倍楽だ。匂いを辿たどるようにして、アリシアはトレイスの尾び行こうを開始した。







　広いといっても同じ屋敷の中だ。程なくアリシアは、焦げた匂いが持ち込まれた部屋に辿り着いた。扉の脇に隠れ、そっと中の様子をうかがう。

　アリシアたちは招まねかれていないが、そこは客人用の談話室だった。シルディーンの規き模ぼで考えると、ちょっとした広間と言っていいぐらいの広さがある。二階まで吹き抜けになっており、大きく取られた天てん井じよう付近の窓から月光が降ふり注そそいでいた。

　その下に、猫ねこ足あしの長椅子にだらしなく背を預けたカシュヴァーンがいる。アリシアの覚おぼ束つかない視力でも、誰とも見間違えることのない唯ゆい一いつの存在。

　トレイスが用意してくれた焦げた茸を肴さかなに、彼は黙もく々もくと酒を飲んでいる。手近の長ちよう卓たくの上には、少なくとも五本以上の酒さか瓶びんが載のせられていた。距きよ離りがあるので銘めい柄がらまでは分からないが、おそらく泡あわ花はなだろう。

「他に何かお作りしますか、カシュヴァーン様」

　トレイスも、事情が事情であるだけにカシュヴァーンの態度を責めたり、急せかしたりするつもりはないようだ。あえてのように忠実な執しつ事じの顔で、その横に佇たたずんでいる。

「いや、いい。ありがとう、トレイス。無理を言って悪かったな、お前はもう寝ろ」

「いえ……私もお付き合いします」

　屈かがんだトレイスが、酒瓶に手を伸ばす。その手をカシュヴァーンが摑んで止めた。

「無理をするな。オーデル侯爵ほどじゃないが、お前もそんなに酒には強くないだろう？」

「しかし……れ、連日おひとりで晩ばん酌しやくでは、寂しいでしょう？」

「ありがたい話だが、昨夜はその調子で付き合ってくれた挙あげ句く、途中でぶっ倒れただろうが。誰が介かい抱ほうしたと思っているんだ？　……まあおかげで、気は紛まぎれたけどな」

　苦く笑ったカシュヴァーンが、ぐいと酒をあおる。

「ですが……」

　放っておけない、とトレイスは食い下がろうとする。アリシアもカシュヴァーンがいくら酒に強いとはいえ、とても楽しい飲み方をしているようには思えず、せめて焦げていない肴ぐらいは用意してあげたいと思った時だった。

　アリシアにも降り注いでいた月明かりが一瞬さえぎられた。酒の匂いを振りまきながら、誰かが部屋の中に入ってきたのだ。

「今度一杯付き合え、と言っていたよな。邪じや魔ましていいか」

　レビンだった。扉の脇に隠かくれていたアリシアには気づかなかったらしく、驚くカシュヴァーンたちを尻目にすたすたと彼らの側に向かう。

「では、私はこれで」

　空気を読んだトレイスが一礼し、やはりアリシアに気づかないまま辞去していく。レビンは軽くうなずくと、カシュヴァーンが何か言う前にその正面にどっかりと腰を下ろした。

　カシュヴァーンは一瞬腰を浮かせかけたものの、せっかくのレビン側からの歩み寄りである。

「……悪いな、勝手に厨房を借りた。酒代と肴代は後で払う」

　ぼそっと言って座り直したカシュヴァーンの前から酒瓶を取り上げたレビンは、慣れた手つきで直接中身をあおった。彼にとっても孤こ独どくな酒盛りは日常茶さ飯はん事じだからだろう、元海かい賊ぞくということもあってやけに似合う。

「構わない。それより、帰れと言ったのに帰らないからだ」

「……申し訳ない」

「謝るのは俺にじゃないだろう」

　いつの間にか、レビンの口く調ちようはずいぶんざっくりしたものに変わっている。幸か不幸か、ライセン夫妻の間に起こった出来事が彼の心の壁かべに亀き裂れつを入れたらしい。

「俺は男で夫だから、貴公の気持ちも分かる。別に謝る必要はない」

　アリシアの鼻先をくすぐるような酒しゆ精せいを漂わせてはいるが、レビンの眼も声も冷静だ。

「知ってのとおり、俺たちの夫婦生活は破は綻たんしているが、よその夫婦までそうなってほしい訳じゃない。……見た目は老ふけていても、十も年下の若夫婦であればなおさらだ」

　空にした酒瓶を脇にどけ、焦げた茸を摘み上げながら新しい酒瓶の栓せんを抜く。

「まあ飲め。クルセージュの酒はうまい」

「……ああ。染しみる」

　レビンと同じように、カシュヴァーンも直接中身をあおった。その時また、アリシアを照らす月光が翳かげった。

「私も邪魔して、うっ」

　談話室に入るなり顔をしかめたのは、ジスカルドである。立ち止まった彼に見つかりそうで、慌てて少し距離を取ったアリシアの耳に、カシュヴァーンのからかいが届いた。

「無理するな、オーデル大侯爵閣下。泡花は貴公には荷が重いと思うぜ」

　実際、月光の下であることを割り引いてもジスカルドの顔は青白い。昼間バルロイにやっつけられたことも尾を引いているのかもしれなかった。

　気安い茶々に怒り出すか、さもなくば無言で引き返すかと思いきや、ジスカルドの反応は異なった。

「いや、私は……私は……変わりたい、のだ。ライセン」

　たどたどしく答え、再び歩き出す。アリシアの視力でも金色に輝かがやく彼の頭は分かりやすく、カシュヴァーンの隣に収まったのが見えた。

「らしいな。おかげでバルロイが、大変迷めい惑わくしているようだが」

　レビン相手とは違い、カシュヴァーンの声こわ音ねは冷静を通り越して少々冷たい。いまだジスカルドの変化について吟ぎん味み中の様子だが、ジスカルドはあくまで殊しゆ勝しような態度を貫つらぬく。

「……ああ。師匠には、ご迷惑をおかけしている」

「……師匠……？」

　瞬間、カシュヴァーンは非常に突っ込みたそうな顔をした。しかし本能的な何かがこれ以上追つい及きゆうするな、と彼に告げたらしく、別の質問をぶつけて流す。

「アリシアが言っていたが、貴公は本当に女王陛下に恋をしているのか？」

「……ああ」

　いかに「兄弟子」とはいえ、カシュヴァーンとはずっと犬けん猿えんの仲だったのだ。そんな相手に向かって元妻への気持ちを口にするのは抵てい抗こうがある様子だが、「師匠」の教えの賜たま物ものか、比ひ較かく的てき素直に認めた。

　だが、「兄弟子」はそれでは納なつ得とくしない。

「俺が知る限り、貴公が愛しているのは国と自分だけだ」

　いきなり急所を突かれたような顔で、ジスカルドが固まる。

「俺のようなしがない成り上がりと違って、貴公は非常にもてるからな。以前はアリシアにもちょっかいをかけてきたぐらいだ。自尊心を傷つけられて動どう揺ようして、それを恋と錯さつ覚かくしているだけじゃないのか？」

　多少は酒の勢いもあるのか、カシュヴァーンは容よう赦しやしない。語調を緩ゆるめず、絶句しているジスカルドを強い視線で縛しばりつけたまま続けた。

「俺はな、傷ついた女を見るのが嫌いなんだ。女王陛下はご自分の立場を自覚した上で、過去の恋を捨てて歩き出された。生半可な気持ちであの方の歩みを邪魔するつもりなら、俺にも考えがあるぞ」

　グラネウスとは少し意味合いが違うだろうが、エルティーナもまた、カシュヴァーンにとっては尊敬に値あたいする王である。ジスカルドもいまだ自分の気持ちを把は握あくしきれていないらしく、口元を歪ゆがめて黙り込んでしまった。

「その辺でやめておけ、ライセン強公爵。オーデル侯爵も、本気で苦しんでおられるようだ」

　と、それまで黙っていたレビンが、助け船を出した。今度はカシュヴァーンの口元が歪むが、疲つかれたように眼を閉じた彼はそのまま深く背もたれに沈しずむ。

「……そうだな。下らない八やつ当たりに、言い返してもこないとは。確かにいつもと違う」

　すべてを酒のせいにするほどの、ひどい酔よい方はしていないようだ。カシュヴァーンは詫わびの言葉こそ口にしなかったが、おもむろに手を伸ばし、酒瓶を一本取ってジスカルドに渡した。ジスカルドも、何も言わず受け取る。

「乾かん杯ぱいしよう。俺たちの女神に」

「……そうだな」

　レビンも半分ほど中身を空あけた瓶を掲かかげて同調する。キン、と澄すんだ音を立てて三本の瓶が触れ合った。

「ライセン」

　ややあって、あっという間に赤い顔になったジスカルドが唐とう突とつにカシュヴァーンを呼んだ。

「夫婦円満の秘ひ訣けつとは、なんだ？」

　一瞬あ然とした表情になったカシュヴァーンが、口の端を引きつらせる。

「……そういうことを聞きたいんだろうと思っていたが、よりによってこの状況で聞くか、てめえ。バルロイが手を焼くはずだぜ……」

　バルロイその人のような荒い口調で言ったカシュヴァーンであるが、盛せい大だいなため息をついた後、真ま面じ目めな顔になる。

「夫婦でいられる幸福を忘れないこと。それを率そつ直ちよくに、相手に伝え続けることだ」

　カシュヴァーンも、一度は夫婦関係を強制終了させられた身だ。当時のことを思い出したらしく、ばつが悪そうにするジスカルドを意地悪く見やって、

「同じ立場に立った今なら身に染みるだろう？　この件がある程度片づいたら、可能な限り早急に王宮に戻り、女王陛下に謝って押し倒せ。……貴公たちぐらいは、今回の件で幸せになってくれないとやってられん。なあ、レビン」

「……そうだな、カシュヴァーン」

　カシュヴァーンとレビンがまた酒瓶を掲かかげる。酒に潤うるんだ眼をしたジスカルドは、兄弟子も師匠と同じことを、とつぶやいた後、限界を迎えたらしく長椅子に沈んだ。







　轟ごう沈ちんしたジスカルドに、レビンがどこからか大きめの肩掛けを持ってきてかけてやった。

　以降は酒に強い二人も多くは語らず、時折「トレイスは本当にいい奴なんだが、何かを作る才能は全くないんだよな……」というカシュヴァーンの愚ぐ痴ちが聞こえるぐらいだ。レビンは無言でどんどん空き瓶を作成している。

「……カシュヴァーン様……」

　一連のやり取りを眺ながめていたアリシアの胸を、不思議な感かん慨がいが満たしている。ゆっくりと踵きびすを返そうとしたところで、不意に誰かが肩を叩たたいた。

「そろそろいいだろ。風か邪ぜひくぜ、お嬢ちゃん」

「まあ、レクサンドール子爵様！」

　声を上げてしまったアリシアだが、幸いにも談話室内に声は届かなかったようだ。しっ、と軽く指を立ててみせたバルロイに導かれるまま、戸口を離れた。

「人の気配がしたんでな。迷ったが、レネは出払ってるし、ここは俺のほうがいいかと思って出てきたんだ」

　やはりアリシアの様子を気にしてくれていたらしい。何かあったら出て行こうと、ここまでこっそりついて来ていたようだ。

「まあ……申し訳ありませんわ、こんな時間に。お金も差し上げてな、わぷっ」

　大きな手が、わしわしとアリシアの頭を撫でる。

「水みず臭くせぇな、今さらだろ。レネとも仲良くしてくれているし、何よりカシュヴァーンのクソ馬鹿を変えてくれたお嬢ちゃんのことは、俺は結構気に入ってるんだぜ」

　胸はないけどな、とつけくわえたバルロイであるが、その表情は優しい。

「にしても、三人の馬鹿な夫が傷の舐め合いか。体がしんどい時に、嫌いやなもん見ちまったな」

　バルロイはわざとそういう言い方をしたのだろうが、アリシアは真面目に首を振った。

「馬鹿だとは、思いませんわ。お三方とも……苦しんでいらっしゃるのですもの」

「……アリシア嬢ちゃんはえげつないことも平気で言うが、心根は本当に優しいよなあ。そういうところが馬鹿な男を引き寄せているようで、おじさんは心配なんだが……」

　自分がぐしゃぐしゃにした亜麻色の髪を適当に直してやりながら、バルロイはため息をつく。

「だが、まあ、俺にとってもカシュヴァーンは出来の悪い甥みたいなもんだからな。俺のいい男ぶりに免めんじて、もうちょっとあいつにも心の整理をする時間をやってくれ」

「──ええ」

　ぺったりした腹に手を当て、アリシアはうなずいた。男三人の、まとまりがあるようなないような酒しゆ宴えんから伝わった何かが、心を少し軽くしてくれていた。

「ありがとよ。あと、オーデル侯爵のことも旦那の百万分の一ぐらいでいいんで、適当に気遣ってやってくれ。……ついでにあんたも、ちょっとだけ旦那と歩み寄ってくれると助かるよ、ランフォードの奥様」

　不ふ肖しようの弟子その二を加えてアリシアに頼み、バルロイは最後に廊下の暗がりに声をかける。アリシアには全く見えていなかったが、そこには気まずそうなクレメアが立っていた。

「あら……クレメア様？」

　バルロイはじっと自分を見ているアリシアは置いておいて、きちんとクレメアに対して言った。

「俺はカシュヴァーンとは国こく籍せきも人種も立場も信じる女神も違うが、不幸な女が嫌いってところだけは共通しているんだ。〈神具礼賛〉云うん々ぬん以前に、あんたみたいないい女には笑っていてほしいね。アリシア嬢ちゃんのこと、ずっと気にしてくれてたんだろ？」

「……それは……残虐王に紹介された客人だもの」

　バルロイ同様、クレメアもアリシアの体調を気にかけてくれていたようだ。まあ、とアリシアは顔をほころばせた。

「クレメア様にだって、お金など差し上げていないどころか、ずっと泊めていただいておりますのにありがとうございます！　このご恩は、できるだけお金以外の形でお返ししたいと思いますわ」

「……別にいいわよ。私だって、よその家の夫婦に不幸になってほしい訳じゃないんだし」

　苦笑いして、クレメアはアリシアに向かって薄い毛け織おり物ものを差し出す。

「もしも産さん気けづくようなことがあるなら、すぐ言いなさい。部屋まで送るわ」

「そうしてもらえ。じゃあおやすみ、お嬢ちゃん」

「分かりました。おやすみなさいませ、レクサンドール子爵様」

　あくびをしているバルロイに手を振ったアリシアは、クレメアと一緒に部屋に戻った。







　寝台に潜もぐり込んだアリシアに、クレメアが優しく上掛けを被せてくれる。何かあったら絶対呼ぶのよ、と念押ししながら去っていく様には慣れが感じられた。きっと亡なくなったミリアムにも、幾いく度どとなく同じ言葉をかけてきたのだろう。

　プレアーナもたぶん、ユベルに対して似たように接しているはずだ。幼おさないころは時々体調を崩したアリシアを、父母がこんな風に気遣ってくれたことをぼんやり覚えている。

　いずれはアリシアも、この腹に宿った息子むすこか娘の体調に一いつ喜き一いち憂ゆうする日が来るのだろうか。子供ってとっても体調を崩しやすいらしいわよね、と、最近蓄たくわえ始めた育児についての知識を振り返っていると、顔に傷を持つひとりの青年の姿が自然と心に浮かんできた。

　カシュヴァーンとは、似ているようで違う。名前も年も両親も全てを奪われ殺されて、生まれ変わったもうひとりの怪物。妊にん娠しん騒そう動どうが起きて以来何度か脳のう裏りを過よぎっていた存在を、今夜は幾分落ち着いた気持ちで思い出すことができた。

「……今、どちらにいらっしゃるのかしら、ゼオ様。マーベル卿きようと、仲良くしていらっしゃる……？」

　元の名前を取り戻したゼオの放浪には、監かん視し役やくとして『穢けがれ無き銀ぎん騎き士し』ことフロリアン・マーベルが同行しているはず。

　かつてのフロリアンは「友達」であり、「義弟おとうと」でもある男との付き合い方にずっと悩んでいた。一方的に責められて、美しい顔を歪めて黙り込むことが多かったが、現在の彼なら心置きなく返り討ちにできるだろうから安心だ。

　しかしそんなフロリアンでさえ、アリシアの腹にゼオルディスの子がいるかもしれないと聞けば言葉を失うことだろう。

「……違うわ。私はゼオ様に、子守歌を歌って差し上げたぐらい……のはず。……たぶん」

　現実主義者のアリシアである。一度眠ったら目覚めないことは自覚しているので、ゼオルディスに何かされていた可能性は否ひ定ていできない。アリシアを正妃にしたいと、彼が公言していたのも事実だ。

　だがたくさんの噓うその中で生きてきたゼオルディスは、噓をつくのが上手だった。

「そうよ。ゼオ様が、本当に好きなのは……」

　ひとりぼっちの怪物が本当に欲したのは、清せい楚そな銀ぎん髪ぱつの美少女。フロリアンの妹であり、最後まで実兄への道ならぬ愛を貫いた怪物。

　彼女の腹には確かに、ゼオルディスの子がいたのだ。女は愛していない男の子でも孕はらめると、ジェリオが意地悪く笑う姿を急いで打ち消す。

「……ミューゼ様と赤ちゃんの進む道に、翼つばさの加か護ごがあらんことを……」

　全ては可能性でしかない。なるようにしかならない。カシュヴァーンの愛の証あかしである結婚指輪をそっと撫でたアリシアは、いつかのように〈翼の祈り〉の聖句を唱となえて眼を閉じた。







　翌日の、夕食後のことである。

「こんばんは皆みな様さま、いい夜ですねえ」

　護ご衛えいのレネだけでなく、まだジスカルドがいる部屋に戻るのが気まずいらしいバルロイも揃ったライセン夫妻の部屋に、またジェリオがやって来た。白しら々じらしい芝しば居いはもうやめたらしく、頰の当て布は消えている。

「さ、今からお待ちかねの降霊術を行いますよ。奇跡の目もく撃げき者しやになりたい方は、どなたでも参加を歓かん迎げいします。特にアリシア様、とても興味を持っていただいておりますよね？」

「今からですか!?」

　険しい顔でレネが尋たずね返した。当然である。数日前、降霊術の準備完了まで十日ほどだと言ったのはジェリオ自身なのだ。

「いろいろご迷惑をおかけしたお詫びに、納期も勉強させていただいたのです。ランフォード伯爵閣下も、邪魔者……失礼、お客様に早めにお帰りいただくためにも、早く術を行ってほしいと仰おおせでしてね」

　嫌味を織り込みながら叩こう頭とうしたジェリオは、「ご存じだと思いますが、場所は屋敷の奥にある茶会用の小部屋ですよ」と告げて行ってしまった。

「……ルアークを行かせたのは失策でしたね。彼らはこの時を待っていたのでしょう」

　レネが歯嚙みし、バルロイも舌打ちした。

「そういうこったろうな。だが逆を言えば、やっぱり何かあるってことだ。幸い少々の小こ細ざい工くなら、レネの眼がん力りきも期待できるからな」

「お任まかせ下さい。バルロイ様に近づく悪い虫をすべて排はい除じよしてきた手並み、ご覧に入れます」

　煽あおり文句に不安が残るが、レネも元〈玩具おもちやの兵隊〉の精せい鋭えい。身のこなしも勘の良さも、並みの傭兵以上である。

「アリシア様はこちらでお待ち下さい。私たちが」

「──いいえ、レネ。私も行くわ」

　寝台から身を起こしたアリシアは、きっぱりと断言した。

「ルアークがいないのなら、レネと離れるのは危ないもの」

「……まあな。ひとりひとりばらばらにして、個別に何か仕掛けてくる可能性はある。もしかしてそっちが、向こうさんの計画かもな」

　苦りきった表情でバルロイは同意しかけたが、レネは珍しく団長の意見に賛同しなかった。

「なら、私は残ります。……おなかの子に障さわる可能性があります、どうか」

　悲しみを押し殺した眼をして、レネが頼む。バルロイはもっと苦い顔をして、何か言いかけては唇を閉ざすを繰り返していた。

　しかしアリシアは、ゆっくりと首を振る。

「……そうね。でも、行くわ。こういうことには、私が一番詳くわしいと思うから」

「ですが……知識があっても、アリシア様の視力では……」

　困こん惑わくしながらも冷静に突っ込んできたレネだが、ここで言い争うだけ時間の無む駄だだと思ったらしい。

「分かりました。ですが、万一のことがあれば、問答無用で外に連れ出しますから」

「ええ、床を減らさない程度にお願い」

　アリシアは笑顔でそう応じた。











第五章　女神再来






　ランフォード家の奥に、ごく親しい人々だけを招まねくために用意された小部屋がある。先日酒さか盛もりが行われていた談話室同様、本来は大きな窓が取られた開放的な雰ふん囲い気きなのだろうが、現在は壁かべ一面を黒い遮しや光こう布ぬので覆おおわれていた。

　以前ジェリオがしてくれた説明によれば、光や騒そう音おんを嫌きらう霊れいのためにこういった状じよう況きようが必要になるらしい。内部だけではなく外がい壁へき部分にまで布が張り巡めぐらされているため、隣りん室しつとの違い和わ感かんがものすごい。

「今のところ、特に小こ細ざい工くの様子はありませんね」

　手しゆ燭しよくを片手に、レネが低い声を出した。足元が不案内だからと、曲がり角で待ち受けていたジェリオの部下に渡されたのだ。

「ああ、そうよ、この感じ……本で見たとおりだわ」

　同じ手燭を持ったアリシアは、小さな灯あかりに不規則に照らされる黒い小部屋を見つめてついうっとりしてしまう。ごていねいに周辺の灯りを落としてあるので、ますます異様な雰囲気だった。

　体調の悪さがなければ、この状況を素直に楽しめたはずなのに。残念に思いながら、手燭を入り口の青年に渡して手ぶらで小部屋の中に入る。

「あら、中はもっと真っ暗……」

「！　アリシア」

　つぶやきを聞き留とめたか、円えん卓たくを囲んで座っていたカシュヴァーンが声を上げた。卓の上に唯ゆい一いつ置かれた燭台が揺ゆれ、じっと音を立てる。

「……カシュヴァーン様……」

　この暗くら闇やみの中でも、カシュヴァーンの姿はあのぼこぼこ茸だけのように白く光って見えた。その眼が妻を避さけるように動き、中央の燭台に向かったことさえ分かってしまった。

「……来るだろうとは思っていたが……体調は、大丈夫なのか？」

　さすがにトレイスは中に入れなかったようだ。ひとり腕うで組ぐみして座っているカシュヴァーンに聞かれ、アリシアはおずおずと口を開いた。

「カ、カシュヴァーン様こそ……大丈夫ですか？　お顔の色が……ランフォード伯はく爵しやく様さまも、心配していらっしゃると……」

　同じ円卓を、ランフォード夫妻も囲んでいる。ただしレビンは術者と思おぼしき頭ず巾きんで顔を覆った人影の横に陣じん取どり、クレメアはその真反対側という分かりやすい席次だったが。

「そうだぞ、カシュヴァーン。ずいぶん泡花が気に入っているようだが、飲みすぎはほどほどにな。どうせならうちのレンブラーにしとけ、割引してやるから」

　後から入ってきたバルロイが茶化しつつ、まだ立ったままのアリシアをさり気なくカシュヴァーンの隣に押しやる。アリシアは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、レネが黙ってうなずいてくれたこともあり、意を決して夫の隣に座った。

　カシュヴァーンは、いまだ顔を向けてくれない。

「……食欲が落ちたとは聞いていないが、少しやせたんじゃないか」

　だが彼もまた、距離を置いていた間の妻の状況をきちんと把は握あくしているようだった。おそらくはトレイスかルアークが報告しているのだろう。

「……カシュヴァーン様、こそ……私より、体調が悪いみたいですわ……」

　この薄うす闇やみの中、灯りは揺れる燭台のみということを割り引いても、カシュヴァーンの顔色はよくない。理由は聞くまでもなく、たびたび泡花などの強い酒を痛飲しているためだ。

　元々彼は、酒しゆ豪ごう揃ぞろいのラグラドール人に引けを取らないほど酒に強いのだ。シルディーンでの舞ぶ踏とう会かいの際は珍めずらしく二日ふつか酔よいになっていたが、後に残るほど酒に飲まれる姿を見たことがなかった。

「……こんな薄暗い部屋の中で、お前に俺の体調が分かるのか？」

「分かります。カシュヴァーン様のことなら……分かります」

　不思議な確信のもと、アリシアはうなずいた。

　眼ではなく、皮ひ膚ふで、心臓で分かる。カシュヴァーンの苦しみが。

「ご自分を、責めていらっしゃるのでしょう？」

　昨日の夜、レビンと共に黙もく々もくと泡花を飲みながら、カシュヴァーンはつらそうだった。ジスカルドに八やつ当たりめいたことを言いさえした。

　だが、アリシアを責めたりはしなかった。

　彼がつらいのは、妻に裏切られたと思っているからではない。

　自分が追放されたがために、暴君と化したゼオルディスの魔ま手しゆから妻を守れなかった。それを悔くいているのだ。アリシアの夫は、そういう人だ。

「……アリシア……」

　驚おどろいたようにつぶやいたカシュヴァーンが何事か続けかけたが、軽かろやかに扉とびらを叩たたく音に中断された。伏ふし目がちのジスカルドを引き連れるようにして、ジェリオが入ってきたのだ。







　円卓を囲むのはランフォード夫妻、ライセン夫妻、バルロイ、レネ、ジスカルド。そして術者と思しき、怪あやしい頭巾の人物のみ。

　バルロイと顔を合わせづらいのか、ぎりぎりまで姿を見せなかったジスカルドだが、ランフォード夫妻の件の行ゆく末すえは公的にも私的にも最後まで見守らねばならないと思ったのだろう。カシュヴァーンは一瞬だけ彼を見たが、特に何も発言しなかった。

「えー、本日はお日ひ柄がらも良く、絶好の降こう霊れい日和びよりですね。夜ですが、ははは！　急なことですのにこのように大勢の方にお集まりいただき、僕はとても嬉うれしいです」

　異様な雰囲気のなかでも、ジェリオの弁舌は相変わらずだ。ひとりだけ立ち上がり、円卓に集つどった面々をぐるりと見回しながら流りゆう暢ちように話し始めた。

「あっ、言っておきますけど、たったこれだけの準備のためにぼったくりなどとおっしゃらないで下さいね？　水鳥は水面下で懸けん命めいに足を動かしているもの。簡素な設備に見えるかもしれませんが、必要なものを揃えるために、我々もずいぶん苦労したのですから……」

「分かっている」

　ぼそりとひと言、レビンが言った。物分かりのいい出資者に、ジェリオは愛あい想そよく礼を述のべる。

「ありがとうございます。さて、能書きはこんなもので。では早さつ速そく、〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉が誇ほこる降霊術師、オーバンを紹しよう介かいいたします」

「あら、どこかで聞いたようなお名前……」

　降霊術師への興味を抑おさえきれないアリシアは、記き憶おくにある名前に首をひねる。ランフォード夫妻以外は彼女同様、微び妙みような反応をしているが、共通の知り合いにこんな名の人間がいただろうか。

　だが肝かん心じんのオーバンは、自己紹介するどころか頭巾を取ることもなく、黙だまって一礼しただけだった。名前からすると男のようだが、容姿も年ねん齢れいも全く分からない。

「ははは、オーバンは恥はずかしがり屋のようですね！　ま、僕のようにぺらぺらしゃべる術者など、信用がおけないでしょうが」

「……もう能書きは十分でしょう。こっちは高い金を払っているんだ、さっさと始めてくれ」

　焦じれたように、レビンが口を挟はさんだ。ついに願いが叶かなうという緊きん張ちようのためか、カシュヴァーンとの痛飲のためか、深緑の瞳ひとみは血走っている。

「おっしゃるとおり。時は金なり、と申しますしね。では今度こそ、始めますか」

　お得意様の機き嫌げんを損そこねてもまずいと思ったのか、ジェリオはいきなり本題に入った。

「さて、これからこのオーバンがいいと言うまで、絶対に口を開かないで下さいね。もしも口を開ければ──その方は、死後も女神の腕に抱だかれることなく、虚こ空くうをさまよう羽は目めに陥おちいるでしょう」

　アリシアたちにはあまり馴な染じみのない脅おどし文句だ。おそらく彼らが信じる、聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテの教えに依よるものだろう。

　かすかな困こん惑わくを読み取ったらしく、ジェリオは含ふくみ笑いを浮かべる。

「あなた方の場合は、水みな底そこの国行きと脅したほうが効果がありますかね？　いずれにしろ、下へ手たな真ま似ねはしないことです。さあ、深呼吸して、気持ちを落ち着けて……死者の存在はまず、匂においとして感じ取れるはずです」

　降霊術で死者を呼び寄せた際、特有の匂いがするという話はアリシアも本で読んだことがあった。部屋中の視線を集めながら、オーバンが長い袂たもとに包まれた手を伸ばし、卓上の燭台の灯ひの輪りん郭かくを辿たどるようなしぐさをする……

　変化は、確かに匂いから始まった。

　いずこからともなくかすかな異い臭しゆうがして、アリシアの鼻を刺し激げきしたのだ。

「……うっ」

　途と端たんに、軽い吐はき気が込み上げる。同時に、オーバンが卓の上にがくりと突つっ伏ぷした。

「!?」

　隣のカシュヴァーンが身じろぐ気配がした。オーバンに何かあったのかと思ったらしいが、ジェリオが唇くちびるに指を当てて「静かに」との合図を送る。

　大きな変化はすぐに訪れた。

『──レビン様』

　少女の声が、卓に伏したオーバンのあたりから聞こえてきたのだ。

「ミリアム!?」

　ジェリオが制止する暇ひまもなく、クレメアが妹の名を絶ぜつ叫きようした。

　オーバンの頭の上に、何かもやもやした白い煙けむりのようなものが流れている。

「まあ、もしかして、あれが霊れい魂こんというもの……？」

　次し第だいに強まっていく吐き気を、好奇心が一時的に凌りよう駕がした。口元を押さえつつ眼鏡めがねの縁ふちを押さえるアリシアをとっさに止められないほど、カシュヴァーンも驚きよう愕がくしているようだ。

「まさか……、本当に……？」

　異様な空気に吞のまれたように、バルロイもレネもジスカルドもあ然としている。中でも一番動どう揺ようを露あらわにしているのがクレメアだった。

「信じられない……本当に、ミリアム、あなたなの？」

『お姉様。お姉様、ごめんなさい』

　白い煙が揺れ、少女の声がぼんやりと響ひびく。

「あなたなの。本当に……帰ってきたの……？」

　ミリアムの肉声を知らないアリシアには判断がつかないが、クレメアは完全に妹の声だと認にん識しきしているようだ。アリシアの視力では白い煙にしか見えないものも、彼女には美しい妹の姿に見えているのだろうか。

　白い煙に手を伸ばしそうになっているクレメアを、ジェリオがそっと押し留とどめた。

「クレメア様、落ち着いて下さい。あなたまでミリアム様と同じところに行く羽目になりますよ」

「だ、だって……ああ……噓うそ。ミリアム。ミリアムだわ。あなた、本当にそこにいるのね……!!」

　降霊術に臨のぞむためか、全く酒の匂いをさせていないにもかかわらず、クレメアの取り乱し方は相当なものだった。ジェリオに止められていなければ、今にも中空に浮かぶミリアム（？）に抱きつきそうだ。

　一方、レビンはひたすら状況を静観している。

「どうしました、レビン様。あなたの愛いとしのミリアム様ですよ」

　クレメアを柔やわらかく、しかし決して逆らえない力で押さえ込んだまま、ジェリオが彼に微笑ほほえみかけた。

「今はまだ、このように声と、ぼんやりした姿しか見えません。ですが……回を重ねるうちに、死者はこの世に長く留まれるようになる。最終的には、完全に蘇よみがえります」

　説明する彼の声さえも、アリシアにはなんだかぼんやりしたものに聞こえ始めていた。応じるレビンの言葉も、薄い水の膜まくを通しているかのように揺れている。

「ミリアムと、少し話してもいいか」

　レビンの願いを聞いたジェリオと、卓の上に突っ伏したオーバンの眼が合った。二人は黙ってうなずき合い、次いでジェリオがレビンにうなずいてみせる。

　クレメアがいきなり暴走してしまったが、ジェリオは最初に「オーバンの許可なしでしゃべらないように」と言ったのだ。失言とますますひどくなってきた吐き気を堪こらえるために、アリシアも口元を手で覆う。

「久しぶりだな、ミリアム」

『はい、レビン様』

　生きた青年と死んだ少女の会話が、じんと痺しびれたような耳に遠く響いた。

「俺たちが初めて会った舞踏会のことを、覚えているか？」

　クレメアがわずかに唇を嚙かみ締しめた。

『ごめんなさい……生きていた間の細こまかなことは、どんどん忘れてしまっていて……』

　申し訳なさそうに、ミリアムの声が一層細くなる。

「……そうか。だが、俺は俺の人生を変えてくれた女を、忘れたことはなかった」

　ゆっくりとつぶやいたレビンの眼が、獰どう猛もうに光った。

「だから分かるんだ。これが、いんちきだってな!!」

　素早く伸びたレビンの手が、ジェリオの手からクレメアを奪うばい取る。

「ランフォード伯爵……!?」

　突然のことに、隣のカシュヴァーンが立ち上がったのが分かった。

　時を同じくして、アリシアはオーバンよろしく卓の上に突っ伏した。

「アリシア!?」

「う……っ、けほ、こほっ」

　普段から曖あい昧まいな視界がぐらぐらと揺れ動いている。腹の子のためにと、少し無理をして胃に詰つめ込んだクルセージュ料理を戻してしまいそうだ。

　あの高い貝だけは、と必死に吐き気を抑えていると、カシュヴァーンに抱き起こされた。

「アリシア、どうした、アリシア!!」

　必死に自分を呼ぶカシュヴァーンの声。それすらも、羽虫の大群のような耳鳴りに邪じや魔まされてよく聞こえない。

　カシュヴァーンはカシュヴァーンで、懸命にアリシアを抱かかえて部屋の外に出ようとしているのだが、なぜか力が入らない様子だ。バルロイたちも同じくで、半なかば意識を失ったようにぐったりと椅い子すの背に身を預けている。

「ジェリオ殿でん下か、一体これはどういうことだ……!?　ランフォード伯爵はいんちきだと言ったが、そのせいか!?」

　ふらつく体を自みずから鼓こ舞ぶするようにカシュヴァーンが吠ほえても、ジェリオは肩かたを竦すくめるばかり。

「だから言ったでしょう？　降霊術の最中に、声を出してはいけないと」

　あくまでしらを切るジェリオであるが、バルロイたちと同じ状態のクレメアを自分の椅子に座らせたレビンは鼻で笑うだけだ。

「いい度胸だな。まだ降霊術で通す気か」

　そして彼は、かすかに鼻をひくつかせる。元々見当はついていたらしく、いきなり卓上の燭台を摑み上げた。

　ふっと強く息を吐きかけられて、火が消える。

　一瞬真っ暗になった室内に布を裂さく音が響き、清さやかな月明かりと夜の風が流れ込んできた。レビンが遮光布を引き裂き、他の部屋と同じく広い窓を開けたのだ。

「ぼこぼこ茸の粉末か。ふん、そんなところだろうと思ったぜ」

　月明かりのなか、火の消えた燭台に鼻を寄せながらレビンは冷たく笑った。

「船乗りの間でも船酔いに効きくとかいう触ふれ込みで広まって、幽霊船だの歌う女の魔ま物ものを見ただの言う奴やつが大勢いたからな。おかげで俺は耐たい性せいができているから、ほとんど効かないが」

「……ぼこぼこ、茸……？」

　超高級食材の名称を聞いて、アリシアもかすかに反応する。

　蠟ろう燭そくか燭台のいずれかに、ジェリオたちはぼこぼこ茸の粉末を仕込んでいた。火に焼かれ、空中に散布した毒物の作用で、一同の体調がおかしくなったのだ。「死者は匂いとして感じ取れる」と最初に宣言したのも、異臭への違和感をなくすためなのだろう。

　せめてとアリシアの髪かみを撫なでてやりながら、カシュヴァーンもうめいた。

「視覚的にも閉ざされた部屋の中、相手を酩めい酊てい状態に導いておいてから、腹話術と煙の演出で降霊成功と見せかける訳か……当たり障さわりのない回答をし、肝心なところは『生きていた間のことは忘れた』で通せばいいのだから、簡単なものだな……！」

　いんちき降霊術の手口についても勉強していたらしい。おまけに、とカシュヴァーンはまだ卓に伏したままのオーバンを睨にらんだ。

「どこかで聞いた名前だと思ったら……以前、亡なきシルディーン国王・ランドレイ陛へい下かの暗殺を企たくらんだ錬れん金きん術じゆつ師しが、オーバンだった」

　あっ、とアリシアも息を吞む。

「服毒自殺したことになっているが、その正体は、元〈玩具おもちやの兵隊〉の統とう率そつ者しやである暗殺者だった。もしや、そいつも……〈玩具の兵隊〉の生き残りじゃないのか？」

「そういえば……ジェダが、〈玩具の兵隊〉では名前を使い回しているって……」

　アリシアが言葉を重ねても、オーバンはぴくりとも動かない。

「おやおや、儀ぎ式しきに怪しいまじないはつきものではないですか。悲しい方だ。認めたくないのですね、現実を」

　ジェリオはまだしらを切り続ける。彼自身もぼこぼこ茸の粉末を吸っているはずなのに、態度にも口く調ちようにもまるで変化がないのは、レビン同様耐性があるか、吸収を防ぐような準備をしているのだろう。

　浅黒い手が上がり、オーバンの頭ず上じようで今にも風に吹き散らされそうな「ミリアム」を指し示した。

「愛するミリアム様は戻ってきたんですよ、ランフォード伯爵。あなたがそうと信じさえすれば、この先何度でも彼女に会わせてあげます。そして彼女の魂たましいがこの世界に定着すれば、完全に」

「そうやって繰くり返し降霊術を行わせ、完全に抱き込む腹か。最初に少しでも金を払ってしまえば、投下した資金を無む駄だにしたくない心理が働いて、手を引く機会を逸いつしていくのが人間の心理だものな。本当にくだらない、馬鹿馬鹿しい!!」

　甘かん言げんを、レビンは毅き然ぜんと跳はね返した。それでもジェリオは、彼を懐かい柔じゆうしようと迫せまる。

「自分を偽いつわるのはおやめなさい。海かい賊ぞくと蔑さげすまれ、死と隣となり合わせの任務をこなしてきたのは、愛しい彼女に釣つり合う地位を得たかったからなのでしょう？」

　風にぼこぼこ茸が吹き散らされたせいだろう。クレメアが、ゆっくりと椅子の上で身を起こした。体調は幾いく分ぶんましになったのだろうが、夫の答えを待つ顔は月光のように青白い。

「……確かに俺は、俺の人生を変えてくれた女を生き返らせたかった」

　不快な燭台を床ゆかに投げ捨て、レビンは叫さけんだ。

「体の弱い妹のために、必死でがんばっていた勇いさましい少女。舞踏会に馴染めず、爪つま弾はじきにされていた俺さえも庇かばってくれた、クレメア・アルクスをな!!」







　冷たい風と月光が、長年夫婦の視界を曇くもらせていた薄暗がりまでも追い払っていくようだ。

「……レビン!?」

　死し刑けい宣せん告こくを待つような顔をしていたクレメアが、ぎょっと眼を見開いた。

「な、なんの話……知らない。私、覚えていないわ」

「……だと思ったよ。昔のお前は、日常的に弱い者を助けていたからな。俺だけが特別だった訳じゃないんだろう？」

　皮肉っぽく、レビンは笑う。いつしか消えてしまった「ミリアム」に「忘れてしまった」と言われた時より、何百倍も切なそうに。

「どういうことだ……？」

　アリシアと互いに支え合うような状態のカシュヴァーンが尋たずねると、レビンは低い声で話し始めた。

「……もう十年以上前の話だ。デュランダール国王陛下の治ち世せいになってだいぶ変わったが、クルセージュは元々がちがちの階級社会だった。ちょっと腕うでっ節ぷしが強い程度でいい気になった俺は、周りにそそのかされて紛まぎれ込んだ舞踏会で、そりゃあみじめな思いをしたのさ。名乗れば笑われる、歩いているだけで服ふく装そうを笑われる、最悪だった。ちんけな自尊心はずたずたになった」

　元々公こう爵しやく家けの出であるカシュヴァーンと違い、レビンは本当に己おのれの力だけを頼りに成り上がったのだとはアリシアも聞いていた。デュランダールが〈翼つばさの祈いのり〉の援えん助じよ抜ぬきで立ちゆける国になろうと、身分を問わず実力者に門もん戸こを開いたおかげだ。

「そんな俺を、クレメアは大勢の前で庇ってくれた。あの時のお前は、まさに女神だった」

　対するクレメアは、斜しや陽ようの名家の出。自分たちを追い落とし、これから成り上がっていく青年など眼の上のたんこぶでしかなかったはずなのに、彼女は言った。くだらないことをするなと、そういうことをするからあなた方は没ぼつ落らくしたのだと。

「た、大したことじゃないわ。だってそういう人たちは、私たちのことだって悪く言ったもの」

　レビンだけを想いやったのではないとクレメアは戸と惑まどうが、レビンは首を振る。

「それでも、俺は嬉うれしかった。……聞けばお前の家は、没落して金銭的な援助を求めているという。だから俺は、お前を助けたい一心で、必死になって地位を得た」

　貧まずしさに苦しむ女性を助ける一番簡単な方法は、彼女と結婚することだ。若いレビンは女神の騎き士しとなるべく率そつ先せんして戦いを重ね、ついには伯爵の地位まで得た。

「だが……やっと求きゆう婚こんできる状況になったのに、俺の女神ときたらどうだ。俺のことを覚えていないばかりか、とっくに死んで名前しか知らない妹への求婚だと決めつけ、こっちの話なんか聞きやしない。俺の絶望が分かるか？」

　舞踏会の会場には、いつもクレメアが庇ひ護ごしているミリアムもいたはずだ。悪口を言われるのを覚かく悟ごして姉妹がそういうところにやって来るのは、めぼしい花はな婿むこ候補を探すためだったのだから。

　だが、レビンは絶世の美少女だったというミリアムのことなど、昔も今も眼がん中ちゆうにないようだった。

「さあ、俺の『クレメア』を生き返らせてみろ、ジェリオ王子殿下」

　ジェリオが謳うたってきた奇跡を求めるレビンの声は、暗い。

「人間はな、生きながら死ぬことだってできるんだ。約束を果はたせ。俺が好きだった女を生き返らせろ、今すぐに!!」

　美しい妹への嫉しつ妬とに取り憑つかれ、酒に溺おぼれる現在のクレメアなどではない。あの日出会った誇り高き女神に会わせろと、彼は詰め寄った。

「レビン……」

　何を言えばいいのか分からないのだろう。クレメアは、夫の名を呼んだきり絶句している。

「クレメ……ううっ」

　代わりに何か言ってあげたいアリシアだったが、ぐっと込み上げた吐き気に言葉が詰まった。

　妊にん娠しんの兆ちよう候こうと思しき症しよう状じようにより、ただでさえ体調不良だったのだ。狭せまい室内でぼこぼこ茸の粉末を吸い込んだのがとどめになったのだろう。

「アリシア!!　くそっ……!!」

　レビンたちの動向を気にしながらも、カシュヴァーンが必死にアリシアを抱え上げようとする。バルロイたちも意識は戻ったようだが、まだ譫せん妄もう状態から抜けきっていないようだ。

「カ、カシュヴァーン、様」

　視力も聴ちよう力りよくも覚おぼ束つかないなか、確かなものを探さぐるように夫の手に触れる。ぎゅっと握にぎり返してくるその手の、切せつ羽ぱ詰つまったような強さに胸が締めつけられた。

「私……私、カシュヴァーン様の赤ちゃん、産みたい、です」

　朦もう朧ろうとしながら、アリシアはあえぐようにつぶやいた。カシュヴァーンが身じろぎ、握った手がかすかに震ふるえる。

「でも、カシュヴァーン様がお嫌いやなら、私、私……」

「アリシア、しっかりしろ、アリシア!!」

　額ひたいに脂あぶら汗あせをにじませ、うわごとめいた言葉を繰くり返すアリシアを強い腕が抱き締める。

「──子供など、産まなくていい」

　カシュヴァーンもぼこぼこ茸の影えい響きよう下かにあるのだろう。尋じん常じようならざる熱を帯おびた眼は潤うるみ、唇からは剝むき出しの願いだけが漏もれた。

「お前が助かればいい。いくらでも俺を恨うらんでくれていいから、だからお前だけは……!!」

　魂が軋きしみを上げるような咆ほう吼こうに応じ、よどんだアリシアの視界に銀色のものが生じた。







「ごめんね、ぎりぎり間に合ったかな、みんな!!」

　明るくも緊きん迫ぱくを帯びたルアークの声に、カシュヴァーンがくしゃりと顔を歪ゆがませる。感情の制せい御ぎよが効かず、安あん堵どを隠かくせないようだ。

「……ルアーク!!　馬ば鹿か、遅いぞ……!!」

「ごめーん、お医者様と強力な助すけっ人とを連れてきたから許して!!」

　おどけた謝罪内容は、大おお股またに室内に入ってきた人影によって証明された。
















「国王陛下……!!」

　ジェリオを詰きつ問もんしていたレビンが、デュランダールの登場にぎくりと身を強こわ張ばらせる。

「すまぬな、レビン。我わが盟友の妻の緊きん急きゆう事じ態たいと聞き、いてもたってもいられず押しかけてしまったが、どうやら来て正解のようだ」

　ぬけぬけとデュランダールが口にする言い訳は、どう考えても対ジェリオ用だろう。

「さて、ジェリオ殿下。大体のことは余もうかがいました。ご存じのとおり、レビンは余の大切な家臣のひとり。その彼に、これは一体、どういうことですかな？　本国の父君や兄君は、このことをご存じなのか」

　大切な取引相手国の第二王子が絡からんでいるから、という理由で、デュランダールはカシュヴァーンたちを差し向けたのだ。しかしここまで証しよう拠こが揃えば、むしろデュランダールが率先して詐さ欺ぎだと訴うつたえたほうが早い。

　ジェリオは、半瞬だけ追い詰められたような顔をした。だが突然、彼はずっと卓に伏したままのオーバンの肩を摑つかんだ。

「ああっ、まさかオーバン……!?」

　激しく揺さぶられても、オーバンはされるがままだ。特に首は、意識がある者なら、いや生きている者ならありえない角度にまで、ぐにゃぐにゃと揺れていた。

　振しん動どうでずれた頭巾から、灰はい褐かつ色しよくの短い髪と年若い少年の顔が覗のぞいている。覚悟したように瞳は閉じられており、唇から一筋の血が流れていた。

「……死んでる」

　針状の得え物ものを手にしたまま、ルアークがぽつりとつぶやいた。

「オーバン、なんということだ、死して口を閉ざすとは……!!」

　抑よく揚ようのない声を上から塗ぬりつぶすように、ジェリオが大おお袈げ裟さに悲ひ嘆たんに暮れる。

「大変失礼いたしました……!!　僕もだまされていたようだ、凄すご腕うでの術者だと思っておりましたのに……本当に申し訳ない、このとおりです!!」

　どうにか身を起こしたバルロイたちもあ然として見守るなか、ジェリオはその場に身を投げ出すようにして謝罪を始めた。カシュヴァーンが強張った声で問いただす。

「貴様……まさか、自殺させたのか!?」

「な、なんのことですか、決してそのようなことは!!　ああ、それより、早くアリシア様をお医者様に診みせたほうがよろしいですよ!!」

　いまだしらを切り通すジェリオが言うことは、腹が立つことに正論だ。

「そのとおりだ。後は余に任まかせよ、カシュヴァーン」

　舌打ちしかけたカシュヴァーンだが、デュランダールが後始末を引き受けてくれたのなら文句はない。とりあえず、抱えていたアリシアをそっとルアークに預けた。

　そのまま『家族』揃って出て行きしなに、レビンを振り返る。

「確かに人間は、生きながら死ぬこともできる。なら、生きながら生き返ることだってできるだろう？　それは神ではなく、夫である貴公の仕事のはずだ」

　顔を強張らせたレビンの答えを待たず、力の入らない足に気合いを入れて、カシュヴァーンは足早に去っていった。







「ぼこぼこ茸です」

「……え？」

　ルアークが連れてきた初老の医者の言葉を、寝しん台だいに横たわったアリシアは困惑して聞き返す。

「ですから、ぼこぼこ茸の中毒症状です」

「え、ええ……降霊術の時に、粉末を吸い込みましたから」

　気づけばもう五日前の話だ。あの時とは打って変わって朝の光にあふれる部屋の中、それは分かっておりますけど、と彼女が言う前に、医者を挟んで両りよう脇わきに立つカシュヴァーンとルアークが鋭するどく尋ね返した。

「失礼だが、それについては貴公に聞くまでもない」

「そっそ。クルセージュ国王陛下推すい薦せんのお医者様に聞きたいのは、アリシアが妊娠してるかどうかなんだよ」

「……で、ですから、それがぼこぼこ茸の中毒症状なのです。これまでの経過を観察しておりましたが、間違いありません」

　額に冷や汗をにじませながら、医者は詳しよう細さいな説明を始めた。

「延えん々えんと吐き気が続くのは、ぼこぼこ茸を摂せつ取しゆした際の典型的な症状なのです。調理方法や摂取量にもよるのですが、あの茸きのこは非常に症状が長引くのですよ。摂取量が少なくても、子供や病人などは吐き気が治おさまらず、衰すい弱じやく死しする者がいるぐらいです」

「まあ……それは大丈夫です。私が一度食べたものを吐くなんて、ありえませんから！」

　そんなもったいないことはできない。薄い胸を張るアリシアを、今度は医者のほうが当とう惑わくした瞳で見つめた。

「とはいえ、症状が半月も続くというのは私も初めてですが。失礼ですがお嬢じよう様さま……ではない奥様は、変わった体質なのですかな？」

「いえ、ごく普通だと思いますけど」

　寝台の柱に向かって答えるアリシアをよそに、ルアークはひそひそとカシュヴァーンに話しかけている。

「ねえ、もしかすると、『肥ひ料りよう要いらず』に耐性があるせいじゃないかな……」

「……ありえるな。別の毒物に対しては、かえって強い拒きよ絶ぜつ反応が出たのかも……」

　こそこそ話をしている間に、医者は念のためにとさらに半月分ほどの薬を渡し、足早に去っていった。

「……まあ、あの年齢の医者なら、万一娘ができていても心配なかったな」

　室内に『家族』だけになった瞬間、カシュヴァーンがふっとため息をつく。

「……カシュヴァーンおにいちゃん、また何か変なこと考えてるでしょ」

　苦笑いして突っ込んだルアークをちらりと見たカシュヴァーンが、おもむろにアリシアに向き直った。その顔はひどく苦い。

「アリシア、俺を引っぱたけ」

「え？」

　突然の求めに驚いたアリシアは、もじもじと視線を落とす。

「あの、そういうのは、二人きりになってから……」

「……カシュヴァーンおにいちゃん、とうとうそっち方面にも目覚めて……」

「違ちがう！　あとアリシアに余計なことを教えたのは誰だれだ、女王陛下か、それともバルロイか!?」

　あらぬ誤解を解くべく大声で否定したカシュヴァーンは、もう一度ルアークを見た。

「いや、そうではなくて。その、今回の件では、俺もいろいろと反省点が多かったからな」

　すべてが誤解だったと分かったが、カシュヴァーンがアリシアの腹に他の男の子がいるかもしれないと、動揺したのは事実なのだ。

「そんな……気にしないで下さい、カシュヴァーン様。私……分かってますから。カシュヴァーン様も、ご自分を責めて苦しんでいたことを……」

「だが、俺の煮にえきらない態度がお前を苦しめたことは事実だろう？　だから……アリシアが無理なら、頼むルアーク、俺っ……!?」

　どすんと鈍にぶい音がして、カシュヴァーンがその場に膝ひざを突いた。物も言わずに動いたルアークが、握った拳こぶしで肝かん臓ぞう打うちを行ったのだ。

「……い、今一瞬、本当に意識が遠のいたぞ……!?」

「えっ？　だっておにいちゃん、死にたかったんでしょ？」

　分かってるよと言いたげに、ルアークは清すが々すがしい笑顔で言い放つ。カシュヴァーンは恨めしそうな眼をしたのも束つかの間ま、吐き気を抑えながら立ち上がった。

「いや──いい。これで、腹の子の父親がどうだとほざいていた、馬鹿な男は死んだ」

「カシュヴァーン様……」

　震えた声で呼びかけるアリシアの前に、再びカシュヴァーンは膝を突く。恭うやうやしく伸びた手が、アリシアの左手を取った。

「愛している、アリシア。お前は世界一可か愛わいい俺の妻、俺の世界を変えてくれた女神だ」

　愛の証あかしがはまった薬指にそっと口づけ、しっかりとアリシアの眼を見て宣言する。

「だから……無論、俺の子しか産んでもらう予定はないが……この先何があっても、お前の子なら、愛せるように努力する」

「はは、せっかく生まれ変わったのに正直だね、おにいちゃん」

　茶化すルアークであるが、その答えに満足しているようだ。俺もね、と、唇だけでつぶやいた。

「おっと、おにいちゃん、残ざん虐ぎやく王おう陛下だよ」

　ルアークの言うとおり、緊張した顔のトレイスを付き従えて入ってきたのはデュランダールである。

「まずは、先に謝ろう。ジェリオ殿下は、先ほど国にお帰りになった。今度はもっとすばらしい奇跡を提供いたしますと、まるで懲こりていない様子でな」

「……そうだろうと思いました」

　諦あきらめた口調でカシュヴァーンがうなずいた。

　デュランダール自らが指し揮きを執とり、これまで調査を進めていたのだが、ジェリオが謝罪したのは降霊術にぼこぼこ茸の粉末を使用したことだけだ。それすらも自殺したオーバンがどうしてもと言ったのでと、責任を押しつける始末。

　カシュヴァーンが指摘したとおり、オーバンは〈玩具の兵隊〉に関係しているらしい。思えばルアークがマルグレート人たちの動向を探るのに手こずるなど、怪しい点はあったのだ。

　しかしオーバンの素す性じようについてもジェリオは「知らない」の一点張り。〈玩具の兵隊〉について辿っていくと、〈翼の祈り〉はとにかくシルディーン王家の暗部に触れることになってしまい、両国の友好関係に水を差す可能性がある。

「ランフォード伯爵もはじめっからジェリオ殿下たちを疑ってたんなら、さっさと言っておいてくれればもっと思いきった調査もできたのにぃ」

　役に立てなかった、とルアークは不満顔だが、デュランダールは首を振った。

「それについてはプレアーナを愛しすぎ、レビンをかたくなにさせてしまった余のせいである。──第一奴らの厚顔ぶりときたら、ユベルにぼこぼこ茸を盛ったことについても認めようとしないほどだからな。現場を押さえる必要はあったであろう」

　淡たん々たんと、凪なぎの海のような平へい淡たんさでデュランダールは語る。ただしその瞳の奥では、稲いな光びかりにも似た激しい怒りが踊おどっていたが。

「ユベル殿下に!?」

　思わぬ発言に声を上げたカシュヴァーンにではなく、デュランダールはアリシアに向かってゆっくりと頭を下げた。

「その節は、不ふ肖しようの息子むすこが誠まことに申し訳なかった、ライセン強公爵夫人」

「いえ、国王陛下、とんでもないですわ。ご子息には床の減りという大切なことを教えていただきましたし、おいしい粥かゆも食べさせていただきましたし」

「……？　この間もそういえば、粥の話をしていたな」

　眉まゆ根ねを寄せるカシュヴァーンに、デュランダールは簡かん潔けつに事情を説明する。

「強公爵夫人の体調不良の原因がぼこぼこ茸であること、先日の舞踏会付近からだということは先に医者に報告を受けていてな。シルディーン国内にあれが流通しているとは聞いたことがないし、何よりあの時、我がクルセージュから観賞用にぼこぼこ茸を持ち込んでいた」

「ああ、拝見しましたわ。とってもきれいでした」

　ユベルの部屋の前で見たものだ。思い出してうっとりしているアリシアを、デュランダールは何やら興味深そうに見ながら、

「観賞用としてお持ちしたものは通常の三倍の時間煮しや沸ふつしたはずなのだが、万一あれが原因であれば国際問題。そこで失礼ながら、舞踏会の際に夫人の食したと思われるものを調べさせたのだ」

「それは……その……大変だったでしょうね」

　はしゃいだアリシアの食べっぷりを思い出したのか、カシュヴァーンは少し気き恥はずかしそうである。

「うむ、まあ、元気であるのはよい。だが、シルディーンで用意したものにはもちろんマルグレートから持ち込まれたものにも、ぼこぼこ茸は使われていなかった。そもそもマルグレート人は、あれは貧びん乏ぼう人にんの食べる物と嫌うからな」

「……あの、大変言いにくいのですが」

　ここでカシュヴァーンは、何かに勘かんづいたようだ。非常に居い心地ごこちが悪そうな顔になっている。

「舞踏会で用意したものには入っていなかったということは……つまり……失礼ながらアリシアが、ユベル殿下のお食事を頂ちよう戴だいした、ということでしょうか……？」

　自分がぼこぼこ茸でも食べてしまったような顔色であるが、デュランダールも途端に歯切れが悪くなった。

「……いや、謝るのは余とユベルのほうである。なぜならユベルは……その、偶ぐう然ぜん出会った貴公の奥方をメイドと間違えた挙あげ句く、舞踏会に出られないいら立ち紛れに、床に粥をぶちまけた。ところが貴公の奥方は……それを食べたのだ」

「……うわぁ」

　デュランダールに遠えん慮りよしてか、沈ちん黙もくを守っていたルアークが思わず声を出す。カシュヴァーンは最も早はやどういう顔をすればいいのか分からないらしく、ぎくしゃくと妻に問いかけた。

「アリシア。それは、その……今の話は……本当か？」

「ええ、ユベル殿下が食べていいとおっしゃったので、いただきました。あら、ではまさか、あれにぼこぼこ茸が入っていましたの？」

　冷めていても十分おいしかった粥の味を思い出し、アリシアはうっとりする。

「残念ですわ。あれは、本当においしかったんです。あ、でも、ちゃんと調理すれば食べられるのですよね……!!」

「うん、アリシア、本当にもうあれ食べるのやめよう？　ね？」

　少しは懲りてくれと言いたげに、ルアークが優しく諭さとす。カシュヴァーンはまだ、誰にどんな感情を向けるべきなのか判断がつかない様子だ。

「なんと、言えばいいのか……本当に、申し訳ありません……こっちが謝るんだよな……？」

「いや、気にしないでくれ。貴公の奥方のおかげで、ユベルが病弱である原因も分かったのだし……別の意味でも、あれにはいい薬になった」

　珍しく苦笑いしたデュランダールが、話を元に戻す。

「何はともあれ、ランフォード伯爵領が〈神具礼賛〉の支配下に置かれ、シルディーンにまであの教えが伝でん播ぱする可能性はひとまずなくなった。とりあえずは、それでよしとしよう」

「……ええ、そうですね。女王陛下もオーデル侯こう爵しやくも、お喜びでしょう」

　仮に生き返りの奇跡による懐柔が成功していれば、〈神具礼賛〉が次に狙ねらうのは手近のオーデル地方だったことは間違いない。カシュヴァーンの相あい槌づちに、アリシアもはしゃいだ声で同調する。

「よかった。これできっと、お二人の仲も進展しますわね！」

　二日前、また見舞いに来てくれたジスカルドは、吹っきれたような顔でアリシアに語ったのだ。もしかすると、それもぼこぼこ茸の粉末を吸い込んだおかげかもしれないが。

『今回のことで、私もいろいろなことに気づかされました。時が経たてば経つほど選せん択たく肢しは減る。戻りましたら、女王陛下に……正直な気持ちを、お話ししたいと思います』

　同じ日の別の時間、まだ物慣れない風ながら、夫婦一緒にやって来たレビンとクレメアも同じように語ってくれた。

『……きっとこれからも、たくさんけんかすると思うけど、なんとかやっていけそうよ』

『あなた方が来なくても、俺は奴らの奇跡の噓を見抜けただろうが……あなた方がいなければ、その後余計にこじれて、終わっていたかもな。……感謝する、ライセン強公爵』

　妻を生き返らせるのは夫の仕事だと言ったカシュヴァーンのひと言が効いたのだろう。ジスカルド同様吹っきれた眼をして、レビンは頭を下げていった。

「うむ、いずれの夫婦もうまくいくとよい。夫婦は円満でなければな」

　満足そうにうなずいてから、デュランダールは先んじて言った。

「ああ、ユベルのことなら心配いらぬ。あれはまだ十歳であるし、長い中毒症状から回復するためには年月が必要だろう」

　エルティーナとの婚約話が進んでいたユベルだが、仮に婚約していたとしてもそれほど大きな問題ではなかっただろう。王族や貴族なら、婚約も婚約破は棄きも何度もやって当たり前だ。

「それに最近、気になる女性ができたようだしな」

　またデュランダールが、意味ありげな眼でアリシアを見た。

「……陛下、その件についてなのですが」

　カシュヴァーンも、先ほどよりさらに緊張した顔で機先を制そうとする。しかしデュランダールは、同じ夫馬鹿として、彼の言わんとしていることを理解しているようだった。

「案ずるな、カシュヴァーン。余も最初は、人妻に懸け想そうするなど災わざわいにしかならぬ。君主が臣しん下かの妻に手を出すは国の乱れの元であり、父の盟友の妻を想うなど愚ぐの骨こつ頂ちようと言い聞かせようかと思った」

「……賢けん明めいな判断です」

　しかつめらしく、カシュヴァーンはうなずく。

「だが我が賢けん妻さいプレアーナの判断は違った。ユベルはゆくゆくはクルセージュを統すべる存在。苦しい恋をし、世の中にはままならぬことがあることも、経験しておくべきだと助言してくれたのだ」

「それは……」

　カシュヴァーンは言葉を失い、ルアークが遠慮しいしい口を開く。

「……あー、まあ、さすが『残ざん酷こく王おう妃ひ』って感じですね。確かに、精神力は鍛きたえられるかもしれないけど……十歳の男の子には、ちょーっときつい茨いばら道みちじゃないかなあ。クルセージュにまで鳴り響くいちゃいちゃ夫婦の間に割って入ろうとするなんて、よほどの物好きにしかお勧すすめしませんよ？」

　当の物好きが止めるぐらいだが、そこでふとデュランダールは遠い眼をした。

「カシュヴァーン。貴公にも、詳くわしいことは言っていなかったな。余が『残虐王』と呼ばれるようになったゆえんを」

　わずかに考える間を置いてから、カシュヴァーンが慎しん重ちように答える。

「それは……〈翼の祈り〉を政治の座から追い払ったからでしょう。……弟君と、袂を分かってまで」

「あら、陛下には弟君がいらしたのですか？」

　西の大国クルセージュは長く仮想敵国であったので、アリシアも現王の弟については知らなかった。冷れい酷こく大公とかかしら、とちょっとわくわくしていると、

「実はプレアーナは再婚なのだ」

「えっ」

　これはカシュヴァーンも知らなかったらしい。ルアークも意外そうにしている。

「そして前の夫との間に、もうひとり息子がいた」

　さらなる追加情報まで出てきては、最早驚きの声すら出ない。デュランダールも、深く聞いてほしそうではなかった。

「だが前の夫も前の夫の息子も、彼女の眼の前で余が処しよ刑けいした」

　アリシアの脳のう裏りに、デュランダールに寄り添そい、ユベルに慈じ愛あい深く微笑みかけるプレアーナの姿が浮かんだ。

　クルセージュ国王一家は、いかにも仲なか睦むつまじい家族にしか見えない。彼らが今の幸福を摑むために歩いた道程は、外側からはうかがい知れない。

「プレアーナは、〈翼の祈り〉に傾けい倒とうするあまり余に牙きばを剝いた弟の妻だったのだ。しかも余は、彼女に懸想していた訳ではなく、ただ我が権力を誇こ示じするためだけに娶めとった。……最初はな」

　懺ざん悔げにも似た響きを持つため息をついてから、デュランダールはいつもの鋭い口調を取り戻す。

「ユベルに余と同じ過あやまちを犯おかさせる訳にはいかぬ。あれには余を凌しのぐ、強く立派で、民に尊敬される王になってもらわねばならぬ。ユベル自身のためにも、プレアーナのためにも。そのためには、いかに優すぐれた君主にもできぬことがあると知っておいたほうがよい」

　自らに言い聞かせるようにつぶやくと、デュランダールはライセン一家を、奇き妙みようでいて深い絆きずなに結ばれた『家族』を見た。

「だからカシュヴァーン。今回の貴公と奥方の働きは十分であったし、もしも〈神具礼賛〉の連中が懲りずに蠢しゆん動どうするようであれば、今後も手を貸してもらいたいが……くれぐれも家族を大事にするように」

「──はい。もちろんです、陛下」

　背筋を伸ばして宣言するカシュヴァーンを、デュランダールは少しまぶしそうに見ている。

「……昔の余が、貴公の十分の一でも立派な夫であればな。生き返りの奇跡に、心揺らす必要もなかったであろうに」

「！　陛下……」

　思わず呼びかけたアリシアに、デュランダールは嬉しいような寂さびしいような悲しいような、かつてカシュヴァーンもよくしていた表情を向けた。

「カシュヴァーンとルアークを頼む」

「は、はい。陛下も……プレアーナ様とユベル殿下を守って、守られて下さいね」

　複雑な表情が、喜びに一歩傾かたむいた。「残虐王」らしからぬ穏おだやかな笑みを残し、デュランダールは去っていった。











終章　新たな家族の形






　ランフォード伯はく爵しやく領りようを後にしてライセンの屋や敷しきに戻って来た時には、アズベルグもようやく春らしい気候になっていた。ただし年中寒冷な地域の特性上、普段は白黒に見える景色の中にところどころ花が咲いている程度のものだが。

　旅行期間が長かった分、荷物の量も多い。持ち物は多くないライセン夫妻だが、それでもトレイスは片づけの指示に忙いそがしそうだ。一階の広間にいったん運び込まれた荷物を、ああでもないこうでもないと言いながら捌さばいている。

「ランフォード伯爵領を見慣れてしまうと、アズベルグの景色は本当に殺風景だな」

　幼おさな馴な染じみとその手伝いをしているルアークの奮ふん闘とうを見るともなしに見ながら、広間の隅すみに立ったカシュヴァーンは小さな窓の外に眼をやった。

「ええ、でもやっぱり、私はこの、何か出そうな景色とお屋敷が好きですわ。あ、それはお土産みやげにいただいた貝なの。腐くさっていないわ、生なま臭ぐさいのは元々よ。大丈夫、火を通せば大体食べられるから」

　横で時折、女主人として指示出しに加わりながらアリシアが応じる。

「ランフォード伯爵とクレメア様、これからもうまくいくといいですわね」

「そうだな。次にクルセージュに行く時、時間があればまた訪ねてみるか」

　ジェリオが素直に引き下がるとは、カシュヴァーンは全く思っていないようだった。

「それだけを目的に行ければいいけど、そうもいかないっぽいもんねえ」

　貝だの海草だのが入った樽たるを運ぶかたわら、一いつ瞬しゆん眼の前で立ち止まったルアークが口を挟はさむ。彼と同じ元〈玩具おもちやの兵隊〉とマルグレート人の関係性も気になるところだ。

「レイデン伯爵様とノーラの結婚式の日取りも、早く決まるといいですわね」

「ああ、正直そっちが決まらないと、迂う闊かつにクルセージュに出かけることもできんのだ。元後見人として、隣となり合う土地の領主として、俺たちが出席しない訳にはいかないからな」

　カシュヴァーンとしても、ティルナードたちの結婚式は懸けん案あん事じ項こうのようである。ただこればかりは、アリシアにもどうしようもない。

「オーデル侯こう爵しやく様さまと女王陛へい下かも、うまくいくといいですわね」

「……まあ、なんだかんだで、お似合いだしな。女王の夫に収まって、また元の傲ごう慢まん男おとこに戻っても困……らないか、下へ手たにあの方が殊しゆ勝しようだと、どうにも付き合いにくい……いや、しかし……」

　アズベルグに戻る途中、王宮のあるエルナンド地方まで同行したジスカルドのことを思い出してカシュヴァーンは悪お寒かんでも感じたような顔をした。やはりまだ、苦手意識が強いらしい。

　この屋敷までは一緒に来て、そのままラグラドールに帰っていったバルロイも同じ様子だった。次呼ぶ時はオーデル侯爵抜ぬきで頼むわ、と真剣だったが、正直どうなるか分からない。

「そういえばカシュヴァーン様は、オーデル侯爵様の兄あに弟で子しになられたのですよね。では私は何に……きゃっ!?」

　何気なく疑問を口にしたところ、ぐっと肩かたを抱だかれて引き寄せられる。

「だがなアリシア。人のことより、俺たちのことだ」

　半なかば強引に話を打ち切ると、カシュヴァーンは艶つやっぽい眼でアリシアを見つめた。

　家に戻ったという開放感から、眼がん帯たいを外はずしている彼は左眼を縦断する傷きず痕あとをさらしている。

　一瞬ゼオルディスを思い出しかけたが、視界を輝かがやかせる光が、込み上げる「おなかが痛い」が、違ちがうと言っていた。

「今回の件で、俺なりにいろいろ考えた。つまらん疑いを抱いだかぬためには、要するにだ……さっさとお前の腹を、俺の子が独どく占せんしてしまえばいいんだ」

　伸びてきた右手が、予約済みとでも言いたげに平たい腹を撫なでる。あっという間に全身真まっ赤かになったアリシアの、ひときわ赤い耳たぶを甘い声がそよがせた。
















「だからがんばって、早く子供を作ろうな」

「──カ、カシュヴァーン様、破は廉れん恥ちですわ……!!」

　堪こらえきれず顔を覆おおってうつむけば、「破廉恥ですと!?」と反応したトレイスが近寄ってきた。

「何が破廉恥なものか、子作りは神聖な行こう為いだ。ティルたちも結婚するのだし、ぐずぐずしていると追い抜かれる」

「えー、追い抜くとかどうとか、そういう問題じゃないと思うな、俺ー」

　力説するカシュヴァーンの前に、いつの間にかルアークが立っていた。その手にはもう、樽はないが……

「そうだな。俺も、どうしてお前が得え物ものを抜いたのか、そっちが気になっている」

　アリシアから離れ、腰こしの剣に手をかけながらカシュヴァーンが問う。ルアークは手にした針状の得物をもてあそぶように振りつつ、挑ちよう発はつ的てきなまなざしで彼を見上げていた。

「もちろん『お父さん』と『お母さん』を愛してるし、仲良くしてほしいと願ってるよ？　──でも、同時にこうも思うんだ。俺ごときを乗り越えられないような男に、俺たちのお姫様兼けん女王様を任まかせる訳にはいかないってね!!」

　健全な殺気とでも言うべきものを振りまいて、死神少年が笑う。

「じゃあ行くよおにいちゃん、愛してる!!」

「上等だ。俺も愛してるぞ、ルアーク!!　アリシアの次にな!!」

　いきなり広間で武器を打ち合わせ始めた二人を、トレイスはおろおろと見守るしかない。

「わ、私はどちらを応おう援えんすれば……!!」

「トレイス、安心して。カシュヴァーン様はトレイスのことも愛してるわ」

「そういう問題じゃありません!!」

　見当違いの気き遣づかいにわめくトレイスの後ろから、そーっと近寄ってきた姿がある。リュクだ。

「あっ、お、お帰りなさい。あ、あのねアリシア、後でカシュヴァーン様に伝えてくれないかな？　『家族の肖しよう像ぞう』なんだけど、下絵は大体できたんだけど、もうちょっと、もうちょっとだけ待ってほしいって……」

　案あんの定じよう自分で設定した締め切りに間に合わなかったようだ。カシュヴァーンたちが言い争っているうちに、こっそり伝言だけ頼んで去るつもりらしい。

「あら、できてないの？　リュク。ちょうどよかったわ」

　思わぬ反応に、リュクの顔が不安そうに曇くもる。

「えっ……まさか、ほ、本当にお役やく御ご免めんとか、そういう……そ、そんなことないよね、カシュヴァーン様は俺のことも愛してくれてるもん！」

「もちろんよ。私も愛してるわ、リュク」

　満面の笑顔で、アリシアはだから、と続けた。

「『家族の肖像』の話なんだけど、クルセージュ国王ご一家も入れてくれない？」

「うわあああああああああああああああああああああん!!」

　より悪化した状じよう況きように、リュクの絶望の悲鳴があたりに木霊こだました。











終　













あとがき






　長らくお待たせしました、クルセージュ編のスタート!!　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十八作目、本ほん編ぺんとしては十六作目の『死神姫の再婚　─甘き毒の聖母─』通常版を読んでいただきましてありがとうございました!!







　クルセージュ編と言っても、アリシアたちはそう長い間アズベルグを離れることはできません。そのため基本的なところはこれまでと変わりませんので、ご安心ください。

　もちろん情勢の変化と共に、人間関係も変化しております。ライセン家では一時期やや大人おとなしかったカシュヴァーンは「アズベルグの暴ぼう君くん」らしさを取り戻し、アリシアはそんな夫に「おなかが痛」くなりっぱなしです。残念なことに。

　そんな「両親」を生暖かく見つめるルアークは、「息子むすこ」兼けん「恋こい仇がたき」として、より一層いい男になってきました。アリシア考え直したほうがよくない……？　トレイスの破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうは、段々ルアークの域に近づいてきた気がします。

　レイデン家ではティルナードが立派な当主となるべく、少々明後日あさつての方向にですが張り切っているようです。ノーラは未来の夫のはりきりぶりに振り回され気味ではありますが、某ぼう陰いん険けん眼鏡めがねと彼に取り込まれたジェダに負けないように、がんばってほしいものですね。

　シルディーン王家では女王として成長していくエルティーナの側で、最近よくエールをいただくジスカルドが悶もん々もんとしているようです。今巻の影の主役は彼かもしれません。レイデン家のことといい、この夫婦のことといい、グラネウスはひそかに心を痛めていそうですね。服装からそれを窺うかがえないのは、相変わらずですが。

　ラグラドールではすっかりレネのものにされてしまったバルロイが、今回は「弟で子し」たちにも気を揉もまされてうんざりしているようです。結局面倒見のいい団長のことが、レネはいつだって大好きです。

〈翼つばさの祈り〉の面々は今回の出番は少ないですが、クロエもレオニアもナディールもギゼも元気にやっています。リュクも締め切りを守れないこと以外は元気ですよ！







　相変わらずの既き存そんキャラに負けないように、他国からも新キャラがぞくぞく登場しております。クルセージュからは「残ざん虐ぎやく王おう」デュランダール最愛の「残ざん酷こく王おう妃ひ（仮）」プレアーナ、そして二人の息子であるユベル王子が登場しました。もうひとつの「家族」です。

　カシュヴァーンに負けず劣おとらずの夫おつと馬ば鹿かぶりを発はつ揮きしているデュランダールですが、正直一般的な価値観によれば、アリシアよりプレアーナのほうがすばらしい妻だと思います。ですが生あい憎にく、カシュヴァーンは眼が悪くなる一方なので……。

　両親の愛に育はぐくまれたユベルは体は弱いし金にもうるさいですが、素直ないい子だと思っています。しかし困ったことに、彼にも眼が悪くなる兆ちよう候こうが出ているので、いろいろな意味で強く生きてほしいです。

　また今回は、海かい賊ぞく伯はく爵しやく夫ふ妻さいことレビンとクレメアも出てきました。ラブラブ夫婦と冷え切った夫婦は登場済みですが、現在進行形で破は綻たんしつつある夫婦は初めてですね。死んでしまったミリアムを巡めぐり、ぎすぎすしている二人ですが、違う出会い方をすればライセン夫妻の良き先せん輩ぱいになってくれたかと思います。

　国名も初登場のマルグレートからは、笑顔で「奇き跡せき」を売る商売人王子・ジェリオが参戦しております。胡う散さん臭くさい笑顔の王子、というと某王子を思い出す方も多いと思いますが、アレとはまた方向性の違うアレな人です。一見腰こしが低い分、「暴君」ぶりを取り戻したカシュヴァーンも持て余し気味です。

　胡散臭い笑顔の某王子様は、今後本編に出てくることはないかと思いますが、今巻では割と存在感があったかと思います。理由については、読んでからのお楽しみということで。潔けつ癖ぺき症しようの友達にこの本を読まれたら、またぼこぼこにされるんじゃないだろうか……。







　シルディーン編は「父」「世界宗教」がサブテーマだったのですが、クルセージュ編は「母」「民族宗教」がサブテーマです。もっともメインテーマは同じく「夫婦」「家族」のラブコメですので、肩かたの力を抜いてお楽しみいただければ幸いです。

　ちなみにシルディーンの「肥ひ料りよう要いらず」に相当する「ぼこぼこ茸だけ」は、シャグマアミガサタケが一応元ネタです。有毒植物が出ると「死神姫」らしいですよね！　ね!!







　最後は恒こう例れいの宣伝です。閲えつ覧らん無料のｗｅｂコミック「花とゆめオンライン」にて連載中の「死神姫の再婚　─薔ば薇ら園えんの時計公こう爵しやく─」の二巻が発売されます！　発売日はこの巻とほぼ同時期、二○十四年二月二十日です。

　夏なつ目めコウ先生の美び麗れいな作画により、アリシアもカシュヴァーンもディネロもみんな超ちよう可か愛わいい＆かっこいいのです!!　　ぜひお買い求め下さいませ。

　結構ギャンブラーな担当・山内様、最早タレントと言ってもいいかもしれないイラストレーター・岸きし田だメル様と引き続きがんばりますので、よろしくお願いいたします。次巻はあまり間を空けずに出版できるよう努力しますので!!





二〇十四年一月　　小野上明夜　　　　　　










書き下ろし特別ＳＳ　私の無欲な王子様









　アズベルグの冬の寒さも、健けな気げに照りつける日差しにほろほろとほころび始めた初春の夜のことだった。ライセンの屋や敷しきの二階にて、盆ぼんを片手に歩いていたトレイスへアリシアが声をかけた。

「ねえトレイス、カシュヴァーン様のお誕たん生じよう日びだけど、あなたは何をあげるの？」

「え、カシュヴァーン様のお誕生日は年末ですよね？」

　夕食も終わり、カシュヴァーンは部屋にこもって溜たまった書しよ簡かんに眼を通している最中だ。主あるじの部屋へ夜食を運んでいたトレイスは不思議そうな顔をした。

「ええ、だけど、早めに考えておきたいの。だって去年はお前と再婚できただけで十分だ、とおっしゃって、結局贈り物をさせてもらえなかったし……カーシュ様ったら本当に、無欲なところも理想的な旦だん那な様さまだわ」

　そのくせ本格的な春到来と共に訪れるアリシアの誕生日には、盛せい大だいに贈り物をしてくれる気満々なのだ。ちょっぴり「おなかが痛い」思いをしながらため息をつくと、トレイスは「無欲……？」と眉根を寄せつつも、生き真ま面じ目めに考え込んでいる。

「私ですか？　私は……そうですね、肖しよう像ぞう画がはちょっと王道過ぎるでしょうし……」

「大丈夫だよ、トレイスさんの絵ならなんでも邪じや道どう、じゃない、斬ざん新しんだから」

　ひょこっと姿を現したルアークにトレイスはぎょっとしたが、アリシアは平然とそのまま話し続ける。

「ちょうどよかったわ、ルアーク。あなたにも聞きたかったの。いろいろ考えたのだけど、私には自由になるお金がないから、結局何を差し上げてもカシュヴァーン様がご自分で買った物になってしまうのよね。だから、これを作ってみたの。どうかしら？」

　ドレスの隠かくしを探さぐったアリシアが手書きされた一枚の紙を取り出す。丸みを帯びた可か愛わいらしい字と、おどろおどろしい髑髏どくろの絵が対照的だ。

　嫌いやな予感を感じつつ書かれた文字を読み取ったトレイスとルアークは、想像以上の惨さん状じようにごくっと喉のどを鳴らした。

「これは……」

「うん、絶対だめだよ、アリシア。こんな物をあの人の誕生日に贈るなんて」

「何がだめなんだ？」

　話し声を聞きつけて部屋から出てきたカシュヴァーンが、いつの間にか二人の後ろに立っていた。

「お、おにいちゃん、気配を消して近付くのはやめ、ああっ!?」

　珍めずらしく動どう揺ようしたルアークの手から、件くだんの紙がするりと引き抜かれる。表面に視線を走らせた瞬しゆん間かん、カシュヴァーンは一瞬驚いた顔をした。

　そして次の瞬間、にやあっと子供が見たら逃にげ出しそうな顔で笑った。

「アリシア、これを今年の俺の誕生日にくれるつもりなのか？」

「えっ、ああ、そうなんですけど……考えてみると、私だってカシュヴァーン様に買ってもらったのですから、意味がないですわね……」

　アリシアは例のごとくに「カシュヴァーン様は世界一かっこいい」病に陥おちいっているので、不ふ穏おんな空気に気付いていない。

「いや、これがいい。むしろ毎年これでいい。ついでにもし可能なら、去年の誕生日の分を今もらいたい」

「あら、本当にそんなものでよろしいの!?　カシュヴァーン様ったら、本当に無欲……」

　きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせる妻の手をそっと握にぎったカシュヴァーンは、反対の手でトレイスから盆を取り上げた。

「出前ご苦労、お前はもう休め。さあ、アリシア、行くぞ」

「……そうは行きませんよ、ルアーク！」

「分かってまーす!!」

「なんでも言うことを聞いてあげる券」を片手にご満まん悦えつのカシュヴァーンに、トレイスは必死になってルアークをけしかけたのだった。
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12月14日生まれの射手座のＯ型。

お待たせしましたの「死神姫」新章です。

舞台にクルセージュが加わり、新キャラもいろいろと出てはおりますが、メインメンバーは相変わらずな感じなのでご安心ください。

私の人妻萌えも特に変わっておりません。

ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/
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新章始まりました。

よろしくお願いします。
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